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カクシクレ遺跡が所在する丹生川村折敷地五味原は、山水の豊かなところで

す。各所で「湧き水」がみられます。遺跡の発掘調査もたびたび「湧き水」に

悩まされました。豊富な水量でかつ夏でＷ固れない水がある場所は縄文時代の

人々の居住条件を満たす大きな要素であったに違いありません。夏休みの発掘

体験学習に参加した小学生が「休憩のときに飲んだ山水がおいしかった。忘れ

られない｡」と感想に記しています。

このたび、県士木部河)''課宮川上流河)||開発工事事務所が行う丹生)||ダム建

設に伴い、埋蔵文化財の記録保存を行うために、カクシクレ遺跡の発掘調査を

実施しました。発掘調査は宮川上流河川開発工事事務所から岐阜県教育委員会

に委託され、財団法人岐阜県文化財保護センターが担当しました。

今回の調査では、トチ、ナラ、ドングリなど堅果類のアクぬきや虫ころしな

どの用途をもつ｢水さらし場遺構」（縄文時代晩期)が検出され､縄文時代の人々

の食生活を中心とする生業のあり方を探る上で貴重な資料となりました。

最後になりましたが、発掘調査および出土品の整理・報告書の作成にあたり

ましては、関係諸機関各位の温かいご理解ご協力を賜り感謝申し上げます。ま

た、現地における調査に際しましては、地元の方々の多大なるご協力を賜り厚

く御礼申し上げます。

平成９年３月

財団法人岐阜県文化財保護センター

理事長篠田幸男



例 に『

１．本書は岐阜県大野郡丹生川村折敷地字カクシクレに所在するカクシクレ遺跡（GO7NOO316）の発

掘調査報告書である。「カクシクレ遺跡」は、岐阜県教育委員会『岐阜県遺跡地図」（1990）では「か

くしくれ遺跡」となっているが、字名により「カクシクレ遺跡」と表記する。

２．本調査は丹生Ⅱ|ダム建設に伴うもので、宮)||上流河川開発工事事務所から岐阜県教育委員会を通

じて委託を受け、財団法人岐阜県文化財保護センターが実施した。

３．発掘調査は、平成７年度に実施し、渡辺誠名古屋大学文学部教授の指導のもとに上嶋善治と上原

真昭が担当した。

４．本書に記載した遺物の実測は、次の者が主に行った。

士器（拓本含む）白石和代上原恭子谷口尚子飯塚八十子黒田美奈子丸山道代

和座雅子牛丸富士子清田由美子所洋子田村由美子

石器・石製品田村由美子谷口尚子上出巳吉上嶋善治

士製品古田奈緒子

５．遺構図面・遺物実測図のトレースは次の者が主に行った。

谷口尚子田村由美子

６．遺物の写真撮影は野村宗作が行った。

７．本書の執筆は、第２章第１節は清見村立清見小学校教頭岩田修氏に玉稿を賜った。第３章第４節

３および第４章第４節３は古田奈緒子が、第３章第５節３は千藤克彦が執筆し、他は上嶋が執筆し

た。自然科学的分析に関しては、それぞれ執筆者名を明記した。編集は上嶋が行った。

８．事前地形測量は㈱興栄コンサルタントに委託して行った。

９．空中写真撮影は㈱イビソクに委託して行った。

１０．花粉分析・大型植物化石の同定・炭化材の同定・年代測定は、㈱パレオ・ラボに委託して行った。

１１．発掘調査及び報告書の作成にあたって次の方々や諸機関からご助言.ご指導.ご協力をいただい

た。記して感謝の意を表する次第である。（敬称略・順不同）

山田昌久高樋孝助林直樹伊藤正人野口哲也川合剛小島俊彰戸田哲也

岩田修吉朝則富藤本健三

12．発掘調査作業ならびに調査記録及び出土品の整理等には、次の方々の参加・協力を得た。

古田奈緒子稲本嗣岩佐勇黒木明三清水佐市白田良恵白田清子白石和代

田中靖久竹本朋生矢嶌和子上村かな枝山田博子上原恭子片桐一雄沢之向保

大江哲夫谷口尚子西田幸平西田正三鷲見博中曽裕子山本良秋長瀬つや子

小島浩之飯塚八十子伊藤世志光大平勇川浦泉高橋公芳高橋なよ高原みか

黒田美奈子丸山道代井端隆博上野稔瓜田英明志田縫子白川良平新明久夫

峠明美中谷義男三村昇子森下宏明森下佳博和座雅子新家正次清水武

中村映子牛丸富士子清田由美子所洋子坊田洋子田村由美子

13．遺構記号は次の通りである。ＳＢ：住居趾ＳＦ：焼土趾ＳＫ：士坑Ｐ：ピット

14．士層および遺物の色調観察は、小山正忠・竹原秀雄『新版標準士色帖』（1993）を参照した。

15．調査記録及び出土品は、財団法人岐阜県文化財保護センターで保管している。
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第１節調査に至る経緯１

第１章発掘調査の経緯

第１節調査に至る経緯

今回の発掘調査でカクシクレ遺跡が対象となったのは、岐阜県宮川上流河)１１開発工事事務所による

丹生)11ダム建設による。丹生川ダム水没地内埋蔵文化財緊急発掘調査の経緯については「西田遺跡」

の発掘調査報告書にて詳述されているので割愛する。平成５年度に側岐阜県文化財保護センターに

よって丹生川ダム水没地内埋蔵文化財緊急発掘調査が開始された時点では、カクシクレ遺跡は従来か

ら知られていた地点の2,400,2の調査を予定していた｡周辺地域において遺跡の広がりを確認する必要

から、荒城川左岸の58か所にトレンチを入れることになり、平成５年６月７日に小型重機を利用して

試掘を行った。その結果、縄文土器片と石器の出土した地点を中心に、新たに遺跡の広がりを確認す

ることができた。そこで、従来から知られていた地点をカクシクレ遺跡Ａ地点とし、新たに確認され

た地点は、東から同じくＢ地点（1,000,3)、Ｃ地点（3,000m?）として発掘調査を行うことになった。

発掘調査は、Ａ地点の調査とＢ・Ｃ地点の調査の２班体制とした。それぞれの発掘区の設定等に関

しては調査の概要にて記述する。
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２第１章発掘調査の経緯

第２節発掘調査の経緯

４月２８日に調査始め式を実施し、Ｂ・Ｃ地点の発掘調査を先行させ、Ａ地点の発掘調査はやや遅ら

せた。現地での発掘調査は11月１７日に終了した。以下、まずＢ地点およびＣ地点の発掘調査の経緯を

週ごとにまとめて記述し、つづいて、Ａ地点の発掘調査について同様に記述する。

カクシクレ遺跡Ｂ・Ｃ地点の発掘調査の経緯

第１～５週（4.28～5.26）連休明けより発掘準備にとりかかり、プレハブをＣ地点に設置した。

重機による表土剥ぎをＢ・Ｃ両地点で行い、５月26日にはＣ地点のグリッド杭を打ち終えた。

第６～８週(5.29～６．１６）Ｃ地点の南西部分の整地作業から始めた。第６週には無文の縄文土器

片数点が出土。Ｈ３区～Ｇ３区東側、Ｈ７区～Ｅ７区東側、Ｅ５区南側に土層確認のためトレンチを

入れた結果、桑畑造成時の削平痕や撹乱が随所に見られた。第７週から、Ｈ列を中心に掘り始めるが

出土する土器片等は、磨耗が著しく二次的な堆積によるものと思われた。

第９～１２週(6.19～7.14）Ｃ地点の調査を続けた。６月22日、Ｆ５区より黒曜石製の石鍼が出土

した。Ⅱ層より打製石斧や剥片類が出土するようになった。７月に入り連日の雨で、休業日が多くな

り、湧水が止まらないため特に北西区の作業は困難となった。第１２週に、Ｄ１区Ⅲ層より土器片が多

数出土したため、北西部分の調査範囲を拡大し表土剥ぎを行った。

第13～15週(７．１７～８．４）Ｃ地点の調査を続けた。Ｆ列、Ｇ列、Ｈ列はⅡ層で完掘となり、北西

区のⅢ層の調査が中心となった。湧水が止まらず作業は難航した。７月27日よりＢ地点の調査を開始

した。Ｂ地点の西区では、砂層から縄文後期の土器片が多数出土した。Ｄ３区黒色士層より土偶頭部

が出土。８月再びＣ地点の調査を再開。Ｄｌ区Ⅲ層より縄文後期の土器がまとまって出土し始めた。

第16～１９週(８．７～９．１）Ｃ地点の調査を続けた。８月９日、丹生川ダム関連発掘調査現場にお

いて第４回タイムスリップ探検隊を実施（192名参加)。Ｂ地点では、２８名が発掘体験学習を行う。８

月１４日より１週間（第１７週）は夏季休業。Ｃ地点Ｄ４区Ⅱ層において、炭化した巨木を検出した。

第20～22週(９．４～9.22）Ｃ地点の調査を続けた。Ｄｌ区の南および西区を拡張する。ＤＯ区Ⅲ

層より、縄文後期の遺物がまとまって出土。Ｄｌ区で士坑２基を検出。

第23.24週（9.25～10.6）Ｃ地点ではＢ５区より縄文晩期の土器片が出士。９月28日より、Ｂ地

点の調査を再開した。Ｂ地点のＢ５区周辺より炭化クルミ片を検出。１０月５日、Ｂ地点東区では繊維

を含む土器片が出土した（Fll区Ｖ層)。

第25～27週(10.9～10.27）Ｂ、Ｃ両地点の調査を並行して実施した。１０月１８日に空中写真撮影を

行った。第26週に入ってＣ地点のＣＯ区の谷部分から炭化木片等を検出(ＳＸ６)。第27週、Ｂ地点Ｂ列

Ｖ層で黒曜石チップ、擦切磨製石斧、縄文中期初頭の土器片等がまとまって出土。

第28～30週（10.30～１１．１）Ｂ地点西区、Ｃ地点ＳＸ６の調査を続行した。１０月31日、Ｂ地点Ｄ６

区1V層から口縁部を欠く縄文中期土器一個体が出土。Ｂ地点Ｖ層の遺物集中区およびＣ地点のＳＸ４

とＳＸ６の実測図の作成を行う。１１月９日には40cmの積雪があり、テントの除雪をする。１１月１６日に現

地調査をすべて終え、翌１７日に遺物等の引っ越し作業を終了した。



第２節発掘調査の経緯３

カクシクレ遺跡Ａ地点の発掘調査の経緯

第５～８週(5.24～６１６）５月24日から、重機による表土剥ぎを行った。表土を剥いだ段階です

でに地山に達する地点もあった。また、暗渠部分の掘削をした結果、谷地形が埋没していることが判

明した。５月31日までにプレハブの設営等も行い、６月５日に杭打ちを行った。

第９週（6.19～6.23）用具の搬入を行い、調査区の南側Ｇ～１列の掘削から開始した。まず１．

１１層の除去を行い、つづいて遺物包含層であるⅢ層の掘削を行った。

第10週(6.26～6.30）掘削範囲をＦ列まで広げた.１４区は、黒色士が厚く堆積しているが、遺

物はごく少量であった。Ｈ４区で焼土趾を検出した（ＳＦｌ）。

第11.12週（７．３～７．１４）雨天の日が多く、作業日数は少ない。Ｆ５区からＧ５区にかけて遺物

が多い。掘削範囲を，.Ｅ列まで広げた。

第１３．１４週（7.17～7.28）引き続き雨天の日が多い。重機による表土剥ぎを６列から７列にか

けて行った。６．７列の杭打ちを行い、手掘りによる掘削にかかった。Ｂ６区からＣ７区にかけては、

遺物がほとんど出土しない。第１トレンチおよび第２トレンチの士層観察をした。

第15週（7.31～８．４）５列目以西もＢＣ列まで掘削範囲を広げたが、遺物の量はわずかであっ

た。グリッドの壁のセクションおよび、上記のトレンチのセクションの実測を行った。

第16～18週(８．７～8.25）８月10日のタイムスリップ探検隊では、Ａ地点には94名参加した。Ｆ

６区でクリの炭化物が出土。Ｇ３区からＨ４区にかけて、住居ｉｔらしい掘り込みを確認する（ＳＢｌ）。

Ｇ４区の焼土趾（ＳＦ２）の実測･写真撮影を行い、掘り下げることにした。ＳＢ１を掘削した。埋士の

黒色士を除去すると、播鉢状を呈した。住居趾ではない可能性も出てきたが、トレンチを入れて覆土

を確認し、掘り下げることにした。Ｄ５区で浮線文の土器が出土する。

第19.20週（8.28～９．８）Ｆ７区で玉が出土。ＳＢｌで炉の一部を確認した。Ｈ４区では、縄文中

期の土器が多く出土。Ｆ６区からＧ７区にかけて、ピットや焼土趾を検出した。

第２１．２２週（９．１１～9.22）Ｇ５区およびピット（Pl9）から土偶片が出土。Ｇ・Ｈ列の遺構検

出にかかった。ＳＢ１で柱穴を確認した。Ｇ４区で黒色士の広がりがあり、サブトレンチを入れた。

第23週（9.25～9.29）Ｆ４～Ｇ４区で、板状の木が方形に区画された所を検出した（ＳＥ１）。の

ちに「水さらし場遺構」と名づけた。Ｆ６～Ｇ７区のピット群を観察すると、ＳＦ４およびＳＦ５のま

わりにピットが巡っている様子が見て取れることから住居趾の可能性も考慮に入れることにした。

第24.25週（10.2～10.13）ＳＥｌ周辺の調査を行い、クルミの集中地点を検出した。ＳＥ１内の花

粉分析および大型植物遺体同定の試料のサンプルを採集した。ピット群の掘削および実測を行った。

士坑を検出し、クルミ・トチ等が出土した。１０月１４日に現地説明会を実施した。

第26.27週(10.16～10.27）ＳＥ１の北側の２枚の板は１枚がずれて落ちたように重なっていること

が判明した。１０月18日に空中撮影を行った。その後1V層の除去およびＶ層の掘削を行った。遺物の出

土はわずかであるが、押型文士器など縄文早期の遺物が見つかった。

第28.29週（10.30～１１．１０）Ｖ層の掘削およびＳＥ１周辺の調査を行い、それに伴う実測・写真撮

影を行ってＡ地点の調査を終了した。

以後、財団法人岐阜県文化財保護センター飛騨出張所にて整理作業に入った。
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第２章遺跡の環境

第１節地形・地質環境

１．はじめに

荒城川上流には、さまざまな種類の岩石が分布し、その上を大規模な火砕流堆積物がおおうことに

よって更に複雑な地形を形成している。大地の変動による隆起や地表の変化と荒城川の急流が蒙亥Ｉす

る谷とが急峻な地形を形作っている。そんな中で、小規模な緩やかな地域が河川の周辺に分布する。

カクシクレ遺跡は、山中のわずかな平坦地に、水と日当たりと周辺の豊かな自然の恵みの中に位置し

ているのである。

２．地形的特徴

荒城川本流と主な支流である大脇谷との合流地点付近に五味原の平坦地がある(第２図)。これより

荒城川上流には、木地屋集落跡地にごく小規模の平坦地があるだけで、五味原が最上流の集落といえ

るだろう。五味原より下流には、折敷地が広い集落を形成し、ざらに下流では谷が迫り、荒城神社付

近になるまでほとんど平坦地が発達していない。荒城神社より下流では河岸段丘が発達し、やがて古

川町で宮川と合流する。このように、現在においても五味原は人里離れた山里であり、山地の中での

わずかな耕地を耕して人々は生活していたのである。

この平坦地は、カクシクレ付近においては、２種類に分類される(第２図)。荒城川のすぐ両岸には

荒城)'１の河川の働きによる低位の河岸段丘が見られる。現河)'１からの比高２～３ｍと低く、あまり発

達していない。これより山地側には明確な段丘崖（比高８～10ｍ）を境界にして緩斜面が発達してい

る。この緩斜面は、分類すると扇状地様であるが、谷の発達がすこぶる悪いので砂礫の生産が少ない。

それより小さな礫や土壌が多くなっている。大規模な士石流によって形成された緩斜面ではなく、風

化されやすい岩石が土壌化したり細礫になったりして堆積していったと考える。礫はほとんど完全な

角礫状であり、水流による円礫化の兆候は見当たらない。

第３図は、カクシクレ遺跡付近の模式的断面図である。細礫．巨礫．土壌が境界を不明瞭な状態で

堆積している様子を示した。層として明確でなく、連続もよくない。土壌が１ｍ以上堆積しているこ

とがあり、それをよく見ると細礫が配列していることから、緩やかな水流が関与していることが認め

られる。また、これらの堆積物を削って巨礫が帯状に配列しているのが見られた。これは、土壌など

が堆積した後、部分的な谷jllが地表を削って流れたことを示している。谷川は水量は多くないとして

も生活していく上には十分であったことはこのような堆積物の状態から窺うことができる。

このような緩斜面が形成された時代については、ほとんど対岸といえる牛垣内遺跡の上の所で約４

万4000年前に噴火したＤＫＰ（大山倉吉火山灰層)、より低位の牛垣内遺跡下の畑地からは6500年前の

アカホヤ火山灰層が確認されているので、カクシクレ遺跡のこのような地形も４，５万年前から形成

が始まったといえるだろう。普通このような地形は、２万年前に終了した最終氷期との関連で言及さ

れるのだが、それから考えるとやや古いような印象を受ける。
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現在、この辺りの荒城川の河床には岩盤が露出しているので、全体的に侵食環境にある。低位段丘

崖が比高最大で５ｍとすると、この値は下流の荒城神社付近と比べてやや大きいがこの付近の侵食力

の大きさから考えると妥当な高さといえよう。ここの低位段丘は、荒城神社付近とそれより下流の低

位段丘に対比される。この段丘面には縄文中期の遺跡があることから、後氷期の完新世に入る１万年

前以降に形成されたと考えられる。また、カクシクレ遺跡の上にも堆積物がのっていることからこの

ような地形はずっと形成されてきた。

荒城川流域には、低位段丘はよく発達しているが、中位段丘やこのような扇状地状の緩斜面はあま

り見られない。五味原の緩斜面の成因については今後もっと調べてみる必要がある。
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３．地質的特徴

この付近の地質は、笠原芳雄氏がよく調べている(第４図)。カクシクレ遺跡は、大雨見山層群中の

酸性火山岩である明ケ谷溶結凝灰岩層の分布域と思われる。明ケ谷溶結凝灰岩層の特徴は、笠原氏に

よれば、最大層厚300ｍであり、流紋デイサイト～流紋岩で、粗粒のカリ長石.石英.斜長石.黒雲母．

単斜輝石などの鉱物を含んでいる。少し上流側には、上宝火砕流堆積物が広く分布している。また、

周辺には古生層の荒城１１１層が見られ、河川の礫中にも緑色岩、泥岩などが多く存在している。五味原

グラノファイアも分布している。

石器や炉石に上宝火砕流堆積物は使用しないで、大雨見山層群の流紋岩類はよく利用していた。大

雨見山層群の岩石の細かい分類はできないが、溶結構造の顕著なものから非常に級密なものまで、み

かけは多様である。

溶結構造の発達した、多孔質の溶結凝灰岩は風化されやすくもろい岩石になってしまう。粘士化．

土壌化はかなり深くまで進行している。このことは、カクシクレ遺跡を置くこの緩斜面はかなり安定

した数万年というかなり長い年月で形成されたと考えてよいのではないか。これに対して対岸の牛垣

内遺跡付近などは土石流の発生があったことを思わせる。

４．まとめ

五味原付近は急流の荒城川上流の中でやや傾斜が緩くなる地域であり、平坦面が発達している。こ

の平坦面は、カクシクレ遺跡がある荒城川左岸では土壌や粒径の小さな堆積物がほとんどで、土石流

で堆積したような環境にはなかった。長い年月をかけて形成されたことを物語っている。低位段丘と

は明確な段丘崖で境されているので、ここで何かイベントが生じたことは確かである。それが、後氷
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期のような気候変動によるものかどうかははっきりきせなければならない。また、何故五味原付近が

そうなるのかについては今後さらに追求していく必要がある。

カクシクレ遺跡は、このように安定したやや台地状の緩斜面に位置し、日当たりや小さな谷川が適

度の水量であったこと、周囲は山地であったことから、縄文時代においては生活の舞台としてふさわ

しい場所でなかったかと考えられる。

石材としては、上宝火砕流堆積物や大雨見山層群の酸性火山岩という火山岩が中心の地域である。

大雨見山層群の岩石は炉石などに利用されているし打製石斧のようなものには利用できるが、精密な

加工には使われない。そのために他から持ち込まれたのである。

〈参考文献〉

笠原芳雄(1988）「大見雨層群一飛騨外縁帯の白亜紀末期の湖成層と火砕流堆積物一

『飛騨の大地をさぐる』（教育出版文化協会）
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第２節歴史的環境

カクシクレ遺跡が所在する岐阜県大野郡丹生川村折敷地の五味原地区は、宮)||の支流荒城jlIの最上

流部に位置する。歴史的な環境については、同じ五味原遺跡群の西田遺跡の報告書で丹生川村におけ

る縄文遺跡を中心にその概要等について述べている。ここでは、荒城川水系に地域を限定し縄文時代

の遺跡の概要を述べたい。

荒城)||は、北アルプスの乗鞍岳に源を発して、大野郡丹生川村、吉城郡国府町を経て、吉城郡古川

町にて宮川と合流する。丹生川村から国府町にかけての縄文遺跡を列挙すると、第５図および第１表

のようになる。ただし、これは、岐阜県遺跡地図（岐阜県教委1990）を中心に作成したものに、丹生

川村折敷地地区における試掘調査によって明らかにされた遺跡と、国府町内で発掘調査された遺跡を

加えたものである。国府町教育委員会による遺跡詳細分布調査の結果が報告されているが（国府町教

委1993)、そこで新たに掲載された遺跡は呈示していない。

遺跡分布を見ると、地形的には、国府町内に広がる平野部に遺跡が散在する。丹生川村内に入ると、

山間部に入り、柏原や折敷地の平坦地が見られる地域に遺跡が限定されてくる。そして、五味原地区

に至る。以下、時期ごとに概観するが、丹生川ダム関連の遺跡については、詳細がそれぞれ別に報告

書が刊行される予定なので、簡略に記述する。

草創期の様相は不明であるが、早期の遺跡としては、西田遺跡が注目される。押型文系土器、条痕

文系士器などを中心とする早期後葉の土器が大量に出土した。これらは、該期の飛騨地区および全国

的な編年の基準資料になり得るものである。さらに、焼礫集石遺構が約70基検出されている。

近接する牛垣内遺跡では、西田遺跡と様相の異なる押型文士器が出土しており、同じく西田遺跡の

西方に位置する丸山遺跡からも、条痕文系土器が出土している。また、『岐阜県史」（大参ほか'972以

下「県史｣）によると、折敷地地内の滝垣内遺跡は、早期、中期の遺跡として知られている')。

前期になると、西田遺跡で前葉の土器が出士している程度で不明な部分が多い。前期末から中期初

等にかけての土器がカクシクレ遺跡Ｂ地点の第Ｖ層から出土している。

中期初頭から前葉にかけては、牛垣内遺跡や丸山遺跡に、竪穴住居趾を伴う資料がある。現在整理

作業中である。また、１９９０（平成２）年に国府町教育委員会によって発掘調査された南垣内遺跡は、

５世紀初頭と推定される、直径20ｍ前後の規模の周溝を有する円形の墳墓が見つかったことで有名な

遺跡であが、ｌ号墳の中央部および東側に縄文中期の竪穴住居趾が３軒検出された。出土した土器は、

北陸系の中期初頭の士器と報告されている(岩花ほか1995)。つづく上山田式段階の土器が西田遺跡で

出土している。また、信州系の中葉の士器として、いわゆる平出三Ａが西田遺跡およびたのもと遺跡

で出土している。

中期後半になると、カクシクレ遺跡でも１軒住居趾が見つかっているが、牛垣内遺跡や、荒城神社

遺跡、そして、森の木遣跡が注目される。森の木遣跡は、1987(昭和62)年に国府町教育委員会によっ

て発掘調査された。中期後半の竪穴住居趾が16軒検出され、複式炉も見つかっている。炉の中に土器

を敷くものが４基あった。土器は、信州系が主体で、北陸系、関西系が混在している。荒城川の沖積

面での中期の集落である（田中1992)。さらに、「県史」によると、八日町遺跡や漆垣内遺跡は、中期

の遺跡で、打製石斧、磨製石斧等が出土している。
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荒城神社遺跡は、中期後半から後期前半にかけての遺跡である。１９９３（平成５）年に、当センター

が発掘調査を行った。竪穴住居趾が４軒確認され、中期後半の埋甕などの土器や、後期前半の土器が

出土している。詳細は報告書を参考にされたい（野村ほか'994)。

後期の遺跡としては、たのもと遺跡がある。後期前葉と考えられる資料がまとまって出土している。

詳細は今後の調査による。また、中葉から後葉にかけては、カクシクレ遺跡Ｂ・Ｃ地点でも出土して

いるが、西田遺跡では、住居趾を伴い、まとまった資料がある。また、西田遺跡では、土偶が70個体

以上出土している。さらに、「県史」によると、柏原Ｂ地点遺跡は後期の遺跡とされており、石鍼･打

製石斧・磨製石斧・石錘・土偶等が出土している。

晩期の遺跡としては、カクシクレ遺跡が古くから知られていた。「県史」では、一覧表に「晩期」と

記されている。岐阜県教育委員会『岐阜県遺跡目録』（1962）では、「土器片（晩期)」と記されている。

大野郡丹生川村史編纂委員会編『丹生)I|村史』（1962)では、「かくしくれ出士品｣のタイトル2)で、「橋

本岩三郎蔵」として、縄文晩期の土器片、磨製石斧、御物石器、石鑑、石錐等の遺物の写真が紹介さ

れている。土器の中には、晩期後半の茸状突起も見られる。調査前に、橋本繁蔵氏所蔵の遺物を見る

ことができたが、その中に、同じ御物石器があった（第６図)3)。今回の発掘調査の成果は、後述する

ように、晩期前半の水さらし場遺構が検出され、また、晩期後半の土器がまとって出土した。

また、西田遺跡では晩期前半の土器を中心に、牛垣内遺跡では、晩期後半の士器を中心に出土して

おり、いずれも飛騨地域での晩期土器の編年を研究する上で基準になる資料といえる。

五味原地区以外では、立石遺跡が注目される。国府町教育委員会によって、１９９４（平成６）年に発

掘調査され、晩期後半の浮線文系の土器が大量に出土し、調査地点では、プラントオパールが検出さ

れている。今後の整理・報告が期待される。また、柏原Ａ地点遺跡（柏原神社遺跡）では、石冠が出

土している。

その他の遺跡としては、時期不明であるが、「県史」によると次のような遺跡が散在する。

三日町遺跡……………石鍍、打製石斧、磨製石斧、石冠、六頭石斧等の遺物が出土。

箕輪遺跡………………磨製石斧、石棒等の遺物が出土。

野瀬遺跡………………縄文土器片、石鍼、打製石斧、磨製石斧、石Ⅲが出土。

以上、荒城川水系の縄文遺跡について概観したが、遺跡の分布から次のようなことが指摘できる。

まず、五味原地区では、遺跡や地点を変えて、前期後半が未確認であるが、早期から晩期までほとん

ど切れ間がなくつづいている。

次に時期別に見ると、早期から前期にかけて、五味原地区に集落遺跡が確認されるが、中期から後

期にかけて、南垣内遺跡、森の木遣跡や荒城神社遺跡など、平野部へ下りてきており、さらに、晩期

後半になると、立石遺跡のように低湿地にまで進出して行く様子がわかる。

ただし、発掘調査された遺跡が地域的に限定されているので、今後の調査による部分が大きいこと

を付け加えておく。
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第２節歴史的環境1１

第１表荒城川水系の縄文遺跡

｢地名表」飛騨考古土俗学会1935『飛騨石器時代遺蹟地名表』

｢目録」岐阜県教育委員会1962『岐阜県遺跡目録』

｢県史」岐阜県編1972「岐阜県史』通史編原始

1）滝垣内遺跡からは独鈷石が出土したと推定されているが、詳細は不明である（高山市教委1987）

2）遺跡名に関しては「かくしくれ遺跡」と平仮名で表示されているものが多いが、字名より今回の発掘調査

では、片仮名での「カクシクレ遺跡」と表記する。

3）第６図は、吉朝則冨氏の実測、トレースによるものであるが、氏のご協力でここに掲載する。

番号 遺跡名 所在地 備考（参考文献）

１ 三日町遺跡 吉城郡国府町三日町 ｢地名表」「目録」「県史」

２ 箕輪遺跡 吉城郡国府町箕輪 滅失「地名表」「目録」「県史」

３ 立石遺跡 吉城郡国府町漆垣内字立石

４ 南垣内遺跡 吉城郡国府町今字南垣内 ｢岩花ほか'995」

５ 八日町遺跡 吉城郡国府町八日町 滅失「地名表」「目録」「県史」

６ 森の木遣跡 吉城郡国府町東門前森ノ木 1987年発掘調査「地名表」「目録」「県史」

７ 荒城神社遺跡 吉城郡国府町宮地西垣内 1993年発掘調査県史跡「野村ほか1994」

８ 野瀬遺跡 吉城郡国府町宮地野瀬 滅失

９ 柏原Ａ地点遺跡 大野郡丹生)||村柏原柏原神社内 ｢県史」

10 柏原Ｂ地点遺跡 大野郡丹生Ill村柏原 ｢地名表」「目録」「県史」

1１ 滝垣内遺跡 大野郡丹生)||村折敷地 ｢地名表」「目録」「県史」

１２ 牛垣内遺跡 大野郡丹生Ill村折敷地字牛垣内 1994～95年発掘調査「目録」「県史」

1３ 丸山遺跡 大野郡丹生)||村折敷地 1996年発掘調査

１４ 西田遺跡 大野郡丹生111村折敷地字西田 1993～94年発掘調査

１５ たのもと遺跡 大野郡丹生)||村折敷地 1996年発掘調査

1６ カクシクレ遺跡 大野郡丹生Ill村折敷地字カクシクレ 1977年圃場整備により一部滅失1995年発掘「目録｣｢県史」

1７ ナベリ谷遺跡 大野郡丹生)||村折敷地字ナベリ谷 1989年発掘調査
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第１節調査の概要1３

第３章Ａ地点の調査

第１節調査の概要

カクシクレ遺跡Ａ地点は、標高850ｍ前後の段丘上に位置する。水田が数段にわたって造成されてお

り、調査区の中央には水路が作られていた。山麓の傾斜地を削平と埋士により造成したため、遺跡全

体として遺構の残存状況は不良であった。
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第７図Ａ地点周辺地形図
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第８図Ａ地点地区設定図



第２節基本的層序１５

発掘調査にあたっての地区の設定は、国士座標に合わせて第８図のように、８×８ｍの区画を設け、

北から南へＡ・Ｂ.Ｃとし、束から西へ１．２．３と番号を付けてグリッド名を表すことにした。Ａ

列は、国土座標第VH系のＸ＝23784,1列は、同じくＹ＝19268となっている。

耕作士および後世の埋士は重機を利用して除去した。旧地形は、東から西へ、南から北へ傾斜して

おり、調査区の中央から北よりの地点で、東西方向に幅約６～７ｍの埋没谷が見つかった。中央の水

路は、山裾の湧水を集めたものであるが、掘削後もほぼ同じ地点が水路状の小川であったことが判明

した。

検出された遺構は、竪穴住居趾１軒、焼土趾５基、土坑、ピット群および水さらし場遺構１基であ

る。遺物は、縄文中期後半と晩期の土器、石器類約１万点である。調査区の南側では、崖錐性の土砂

が堆積しており、その下に縄文早期の遺物包含層があった。

第２節基本的層序

土層は、耕作土である表土第１層が約20～30cmあり、その下には、造成時の埋士（第Ⅱ層）が深い

所で約1.3ｍ堆積していた。遺物包含層（第１Ⅱ層）は、地点によっては削平されていた。さらに崖錐性

の土砂が堆積し(第１V層)、第Ｖ層が縄文早期の遺物包含層である。ただし、第Ｖ層は調査区の一部で

しか確認できなかった。以下煩雑になるが、各士層の細分を略述する。第９～11図の土層図の記号と

一致させている。

第１層耕作土であるが、地点によって複雑な堆積状況を示している。

1-1黒色士（ｌＯＹＲ1.7/l）しまり、粘性ともになし。草根や径２cm前後の礫を含む。

１－２黒色士（lOYR2/1～1.7/1）しまり、粘性ともにあり。礫を多く含む。

1-3黒褐色士（l0YR3/1～3/2）しまり、粘性ともになし。径３～５cmの礫を含む。

I‐４黒褐色土(l0YR3/l～2/1）しまり、粘性ともになし。１－２．３に比べて礫の混入は少ない。

１－５黒色士（2.5Ｙ２/l）しまり、粘性ともになし。

1-6明黄褐色士(lOYR7/8～6/8)しまり、粘性ともになし。大小の礫が混じりガラガラしている。

１－７褐灰色士（l0YR4/1～3/1）しまりはあるが、粘性はない。

１－８にぶい黄褐色士（l0YR4/3）よくしまっている。

1-9にぶい赤褐色士（5YR4/4）鉄分が沈着した層である。

１－１０暗褐色士（l0YR3/3）しまり、粘性ともになし。

第１I層造成等による埋士の層である。Ⅲ層を崩している部分もある。地点によって埋まり方が異な

るため、非常に複雑な堆積をしている。

11-ｌにぶい黄燈色士（10YR6/4～6/6）しまり、粘性ともになく、草根が混じる。

１１－２褐色士（7.5YR4/6）しまりはなく、粘性がわずかにある。炭化物を含む。
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１１－３にぶい黄褐色士（10YR5/4）しまり、粘性ともになく、大小の礫を多く含む。

１１－４黒褐色士（2.5Ｙ４/1～3/1）しまり、粘性ともにない砂質土である。

１１－５灰黄褐色士（lOYR4/2）しまりがない。径５cm前後の礫を多く含む。

１１－６明黄褐色士（10YR6/6）しまり、粘性ともになく、礫を含む。

１１－７黒褐色士（lOYR3/2～3/3）粘性がややあり、黄褐色の砂粒を全体に含む。

１１－８にぶい黄褐色士（lOYR4/3）しまり、粘性ともになく、礫を含む。

１１－９黒褐色士（lOYR3/2～3/3）しまりがなく、全体に黄褐色の砂粒を含む。

11-10黒色士（lOYRL7/1）しまり、粘性ともに弱い。

11-1lにぶい褐色士（7.5YR5/4～5/6）しまりがない。

11-12にぶい黄燈色士（l0YR6/4～6/6）しまりはなく、粘性がややある。礫が混じる。

11-13暗灰黄色士（2.5Ｙ４/2）しまり、粘性ともになし。砂質で黄褐色の砂粒を含む。

11-14にぶい黄燈色士（10YR6/4）しまり、粘性ともになし。径２～３cmの礫を含む。

11-15灰黄褐色士（10YR4/2～3/2）しまり、粘性ともになし。砂質士である。

11-16黒褐色士（lOYR3/2～3/3）しまりがなく、径５～１０cmの礫を含む。

11-17黒褐色士（lOYR3/2）しまり、粘性ともになく、礫を多く含みガラガラしている。

11-18黒褐色士(lOYR2/2～2/3)粘性はなく、炭化物を含む。径２～３cmの礫を全体に少し含む。

11-19黒色士（l0YR2/1）しまりがない、木根の痕か。

11-20黒色士（lOYR2/1）しまりがある。

11-21燈色士（7.5YR6/8）砂礫層である。

11-22黒褐色士（l0YR2/2）しまりあり、炭化物を含む。

11-23黒褐色士（lOYR3/1～3/2）しまり、粘性ともにあり、炭化物、礫を全体に含む。

11-24黒褐色士（l0YR2/2～2/3）炭化物が混じり、黄褐色の砂粒の混入が見られる。

11-25燈色士（7.5YR6/8）しまり、粘性ともになく、角礫を多く含む。

11-26黒褐色士（2.5Ｙ３/l～3/2）黄褐色の砂粒を含む砂質士。

11-27燈色士（7.5YR6/8）砂礫層である。

11-28明褐色士（7.5YR6/8）～5/8）しまり、粘性ともになく、大小の礫を含む。

11-29黒褐色士（lOYR3/l～3/2）しまりあり。炭化物を多く含む。

11-30榿色士（7.5YR6/8）砂礫層である。

11-31暗褐色士（lOYR3/3）粘性があり、径２～３cmの礫を全体に含む。

第Ⅲ層遺物包含層である。上層は縄文晩期で下層は縄文中期の包含層と考えられる。

黒褐色士（l0YR3/1～3/2）しまりはなく粘性があり、炭化物を含む。

にぶい黄褐色士（lOYR5/4～5/6）しまり、粘性ともになく、礫を含みガラガラしている。

褐灰色士（l0YR4/1～3/l）しまりのある砂質士である。

にぶい黄燈色士（lOYR6/4）しまりのない砂質士。大小の礫を含みガラガラしている。

黒褐色士（l0YR2/2）しまりがあり、黄褐色の砂粒を全体に含む。
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第９図Ａ地点土層図(1)
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第２節基本的層序１９

黒色士（2.5Ｙ２/l）粘性があり、炭化物を含む。

暗赤灰色士（2.5YR3/l）粘性がかなりある。

黒褐色士（2.5Ｙ３/1～3/2）堅くしまっている。黄褐色の砂粒を全体に含む。

黒褐色士（lOYR2/2）しまりがなく、粘性がある。黄褐色の砂粒を含む。

黒色士（l0YR2/l）粘性が強い。黄褐色の砂粒が部分的に混じる。

暗赤褐色士（5YR3/3）鉄分が沈着した部分である。

黒色士（Ｎ1.5/O）しまりがなく、粘性が強い。縄文中期の包含層である。
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第1V層崖錐性の堆積を示している。遺構検出面であるが、地点によっては、さらに下層に遺物包含

層が確認された。

灰黄褐色士（lOYR4/2）径10cm前後の礫を含む。

褐色士（10YR4/4）しまり、粘性ともにあり。

にぶい黄褐色士（l0YR5/4～5/6）しまり、粘性ともにあり、大小の礫を含む。

明黄褐色士（lOYR6/8）しまりが弱く、径２～３cmの礫を含む。

１
２
３
４

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

Ｉ
１
１
Ｉ

第Ｖ層縄文早期の遺物包含層である。調査地点の南側で確認された。

暗褐色士（7.5YR3/1）しまり、粘性ともにあり。径１cm程度の礫を含む。

黒褐色士（lOYR3/l）しまり、粘性ともにあり。径１cm程度の礫を比較的多く含む。

黒色士（2.5Ｙ２/1）しまりは弱い。白色・黄褐色の砂粒が混じる。

灰黄褐色士（lOYR4/2）しまり、粘性ともにあり。径２～３cmの礫を含む。

１
２
３
４

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

第VI層明黄褐色（lOYR6/6）の地山である。

Ｇ３区東壁

Ｖ－２
－８５１．７０ｍ

□ Ｖ－２

Ｅ６

、５区東壁
111-1

－８４８．７０ｍ

、

Ｏ１ｍ

Ｅ－－111-5

第11図Ａ地点土層図(3)
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トレンチ（第12図）

遺跡の広がりを確認するため、調査区南側の上段の水田面に２か所トレンチを設定した。東の方を

第１トレンチ、西の方を第２トレンチとした。重機を利用して、深く掘り下げたが、遺物包含層等は

確認されなかった。

第１トレンチ東壁

853.20ｍ

第２トレンチ東壁

－８５３．２０ｍ

２

l黒褐色土（l0YR3/l）草根混じり

2黒色土（l0YR2/1）礫混じり

3明黄褐色士（l0YR6/8）礫混じり
０１ｍ

■矛一コ

第12図Ａ地点土層図(4)
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第13図Ａ地点地形測景図
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第15図Ａ地点竪穴住居趾
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第３節道 構

ｌ竪穴住居趾（第15～１７図、図版３）

竪穴住居趾は、調査区の南よりのＨ４区北西杭を中心とした地点で検出された。遺物包含層を掘り

下げて行く段階で、縄文中期の土器片を中心に遺物が集中している地点があり、黒色士のプランが楕

円形に確認された。セクションベルトを残して掘り下げたところ、梼鉢状を呈する様相であったが、

サブトレンチを入れ、士層が確認したところ住居趾の壁と埋士を確認され、また、中央部に石囲炉が

検出された。掘り込みは、第1V層から第Ｖ層にまで達していた。
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第16図Ａ地点竪穴住居趾遺物出土状況
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第19図 Ａ地点焼土趾



3０第３章Ａ地点の調査

群の中に位置する。住居趾の地床炉の可能性もある。

周辺からは、縄文晩期の土器片が出土している。

ＳＦ５

Ｆ７区の第１V層上で検出した。４５×25cmの大きさで、不定形である。そのまわりには、径約80cmの

黒色土のプランがあり、その中に長さ約15～25cmの大きさの石があった。ＳＦ４同様にピット群の中に

位置することから、住居趾の石囲炉の石が抜き取られた可能性もある。

周辺からは、縄文晩期の土器片が出土している。

土坑（第20図、図版３）

Ｇ５区で検出された。調査区中央を流れる小川部分の北辺にあたる。110×90cmの大きさで楕円形の

プランを呈する。黒色の泥炭質の士と拳大から20cm程の石が埋まっていた。クルミとトチの果皮が少

量であるが、出土した。貯蔵穴と推定されるが、地下水位が高い地点であり、西日本に見られる低湿

地貯蔵穴との関連性が予想される。

ピット群（第14図、第２表）

ピットは239基検出した。Ｆ６～Ｇ７区の東ピット群と、Ｇ３～Ｈ５区の南ピット群の２群が認めら

れる。東ピット群は、焼土趾（ＳＦ４およびＳＦ５）の周辺にあり、住居趾の存在が予想されるが、不

明である。また、クリが出土したピットもある（Ｐ６６．Ｐ６７.Ｐ７０.Ｐ76)。

、 １黒色土（ｌＯＹＲＬ７/1）

２黒色土（10YR2/1）

３黒褐色土（l0YR2/2～3/2）

４黒色土（l0YR2/l）

５黒褐色士（l0YR2/2～3/2）

６黒色土（l0YRL7/1）

７黒色土（lOYR2/1）

８黒褐色土（lOYR4/l～3/1）

９灰黄褐色土（lOYR4/1～4/2）

１０黒褐色土（l0YR2/1）

１１黒色士（7.5YR2/l）

12黒色土（Ｎ1.5/）

13黒色土（Ｎ1.5/）

14黒色土（lOYRL7/l）

15黒褐色土（7.5YR2/2）

16黒色土（lOYR2/1）

17黒色土（2.5ＹＲ２/l）

18黒色土（ｌ０ＹＲＬ７/l）

Ａ

Ａ
Ａ′
－４８４．４０ｍ

０ ５０ｃｍ

岳－－－－－

第20図Ａ地点土坑



第３節遺構３１

第２表Ａ地点ピツトー覧表（単位はc､）

ｌＧ７７１×４７１

２Ｇ７５０×４１１７

３Ｆ７１９×１４１０

４Ｆ７２５×１４１０

５Ｆ７：

６Ｇ７９

７Ｇ７８×２１１１縄一，．■０

：Ｇ７１５

１５Ｇ７２６×１９１７

１６Ｇ７２

１７Ｇ７：

２３Ｇ７３器)，１８３Ｆ５２０×１２１０

２４Ｇ７２８×１６１器)，１８４Ｆ３１８×１８１０

２５Ｇ７２１１８５Ｆ２１４×１３

２６Ｆ７２３×１８２１８６Ｇ２２

Ｆ３×２９１４４１

Ｆ７２６×２

３６Ｇ７４×１８１３

Ｇ６４１：

５４Ｇ６３３３３１０

５５Ｇ６２３×１９１２

５６Ｇ６２２２０１４

５７Ｇ６５０

：Ｆ６６０×５６

Ｆ６×３６：：：片1２：

６０Ｆ６１２

番号 地区 大きさ 深さ 遺物（数字は挿図番号） 番号 地区 大きさ 深さ 遺物（数字は挿図番号）
１ Ｇ７ ７１×４７ 1０ 6１ Ｆ６ ２４×２３ ９

２ Ｇ７ ５０×４１ 1７ 6２ Ｆ６ ２８×２３ １７

３ Ｆ７ １９×1４ 1０ 6３ Ｆ６ １８×１７ ７

４ Ｆ７ ２５×１４ 1０ 6４ Ｆ６ ２０×１６ ５

５ Ｆ７ ４０×３２ 1８ 6５ Ｆ６ ２４×１９ ６

６ Ｇ７ ２１×１９ ９ 縄文土器片４(25-27） 6６ Ｆ６ ２４×１４ 1５ クリ

７ Ｇ７ ２８×２１ 11 縄文土器片３(25-28.29） 6７ Ｆ６ ２２×２０ 2３ クリ

８ Ｇ７ ５５×３４ 1５ 6８ Ｆ６ ２１×２０ 1６

９ Ｇ７ ６２×５０ 2２ 6９ Ｆ６ ２１×１８ 2０ 縄文土器片１
1０ Ｆ７ ２２×１８ ８ 7０ Ｆ６ ３６×３０ ７ クリ

1１ Ｆ７ ３８×２３ ９ 7１ Ｆ６ ２０×１６ 1１

1２ Ｇ７ ２９×２３ １７ 7２ Ｆ６ ２０×１９ 1１ 縄文土器片２，フレイク１
1３ Ｇ７ ２０×１７ 1２ 7３ Ｆ６ ３８×３５ 1１

1４ Ｇ７ ４１×３０ 1１ 7４ Ｆ６ ２０×２０ １６

１５ Ｇ７ ２６×１９ 1７ 7５ Ｆ６ ２２×１８ 1１

1６ Ｇ７ ２２×２０ 2９ 7６ Ｆ６ ７４×５０ 2６ 縄文土器片１（25-39)、クリ
1７ Ｇ７ ２９×２３ ８ 7７ Ｅ６ ３６×２６ 2２

1８ Ｇ７ １９×１８ 1２ 7８ Ｅ６ ２１×１８ 1９

1９ Ｆ７ ２６×２３ 2３ 7９ Ｆ５ １８×１５ ９

2０ Ｆ７ ２１×1４ １３ 8０ Ｆ５ １８×１８ ７ 縄文土器片２(25-40）
2１ Ｇ７ ３５×２３ ６ 8１ Ｆ５ １９×１６ 1３

2２ Ｇ７ ２４×１４ ７ 8２ Ｆ５ １３×１２ ７

2３ Ｇ７ ３３×２２ 2３ 縄文土器片１ 8３ Ｆ５ ２０×１２ 1０

2４ Ｇ７ ２８×1６ 1５ 縄文土器片１ 8４ Ｆ３ １８×１８ 1０

2５ Ｇ７ ２５×１９ 1４ 縄文土器片１（25-30） 8５ Ｆ２ １４×１３ ７

2６ Ｆ７ ２３×１８ 2１ 縄文土器片５(25-31～34） 8６ Ｇ２ ２７×２１ ７

2７ Ｆ７ ３６×２５ 1１ 8７ Ｇ２ ２９×２８ 2４

2８ Ｆ７ ３２×２６ 1０ 8８ Ｇ２ １９×１５ 1７

2９ Ｆ７ ２７×２３ ９ 8９ Ｇ２ ３１×２４ １０

3０ Ｆ７ ３２×１８ 1４ 9０ Ｇ２ ４１×２７ ７

3１ Ｆ７ ２６×２２ 1９ 9１ Ｇ２ ６１×４８ 2０

3２ Ｆ７ ２４×２０ １５ 9２ Ｆ３ ３０×２９ 1４ 縄文土器片４(25-41）

3３ Ｆ７ ３８×２９ １４ 9３ Ｇ３ ２４×２２ 1５

3４ Ｆ７ ３２×２４ 2１ 9４ Ｇ３ １９×１８ 1０

3５ Ｆ７ ２６×２３ 2１ 9５ Ｇ３ ３０×２２ 2３

3６ Ｇ７ ３４×１８ 1３ 9６ Ｇ３ １２８×７９ 1４

3７ Ｇ６ ３０×２３ ８ 9７ Ｇ２ ２１×２０ ５

3８ Ｇ７ ２４×２４ 1９ 縄文土器片３(25-35） 9８ Ｇ３ ３３×２１ 1０

3９ Ｇ６ ６９×４１ ８ 9９ Ｇ３ ８１×４８ 1５

4０ Ｇ７ ２２×２０ 10 100 Ｇ３ ２７×１９ 1２

4１ Ｇ６ ２５×１４ ５ 101 Ｇ３ １９×１９ ８

4２ Ｇ６ ３３×２９ ７ 102 Ｇ３ ２５×２１ 2６

4３ Ｇ６ ２１×１８ ７ 1０３ Ｇ３ ２３×１８ 1５

4４ Ｆ７ ２５×１９ 1５ 104 Ｇ３ ３３×３３ 2３

4５ Ｆ６ １４×１０ ７ １０５ Ｇ３ ３８×３１ 2９

4６ Ｆ６ ３０×２３ ６ １０６ Ｇ３ ７４×５６ １５

4７ Ｆ６ ３３×２５ １２ 107 Ｇ３ ４８×２７ ８

4８ Ｇ６ ３３×３２ ９ 縄文土器片１（25-36） 108 Ｇ３ ４０×３９ 1４

4９ Ｇ６ ２９×２９ ８ １０９ Ｆ３ ２４×２２ 1４

5０ Ｇ６ ３８×２５ ８ 110 Ｇ３ ２２×２１ 1２

5１ Ｇ６ ３１×1６ １３ １１１ Ｇ３ ３４×２７ 1７

5２ Ｇ６ ４５×３０ 2１ 112 Ｇ３ ３７×２５ １６

5３ Ｇ６ ２２×１４ 1４ １１３ Ｇ３ ２２×２０ ６

5４ Ｇ６ ３３×３３ 1０ 114 Ｇ３ ２３×２０ ９

5５ Ｇ６ ２３×１９ 1２ 縄文土器片１（25-37） 115 Ｇ３ ５１×３７ 1３

5６ Ｇ６ ２２×２０ １４ １１６ Ｇ３ 121×１０３ 3９ 縄文土器片７（25-42～48）

5７ Ｇ６ ５０×３３ ９ 117 Ｇ３ １８×１６ 1６

5８ Ｆ６ ６０×５６ ６ 1１８ Ｇ３ ２１×１４ 1４

5９ Ｆ６ ３７×３６ ８ 縄文土器片1（25-38） １１９ Ｇ３ ２０×１４ １０

6０ Ｆ６ ４０×３３ 1２ 120 Ｇ３ ２２×１９ 1１
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1F÷JJlIE

番号 地区 大きさ 深さ 遺物（数字は挿図番号） 番号 地区 大きさ 深さ 遺物（数字は挿図番号）

121 Ｇ３ ４７×２７ 2２ 181 Ｈ４ ３３×３０ 1４

122 Ｇ３ ２３×１６ ７ １８２ Ｈ４ ２５×２１ 2１

123 Ｇ３ ２１×１５ 1０ 183 Ｈ４ ２５×２４ 1４

124 Ｇ３ ３３×２５ ７ 184 Ｈ４ ２１×２０ １１

125 Ｇ３ ２４×１６ ９ １８５ Ｈ４ ２３×２１ 1６

126 Ｇ３ ２５×２３ ７ 186 Ｈ４ ６５×４８ ８

127 Ｇ３ ２６×２０ 1３ 187 Ｈ４ ８１×７４ １３ 縄文土器片２(25-63）

128 Ｇ３ １９×１６ ８ 188 Ｈ４ ６３×５５ 1２

129 Ｇ３ １８×１４ ９ 縄文土器片２(25-49） 189 Ｈ５ ２１×２０ 1８

130 Ｇ３ １７×１７ 1０ 190 Ｈ４ ２２×２２ ９

１３１ Ｇ３ ３５×２５ １０ 191 Ｈ４ ２５×２０ 1７

132 Ｇ３ ２９×２５ 1２ 192 Ｈ４ ２５×２３ 1７

133 Ｇ３ １８×１８ ８ １９３ Ｈ４ ４２×３３ ９

134 Ｇ３ ２５×１８ ６ 194 Ｈ４ ３６×２９ 1０

１３５ Ｇ３ ３５×３２ 1５ １９５ Ｈ５ ３１×２５ ９

136 Ｇ３ ２８×２２ １８ 縄文土器片１ 196 Ｈ５ ３６×２９ 1０

137 Ｇ３ ２４×１８ 2２ 縄文土器片１(25-50） 197 Ｈ５ ３２×２３ 11

138 Ｇ３ ２３×２３ 2０ １９８ Ｈ４ ２８×２０ ８

139 Ｇ３ ２５×２５ 1８ 199 Ｈ４ ４５×３８ 2０ 縄文土器片１

140 Ｇ３ ２２×２１ ７ 200 Ｈ４ ２８×１９ 1５

141 Ｇ３ ２９×２６ １１ 縄文土器片１(25-51） 201 Ｈ４ １８×１７ １３

142 Ｇ３ ２５×２２ １２ 202 Ｈ４ ３２×２１ 1８ 縄文土器片１(25-64）

143 Ｇ３ ２２×1７ 1２ 203 Ｈ４ ２０×２０ 1３

144 Ｇ３ ３７×３４ ５ 204 Ｈ４ ２３×２１ 1４

145 Ｈ３ ３５×２１ ９ 205 Ｈ４ ２７×１７ 1２

146 Ｇ４ ４３×３２ 1８ 縄文土器片12(25-52～54） 206 Ｈ５ ４８×３１ 2１

１４７ Ｇ４ ３１×２８ ９ 207 Ｈ５ ４２×３９ 3３

１４８ Ｇ４ ２６×２４ 1１ 208 Ｈ５ ３２×１８ 1１

１４９ Ｈ３ ４３×３１ 1７ 209 Ｈ４ ３８×３５ 2０ 縄文土器片１

150 Ｈ３ ３０×２２ １２ 210 Ｈ４ ５７×３７ １４

151 Ｇ４ ３１×２５ 1４ 211 Ｈ４ ２７×２３ 1１

152 Ｇ４ ２２×１９ ８ 212 Ｈ４ ２３×２２ 1１

153 Ｇ４ ２７×２５ 1４ 縄文土器片２ 213 Ｈ４ ２２×２２ ９

154 Ｇ４ １９×１７ ７ 214 Ｈ４ ２０×１７ ７

155 Ｇ４ ２３×１５ ８ 215 Ｈ４ ２０×１９ ５

156 Ｇ４ ２３×１９ ５ 縄文土器片ｌ(25-55） 216 Ｈ４ １９×１６ ８

157 Ｇ４ ６４×４０ 10 縄文土器片２ 217 Ｈ４ ３０×２２ ９

158 Ｇ４ ２６×１６ 11 縄文土器片２(25-56） 218 Ｈ５ １７×１６ 1０

159 Ｇ４ ２１×１５ 1０ 縄文土器片３(25-57） 219 Ｈ５ ２６×２４ ９

160 Ｇ４ ２２×２１ ７ 220 Ｈ４ ２５×２５ １４

161 Ｇ４ ３９×２８ 1０ 221 Ｈ４ ３０×２５ 1６

１６２ Ｇ４ ３５×３２ １７ 縄文土器片６(25-58.59） 222 Ｈ４ ２５×１９ 2０ 縄文土器片１(25-65）
163 Ｇ４ ３０×２５ 1２ 223 Ｇ４ ２７×２０ 1６

164 Ｇ４ ５８×４３ 2４ 縄文土器片９(25-60.61） 224 Ｇ４ ３３×２５ 1２

165 Ｈ４ ２９×２４ 1５ 225 Ｇ４ １８×１５ ７ 縄文土器片２(25-66.67）
166 Ｈ４ ２１×1９ 1６ 226 Ｇ４ ２３×２２ ９

167 Ｆ７ ２１×１８ ７ 227 Ｇ４ ２５×２１ 10

168 Ｇ７ ３６×２１ 1０ 228 Ｇ４ ３５×1９ 1１

１６９ Ｇ７ ２１×１８ 1１ 縄文土器片２ 229 Ｇ４ ３４×２０ ８

170 Ｇ６ ４５×３０ 1５ 230 Ｇ４ ２８×２５ ７

171 Ｆ６ ２０×1９ 1７ 231 Ｇ４ ３７×２９ ８

172 １４ 110×４３ 1４ 232 Ｇ４ ２５×２３ 1３

173 １４ ２７×２１ 1１ 233 Ｇ４ ８１×５０ 1２

174 １４ ２０×２０ ７ 234 Ｇ４ ２１×２１ ７

175 １４ ３５×２８ ９ 235 Ｈ５ ９２×３５ 1４

176 １４ ２６×２２ ７ 236 Ｈ５ ５４×３３ ６

177 １４ ２５×１９ １２ 237 Ｈ５ ２０×１６ ７

178 Ｈ４ ２８×２１ 1０ 縄文土器片４(25-62） 238 Ｈ５ ２８×２５ ９

179 Ｈ４ ２２×１７ ８ 239 Ｇ４ ２５×１９ 2９

180 Ｈ４ ２８×２０ ９
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水さらし場遺構（第21.22図、図版４）

水さらし場遺構は、調査区の東南から西北方向に水が流れている小川の右岸で検出された。水田に

伴う水路が作られた際に築かれていた土手の部分を掘削するため、水路の水をホースで迂回させて掘

り下げた地点である。

小川は、幅約ｌ～1.5ｍで､調査区の南東から北西方向へカーブを描いて流れて谷部分に接続してい

る。左岸は段差が50cm以上の崖面になっているのに対して、右岸は緩やかな斜面になっている。東方

の山中からの湧水を集めて流れているが、夏の酷暑の中でも枯れることがなかった。

この川の中程のあたりで、縄文晩期の無文の粗製土器片が出土する層を掘り下げて行く中で、板状

の材が方形に並ぶ状況が検出された。

確認された木組みの遺構は方形をなし、ほぼ東西南北に面していた。東および南側は、浅黄色の堅

くしまった砂質土を掘り込んでいた。大きさは、外寸で東西約110cm、南北約90cmである。南辺は１枚

の板材からなる。確認された大きさは、高さ約30cm、長さ約100cm、幅約３～５cmである。東西端の残

りが悪く中央部が高くなっている。火熱を受けたと思われる所があり建築材の転用の可能性もある。

西辺も１枚の板を確認した。高さ約25cm、長さ約55cm、幅約３cmである。南端は残りが悪く、北端に

は板材が柱状に打ち込まれていた。柱材は、幅約10cm、厚さ約５cm、高き約35cmである。板材の西側

には、約20cmの角礫、亜角礫が組まれていた。水圧を受ける側に位置するため、補強したものと考え

られる。北辺は、検出当初は、２枚の板が平行に配置しているように確認されたが、完掘してみると、

1枚の板が折れて斜めにずり落ちているようになっていた。ただし、薄い板を重ねて使った可能性も

ある')。現況で、高さ約30cm、長さ約85cm、幅２～３cmである。東端は残りが悪かった。東辺は残存状

況が悪く、長さ約30cm、幅約10cm、厚さ約３cmの木片を確認したにすぎない。また、拳大から20cm程

度の石が散在していた。材はいずれも杉村と推定ざれ2)、石器類による加工痕も見られる。

遺構内の堆積状況は、泥炭質の土とやや砂質の士が互層をなしていた。また、約20cmの角礫が４個

北東部にあったが、据えつけたものではなく転石と推定される。底部は砂層であった。

遺構の東側約１ｍの所に幅約40cm、深さ約１０cm程度の溝状に掘り窪められた部分があった。上流か

ら水を引き寄せるための施設とも考えられる。また、遺構の北側は東西約２ｍ、南北1.5ｍにわたって

窪地が広がっている。

同様の遺構は、長野県栗林遺跡の例（第１０４図）など、発掘調査例が増えているが、第６章第２節で

あらためて述べることにする。

出土遺物は、土器片が１点堆積土にあり、底部からも土器片が２点出土した。発掘時は無文の土器

と見ていたが、水洗後に観察すると、擬縄文が施されている。クルミやトチの果皮が多く見つかった

が、同定結果は花粉分析の結果と合わせて第５節で詳述する。

構築された時期は、周辺の土器の出土状況から見て、縄文晩期前半のものと推定した。底部から出

土したクルミによる年代測定の結果からもほぼ妥当であると考える。
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第21図Ａ地点水さらし場遺構周辺
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第22図Ａ地点水さらし場遺構

クルミ集中地点（第21図、図版３）

水さらし場遺構とは小川を挟んで約1.2ｍ西側の位置に径が約90cmの範囲でクルミの集中出土を見

た。確認された個数は236個である。クルミの果皮を除去するために皮を腐らせるための工夫として、

山のように積んで、藁を被せたりすることがある。同様の工夫とも考えられる。ただ、水辺に近い地

点であるという点がやや気になる。篭のような物に詰めて水辺に置いていたということも考えられる

が、出土状況からはそのようなものの存在等は不明である。

1）山田昌久氏のご教示による。

2）藤根久氏のご教示による。
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物第４節遺

１慨要

出土遺物は、縄文土器・石器類など約１万点と植物遺体、昆虫遺体等である。包含層より出土した

縄文土器は、中期後半と晩期前半、後半の３つの集中した時期がある。遺物包含層である第１Ⅱ層は地

点的には分層できているが、包含層が薄い地点や撹乱層では、分層できていない。第Ⅲ層の下に崖錐

性の堆積層である第１V層が厚く覆っており、その下には早期の包含層（第Ｖ層）がある。第Ｖ層から

は、押型文土器が出士している。

水さらし場遺構内の泥炭質の土は取り上げて、水洗選別等を行った。昆虫遺体は主にこの中からの

検出である。

２縄文土器

出土状況

第１Ⅱ層からは、縄文中期および晩期の土器が出土している。中期の土器は、調査区南側の竪穴住居

趾周辺から多く出土している。晩期の士器は調査区中央から北側で多く出土している。特に、Ｄ５区

の埋没谷があった地点では、斜面に沿って土器が集中的に出土しており、土器捨て場と推定される。

出土土器は晩期後半の一括'性の高い好資料である。

第Ｖ層からは、縄文早期の押型文士器および、条痕文系土器が出土している。

分類

中期と晩期の土器について、大まかな分類を記し、詳細はそれぞれの所で記述する。

中期

ＣＩ群

CII群

CIII群

ＣIV群

主として隆帯により施文されている土器

主として沈線により施文されている土器

上記の文様以外の有文士器

無文土器

晩期

ＢＩ群

ＢII群

ＢIII群

晩期前半の土器

晩期後半の土器

無文土器
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第23図Ａ地点遺物出土状況

竪穴住居趾出土の縄文土器（第24図、図版５）

覆土から縄文中期後半の土器が出土している。１は、頚部がやや膨らみ無文の口辺部が外反する器

形で、口縁端部に沈線と刺突が入る。頚部は隆帯による区画があり、間を縦の短沈線が並ぶ。区画間

にはねじり棒状の突帯がつき、口辺部に向かって沈線が縦に２～３本とその間をつなぐものが続く。

胴部中央には中心で渦を巻く区画文があり、頚部と同様に沈線が並ぶ。区画帯の上下は長方形の区画
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がなされ、その中は縄文が施文されている。同様の文様構成を持つ土器が大野郡朝日村森ノ下遺跡で

も出土している(岐阜県博1992)。２は、くの字にくびれ、胴部は丸みをもった器形である。口辺部は

無文で、頚部に交互刺突文と連続刺突が入る。胴部は、沈線による腕骨文と大型渦巻き文を組み合わ

せたように推定される。雲母を多く含む胎士で他の士器と比べてやや異質である。３は、平口縁で、

口縁部に隆帯による区画がなされ、その中を縦方向と横方向に沈線が埋めてある。その下に交互に切

り込みを入れた形で施文された隆帯による蛇行文が垂下する。地文はＬＲの縄文である。４は、ゆる

やかな波状口縁で、口辺には水平方向に刺突文が連続的に施文される。地文は縄文で指で押さえたよ

うな幅の広い浅い沈線（凹線）が曲線的に施文される。後述するCII群３類の土器である。

５～９は同一個体と思われるが、接合が困難で全容は不明である。沈線が縦横に走り、底部近くま

で施文される。１０は縦に、１１は縦方向に蛇行文と組み合わせて沈線が施されている。

１２は小波状の口縁で、沈線による渦巻きが描かれ、横方向に展開する。１３には、リボン状突帯が施

文される。１４は、隆帯が横位に入り、上下に条線が施される。１５．１６は撚糸文の土器で肥厚した口縁

が直立する。１７～19は縄文、２０．２１は条線文の土器で、２２～26は無文である。
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第25図Ａ地点遺構出土の縄文土器(2)
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蕊riiiiiiF1

蕊口烈⑩

ピット出土の縄文土器（第25図）

図示した土器のピット番号は第２表に記した通りである。

３１は沈線が横位に５本ある平口縁の土器で、４２は、縦方向の沈

線間に縄文が施文され、５６は沈線が口辺部に区画されている。５８

は、縦方向の隆帯と斜位の沈線を組み合わせてある。５９～61は縄

文地に蛇行沈線が施される。６３．６５には、沈線が縦走する。他は

縄文（27.28.29.30.32.44.51）や条線（43)、無文（33～41.

45～50.53～５５．５７．６２．６４．６６．６７）である。

<j７
第26図Ａ地点遺構出土の縄文土器(3)

水さらし場遺構出土の縄文土器（第26図、図版５）

底部に近い覆土中から３片出土した。発掘当初は無文と見ていたが、水洗後、６８．６９は擬縄文が認

められた。７０は無文である。

Ｄ５区出土の縄文土器（第27～29図、図版５．６）

Ｄ５区の中央部に埋没谷があり、南斜面に晩期の土器が集中的に出土した。完全に復元できるもの

はないが、図上復元できるものが数個体ある。一括`性が高い資料と推定される。

有文士器は後述するＢIII群の１類と２類に相当する。１類は浮線文的な技法であるが、隆帯的な施

文方法や突起が付く。７２は、やや内湾気味に直立する器形で、いわゆる茸状突起がつく。突起にはわ

ずかに切り込みが見られる。口辺部に三角形状の区画文があり、連結部に切り込みが入る。胴上部の

文様帯は、レンズ状文と２条の沈線が横走している。レンズ状文の突起部には切り込みが見られる部

分とそうでない所があり、後者の部分で口辺部文様帯と隆線でつながっている。７３は、三角形状の隆

帯による区画文が山形の波状口縁をなしている。無文部をはさんで、レンズ状文と２条の沈線がつづ

く。７４は、くびれて外反して直立する器形で、７３と同様に波状を呈するが、口縁部文様帯の連結部に

切り込みが見られる。頚部は無文で、肩部にレンズ状文と２状の沈線が横走する。７６～79は同一個体

である。やや内傾する平口縁で、隆帯状の区画文があって、無文帯の下にレンズ状文と２条の沈線が

つづく。８０～82もやや内傾する平口縁で、８３は内傾するが、山形の口縁部である。８４～86は胴部片で

あるが、レンズ状文と沈線文の組み合わせである。８７はやや異質で、隆線的な文様が網状に展開する。

２類は主として沈線による施文である。７１は内湾気味に直立する平口縁で、口縁部に沿って２条の

沈線があり､無文部をはさんで､レンズ状文と２条の沈線が横走する｡内外面は条痕調整である｡88～９４

は内傾気味に直立する平口縁の土器である。９５はゆるくくびれて外反しながら直立平口縁のこぶりの

深鉢形土器である。口縁部に２条の沈線があり、頚部は無文部があり、肩部には沈線の区切りに小突

起が付く。９６～98は同一個体である。ゆるやかな波状口縁で、口縁部に沿って浅い沈線が横走する。

99は内傾し沈線とわずかに隆線も見られる。100は茸状突起である。中央外面に切り込みが入る。101.

102は沈線が施されているが、やや異質なものである。１０２には沈線の両側に刺突列があり、下半に条

痕が施されている。

有文以外の土器は条痕文と無文のものがある。７５は、直立する平口縁で内外面に横方向に条痕が見

られる。103～110は同一個体である。破片が小さく器形の復元には到らなかったが、段を有して上は
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第27図Ａ地点Ｄ５区出土の縄文土器(1)
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無文、下にいわゆる細密条痕が施され、浅い沈線がジグザグに引かれる。111～114は同一個体で、や

はり、細密条痕に沈線が２本組みになってジグザグに引かれる。115～118も条痕が施されている。

119～137は無文である。口縁が、直立するもの（１１９．１２５)、外傾するもの（120)、外反するもの

（121～124.126）がある。１２２．１２３は口縁端部が外側に面取りされている。１２３．１２６は段を有して括

れている。
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第28図Ａ地点Ｄ５区出土の縄文土器(2)
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第Ｖ層出土の縄文土器（第30図、図版７）

る一戦H;鰯<lLrilM2:二曇Ｉ Ｉ Ｕ
140

できる。

ざ蹴隠雲卿,鮒蝋鐵Ｈ蕊巳iiiiii■１
岡前遺跡の押型文士器Ⅲ期に併行する。条数は３

節鰯wmTiji槻磯簿,1瀞11,iiiiIM▲１
－－

呈する。144～146は器厚が約５mmで低い隆帯がつ第30図Ａ地点包含層出土の縄文土器(1)第Ｖ層
き、隆帯状および胴部に条痕がつく。144は、口縁

に平行する隆帯とその下部に波状を描く隆帯がつく。147は無文で､148はわずかに条痕が観察きれる。

いずれも早期末葉のものである。

第Ⅲ層出土の縄文土器（第31～48図、図版７～14）

第１Ⅱ層からは、縄文中期後半と縄文晩期の土器が出土している。以下、時期・施文方法等による分

類ごとに記述する。

ＣＩ群隆帯文の士器（第31～33図、図版７．８）

１類隆帯と沈線文を組み合わせたもの（第31.32図、図版７）

ａ類（149～178）

隆帯で区画された中を沈線が埋めるものである。149～162は同一個体と推定きるが、渦巻きと連続

する繋ぎ弧文による区画内に沈線が施される。文様帯の下は条線である。

口縁部は平口縁で、内面に段を有するもの（163～170）と平坦な面のもの（171～173）がある。

ｂ類（179.180）

隆帯が縦に走り、沈線が平行する。179の隆帯には連続刺突が施される。

ｃ類（181～183）

隆帯に対して斜位に沈線が施される。181の隆帯は渦を巻いている。唐草文系土器と考えられる。

ｄ類（184～187）

縦の隆帯と交互に蛇行沈線が組み合ったものである。地文は条線が斜位に施される。

ｅ類（188～190）

沈線が渦巻き状に施されているものである。188は突起部分で、渦巻きが対になっている。外面にも

渦巻きが見られ、中に押し引き状の刺突が見られる。189の突起は橋状把手になっており、渦巻き文と

縦位の沈線が組み合わせてある｡190は頚部が括れる波状口縁の士器である｡大きく欠失しているので、

文様の展開は不明な部分が多いが、口縁部から頚部にかけては隆帯が円を描き、沈線が渦を巻きなが

ら展開する。胴部には隆帯が２本１組で蛇行しながら垂下する。
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第31図Ａ地点包含層出土の縄文土器(2)ＣＩ群１類
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第32図Ａ地点包含層出土の縄文土器(3)ＣＩ群１．２類
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ｆ類（191～193）

沈線が曲線的な展開をする。193は、台状の頂部を有する波状口縁で、隆帯は渦を巻き刺突が連続的

に施されている。

２類隆帯のみのもの（第32図、図版８）

ａ類（194～199）

地文が無文のものである。隆帯は横位あるいは曲線的に施される。

ｂ類（200～202）

地文が条線文のものである。隆帯が口縁に平行になっているもの（200.201）と蛇行して垂下する

もの（202）がある。200は条線が斜位に二方向から施文されている。

ｃ類（203～215）

地文が縄文のものである。203.204.207はゆるい波状口縁を呈し、隆帯が曲線的に巻き込んでいる。

205は渦を巻く隆帯と横方向の隆帯がある。206.207は平口縁で横方向に隆帯があるが、後者の隆帯は

低くてゆるやかである。209～215は隆帯が曲線的に施文されている。

３類リボン状突帯を有するもの（第33図216～221）

216～220は同一個体と思われる。口縁は不明であるが、頚部に指で隆帯を押しつぶしたようないわ

ゆるリボン状突帯があり、さらに隆帯が縦に下りる。口辺部は無文で、胴部は縦方向の条線文である。
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CII群沈線文の土器（第33～35図、図版８）

１類地文が無文のもの（第33図222.223、図版８）

222は、横走する２本の沈線と斜位に施された沈線がある。223は底部近くに沈線で区画された中を

縦位の短沈線が施されている。

２類地文が縄文のもの（第33図224～230、図版８）

沈線が横位のもの（224～226）と縦位のもの（227～229）がある。後者は、２本の沈線間に連続刺

突文がある。230は蛇行沈線である。

３類凹線が施されるもの。（第34図、図版８）

幅が広くて浅い沈線（凹線）が施されたものである。縄文後期後葉の凹線文とは区別する。指で押

し引いたような施文である。

231は頚部がやや括れゆるく外反する平口縁の土器で、口縁部に沈線が入り２本の短い隆帯がつく。

凹線は横位に施され、区画された下に２本横位にあり、さらに下にはまた凹線が曲がっている。

232はやや開く器形で､対になった突起部があり、口縁部に沿って沈線内に円筒状の連続刺突が見ら

れる。頚部に縦位の沈線が並び、その下に凹線が横位に区切られ曲がって展開する。233は、外反しゆ

るい波状口縁で、波頂部に落ち込みがある。口縁部に沿って隆帯が横走し、波頂部の下は円形になっ

ている。頚部には、Ｕ字状に沈線が施きれ、その下に凹線が工字状に施されている。地文は縄文であ

る。233～258は器形不明のものである。凹線が横位あるいは、縦位に施されている。地文はいずれも

縄文である。

凹線文が同様に施されるものとしては、高山市寺東遺跡の第２号住居趾からまとまって出士した例

があり、飛騨地方の特徴的なものと考えられる（吉朝1988)。

ＣIII群その他の文様の土器（第35図、図版８）

１類連続刺突文が施されるもの（第35図259～279、図版８）

259～265は比較的浅い沈線で区画文が施され、口縁部に沿った部分と低い隆帯の部分に櫛状工具に

よる連続刺突が見られる。古串田新式に相当すると思われる。

266～279は２本が対になった櫛状工具による連続刺突が見られる。

270～279は同一個体である。括れて外反する平口縁で、口縁部に沿って横方向に沈線があり、頚部

に沈線による区画文があり、肩部に横長のやはり沈線による区画がある。頚部以上と胴部の縄文は向

きが異なっている。

2類押し引きの沈線が施されるもの（第35図280～282、図版８）

キャリパー形の器形で口縁部に押し引きの沈線が施される。東海系の土器である。
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第34図Ａ地点包含層出土の縄文土器(5)CII群３類
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CIV群無文の土器（第36.37図、図版９）

１類縄文が施されるもの（第36図、図版９）

器厚や胎土などから見て縄文中期と思われるものを集めたが、他の時期のものが混じっているかも

しれない。283～285は肥厚した口縁で内湾気味の平口縁である。286はやや外反気味に直立する平口縁

である。他は器形不明の胴部片である。

2類撚糸文が施されるもの（第37図312～316、図版９）

肥厚した口縁で直立する平口縁である。撚糸文が縦位あるいは斜位に施されている。

３類条線文が施されるもの（第37図317～330、図版９）

条線が縦位に密接に施されているもの（317～325.329）とまばらに引かれているもの（326～328.

330）がある。317.318は肥厚した口縁である。

4類無文のもの（第37図331～341、図版９）

発掘調査地点は晩期の土器が多い所であるが、胎土等から見て中期と思われるものを集めた。



第４節遺物５１

丁
露ii;iii議蕊

汀蕊iil1l蕊|篝 j)11騒蕊iiiiiiii284

286

;葱Yｉ可
283

`〆〈Y９ｆ

lliilili篝鑿iＩ
285

ｉｉｉ嚢ii墓

Ｉ
､渦､
税.

-゜､

R-FDj

289
288287

290

■●凸ロョＴ-,へ、●－白

liii11ll1il蕊弘矛、､

垂.?？⑬`.ｚ尻～弓面

293
291 292

Ｈ
１１
二

鱒294

295

）Ｉ
296

灘璽鰯劃
や●！

〃
299 １

３００

！ ！

１
１,１Ｊ298

１１１■
302

Ｉ
￣$，、

ヘミーーけ､０

，》（．・・
，ｒｒｌや！；』 ごn
℃､.,ljorDc

’０. ◆｡？

）6
..：`・ぜ.`f

，’ド：．《

L〈～「『《，、、
イ･ヘーヘ

､､--1-,.'｡､ﾛ
ﾌﾞb◆ロ

ト>－１，ｉＬぺ`j;(蛾（｡｡～、｡. 』 １
３０４

１
３０５

！ Ｉ‐．．「Ｕ…-....-人、
８､；い）‘：い、

ぷtMMjiLil7曇■ 灘
306

303

,Ｉ 』
ｹﾞｸﾞへ

〃
３１０ 刀〃Ｉ -,,｡■

３１１

０cｍ
３０８

第36図

307
３０９

Ａ地点包含層出土の縄文土器(7)ＣIV群１類



5２第３章Ａ地点の調査

○ □

ハ
リ

Ｌ▲」

Ｉ
｢、

|Ｉ
316

、314
315

１
３１８

Ｉ Ｉ
ノ

Ⅱ
３１９

1繩Ｍ１
巳

､ ､■口

320

衞ililillMl鍵ロ0Ｉ
IIIlWI1jMl

322

鱗 □
317

324

323〉
、

’
‐
‐
（
〉
・

Ｊ
Ｈ
Ｃ

，‐小計］・・・岬‐’妙・・・『
ト
ー

。
．
◆
Ｐ
ロ
勺
▽
・
‐
凸
，
‐
■
ｑ
可
’
。
‐
△
、

罹乢凸御》十・，いつへ腎鈩，，
一口

．．。）庁．．・・・．。．‐
や
．
■
輪
Ｔ
ｌ
：
．
．
…
〉
』
ｑ
ｐ
ｐ
９

Ｑ・弓、。□・わ．．Ｐ】卯か」□；

少△か【合‐・守洋１．．‐▼
・凸。◇訳。ｗ・鹿ご堀 Ｉ《篭11111讓霧ilillllllllliilli鱗 ■鱸１１Ｉ炎

３２７

蕊
１８

,鶴鈩〉
．…４．

￣0ヶ■

ｊ４．ｎｚ１ｔ

326 １，ｔ

上気6ＪＡ
Ａ《二ミ

パ鴬§！

325

００．９

･バスーーい';回

し》埒ｊか<ハド:ｌＡ、

、fJlijLiMl
ｸﾞザ

ノ

HDWPiiihiIk、
、１．.」-1マ･ふぐｃＰ＿

330

－４〆

蕊
駕ijhiliXiiij掌■〆

⑪

､蝋
尋鰹騨口熱

ぺ煙当－．エ野寺

】[）rｌｌ－八

山

Ｉ
3４

瀞（
唖Ｉ、蟻lliIii1illllililii； 0cｍ

H電iii駁ｕ■ゾ/340Ｌ－－－－－＝
]占句合屋l-Htの縄文土器(8)ＣｌＶ群ｚ～４蒜



第４節遺物５３

ＢＩ群晩期前半の土器（第３８．３９図、図版１０．１１）

1類磨消縄文が施されている土器（第38図342～345、図版10）

342は直線的に開く器形で三叉文が施される。343は内湾する平口縁で、入り組み文が見られる。

２類沈線文の土器（第38図346～374、図版１０．１１）

沈線が曲線的に展開するもの（346～351）と、直線的に展開するもの（352～374）がある。後者は

縄文を伴うもの（352～360）と、無文のもの（361～374）がある。無文のものはいずれも沈線が横位

に施されている。345は直線的に開き器形の浅鉢である。351は、ゆるい波状口縁で２本の沈線が施さ

れる。352は縦位に２本１組の沈線が施されている。353～356は内湾あるいはやや内傾する平口縁の士

器で沈線が横方向に施されている。365は小型の鉢形土器である。

3類凹線文の士器（第38図375～380、図版10）

幅が広くて浅い沈線（凹線）が施されている。やや外反気味に直立する器形である。

４類刺突文のある土器（第38図381～389、図版10.11）

連続的に刺突文が施されている。381.382は２本の沈線間に刺突が施されている。387は台付き土器

の脚部である。円筒状の刺突と小刺突が交互に施されている。刺突列の上下には、沈線が複数横走し、

脚裾部には浅い短沈線が斜位に施されている。３８８．３８９は横走する隆帯上に刺突が施されている。

５類隆帯文等の文様がある土器（第38図390～392、図版１０．１１）

390は平口縁で､指押さえのある隆帯が斜め方向に施文される。縄文中期のリボン状突帯と類似して

いる。胎土から見て晩期のものと判断した。391は小突起が並ぶ。

６類中屋式段階の土器（第39図393～405、図版10）

口縁部がくの字状に屈曲して外反する。頚部に連続刺突文が見られる。３９３．３９４は括れ部の２本の

沈線間に刺突がある。395は口縁端部にも連続刺突文があるもの。402は、口縁部に沿って連続刺突が

施され、口辺部には擬縄文が施される。括れ部の連続刺突文の下に沈線が横走し、胴上部に沈線によ

る渦巻き文と入り組み文が連続する。403は口縁部に小突起が付く。地文は縄文で、胴上部には２条の

連続刺突文が並ぶ。

７類晩期中葉の土器（第39図406～409、図版１０）

沈線が横方向に展開する。406.407は内傾し、４０８．４０９はやや外反しながら直立する平口縁の士器

である。後者は地文は縄文で、口縁に平行の沈線と曲線的に対になる沈線が見られる。
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第39図Ａ地点包含層出土の縄文土器(10)ＢＩ群６．７類

ＢII群晩期後半の土器（第40図、図版11）

１類浮線文系の土器（第40図410～416.418～422、図版１１）

沈線部を磨き込んで浮線部を形成する典型的な浮線文とは異なるが、磨き込んで隆線部を作り出す

浮線文的な土器を「浮線文系の土器」とする。410は頚部が括れ、やや外反気味に開き、波状口縁を呈

するが、いわゆる茸状突起を有する。口辺部は、隆帯で三角形に区切られ、連結部は切られている。

頚部は無文で、肩部から胴部上部にかけて、工字文的な文様が展開する。412.413にも同様の文様が

展開するが、施文の位置は直立する口縁部の直下である。411は小型の鉢形土器で、口縁端部は指でお

さえたような小波状を呈する。口縁内面は段を有する。頚部は無文で、肩部の隆帯には連続的に刻み

が施されている。胴上部は沈線が横走し、弧状に沈線が連続する。418は外反しながら立ち上がるゆる

やかな波状口縁を呈し、対になった突起が見られる。口辺部は無文で、肩部に浮線網状文か見られる。

419は直立する口縁で、口縁部文様帯の下に無文部がある。内面は横方向の条痕である。

２類沈線文系の土器（第40図417.423～446、図版11）

ａ類（417.423～434）

沈線が施されているが､磨き込んでやや隆帯気味の施文がなされている｡423.424は内傾し､425～429

は直立あるいはやや外反気味の平口縁である。

ｂ類（435～445）

沈線文の土器である。435は直線的にやや外反する口縁部羽状沈線が施されている。阿弥陀堂遺跡の
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第40図Ａ地点包含層出土の縄文土器(11)ＢII群
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二類土器に類似するものがある（大江1965)。

ｃ類（446）

内傾する平口縁で、口縁部に沿って１本沈線が横走し、口辺は無文で沈線による区画内に短沈線が

横位に並ぶ。眼鏡状付帯文に類似する文様展開である。

ＢIII群無文土器（第41～48図、図版12～14）

１類輪積み痕を有する土器（第41図、図版12）

口縁部は、平口縁で内湾気味に直立するもの（447～452）と、やや開き気味のもの（453～458）が

ある。さらに小波状口縁のもの（459.460）がある。粘土帯の幅は約１０～20mmである。

２類無文の士器（第42～45図、図版１２．１３）

器形等から次のように分類する。

ａ類（478～480）

平口縁で、内湾気味に立ち上がるもの。

ｂ類（481～550）

口縁部が直立するもの。515～521は、口縁端部が尖り、内面に面取りされている。523～525はさら

に外面にも面取りが見られる。５２２．５２６は口縁端部外面に面取りがなされているが、同様の土器が，

５区からも出士しており（第29図123)、晩期後半の土器の指標になる可能性がある。

口縁端部に刺突等が施きれるものがある（528～542)。528は小型の深鉢形土器で口縁端部に連続刺

突文が施されている。529も同様であるが、さらに口縁内面に凹線状の溝がある。口縁端部の刺突は、

内面側に施文されるもの（530.532.535.539.540）と、外面側に施文されるもの（533.534.536～538）

がある。541.542には口縁端部に縄文が施文され、後者にはさらに刺突も組み合わせてある。

543は口縁内面に幅の広い沈線が引かれている。544～548は波状を呈する。548は口縁部に連続刺突

が施される。549は内屈する器形である。550は隆帯による円形の文様がついている。

ｃ類（551～567）

口縁部が外反気味のもの。５５９．５６１～565は、口縁端部に刺突が施され、560には同じく縄文が施さ

れている。566.567には、口縁内面に沈線が施されている。

ｄ類（568～574）

口縁部が、〈の字に屈曲して外反するものである。568は口縁端部に交互に斜め方向の刺突が施され

ている。569はゆるやかに括れている。

ｅ類（576.577）

浅鉢形土器である。576は、指押さえによる小波状口縁を呈している。長野県御社宮司遺跡でも同様

の土器が出土している。

ｆ類（575.578～615）

器形不明の胴部片を集めた。
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９類（616）

浅鉢形のミニチュア土器である。

３類条痕文の土器（第46.47図、図版13）

条痕の目の荒いもの（617～639.650.651)、条痕の目の細かいもの（631～641）と、かすかに条痕

状の擦痕が観察されるもの（642～649）がある。

６５０．６５１は底部であるが、651には葉脈圧痕（網状脈）が見られる。

４類縄文の土器（第48図、図版１４）

胎士等から見て晩期と推定したものを集めた。中期のものが混ざっているかもしれない。652はゆる

やかに括れて外反する器形で、口縁端部の内面側に刺突が見られる。
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５類擬縄文の土器（第48図、図版14）

縄文以外の原体を回転して施文したいわゆる擬縄文の土器である。オオバコの穂を原体と推定して

いる報告例（長屋1995）があり、本遺跡の例も同様のものと思われる。

水さらし場遺構出土の土器（第26図68.69）やその周辺で出土した第39図402の土器にも擬縄文が見

られる。本遺跡では晩期前半に特徴的なもののようである。
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底部

Ａ地点出土の縄文土器の底部は計186点である。時期別に検討すべきであるが､判断のつかないもの

が多いので一括して記述する。分類の基準は五味原遺跡群の西田遺跡の報告例を参考にした。

器形については、（Ａ）深鉢状に底部から急に立ち上がるもの（角度１０５度以下）が30点、（Ｂ）鉢状

に底部からややゆるく立ち上がるもの（120度以下）が61点、（Ｃ）浅鉢状に底部よりゆるく立ち上が

るもの（140度以下）が44点、（Ｄ）m状に大きく開くもの（140度以上）が４点、不明47点となる。

底部の圧痕については、網代圧痕をＡ、葉脈圧痕をＢとする。網代圧痕のうち、Ａ１「１本越え１

本潜り１本送り」１０点、Ａ２「２本越え２本潜り１本送り」５点、Ａ３「２本越え２本潜り１本送り」

３点、Ａ４「２本越え２本潜り１本送り２本潜り１本越え１本潜り1本送り」１点、Ａ６「３本越え

３本潜り１本送り」１点、不明56点である。葉脈圧痕は、網状脈（Ｂｌ）が１１点、平行脈（Ｂ２）が

４点である。さらに、２種類の網代圧痕を組み合わせたものl点、網代圧痕と葉脈圧痕を組み合わせ

たもの４点である。その他に、丁寧なナデ仕上げが61点、その他６点、不明23点である。

土器観察表の記号について

観察項目の記号は次の通りである。

〔器形〕確定できないが、推定を含めて次のようにする。

Ａ深鉢形士器Ｂ鉢形士器Ｃ浅鉢形士器Ｄ

〔残存度〕分数で表現できない細片については次のようにする。

ａ口縁部片ｂ胴部片ｃ底部片

〔焼成〕ａ良好ｂ普通ｃやや不良ｄ

〔胎士〕ａ密ｂ粗

小型土器・ミニチュア土器

不良

第３表Ａ地点縄文土器観察表

番号 地区 層 器種 残存度 文様・調整 焼成 胎土 色調
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
６
７
７

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ
｜
｜
’

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

３
５

ノ
ノ

ヮ
〕
て
１
ａ
ａ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
Ｕ
Ｄ
ｃ
⑪
Ｄ
利
Ｄ
ａ
可
Ｄ
司
り
ａ
ａ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
利
Ｄ
Ｕ
Ｄ
ａ
司
り
勺
Ｄ
勺
、
１
，
利
Ｄ
刑
Ｄ
司
り

線
突
線
文
文
文
文
文
文
文
文
文
線

沈
刺
沈
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
条

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
文
文

文
文

帯
線
帯
線
線
線
線
線
線
線
線
線
帯
帯
糸
糸
文
文
文
線
線
文
文
文
文
文
文
文
文

隆
沈
隆
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
突
隆
撚
撚
縄
縄
縄
条
条
無
無
無
無
無
縄
縄
縄

１
０
１
，
口
Ｄ
ｎ
Ｄ
１
Ｄ
ｑ
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
梱
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
Ｃ
ｃ
１
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
ｄ
Ｄ
１
Ｄ
Ｕ
Ｄ

１母雪云Ｉ

(ｌ～２mmの砂粒）

(ｌ～２mmの砂粒）

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

5YR5/６明赤褐色
l0YR4/３にぶい黄褐色
7.5YR5/６明褐色
5ＹＲ５/６明赤褐色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
5ＹＲ５/４にぶい赤褐色
5YR5/６明赤褐色
lOYR6/４にぶい黄燈色
7.5YR5/６明褐色
lOYR5/３にぶい黄褐色
5ＹＲ５/４にぶい赤褐色

7.5ＹＲ５/３にぶい褐色
7.5ＹＲ６/４にぶい燈色
lOYR8/３にぶい黄燈色
7.5ＹＲ５/６明褐色
7.5ＹＲ３/ｌ黒褐色
lOYR3/３暗褐色

7.5ＹＲ４/４褐色
7.5ＹＲ４/４褐色
7.5ＹＲ６/４にぶい燈色
5ＹＲ６/６燈色
5YR5/６明赤褐色
lOYR5/４にぶい黄褐色

7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
7.5YR6/６燈色



6６第３章Ａ地点の調査

番号 地区 層 器種 残存度 文様・調整 焼成 胎土 色調

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

６
６
６
６

５
６
６
６
６
８
８
５
９
６
０
２
１
１
１
１

２
２
２
２
２
３
４
５
５
７
８
８
１
１
１
１

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

６
６
６
９
７
１
６
６
６
６
８
９
２
２
４
４
８
７
２
２
５
５
１
１
１

，
ｍ
ｍ
、
唖
皿
四
ｍ
ｍ
正
旺
肛
旺
旺
班
肚
ｍ
ｍ
ｍ
亜
唖
皿
皿
巫
巫
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
’
一
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

可
、
ａ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
勺
、
ａ
司
り
勺
、
司
り
ａ
ａ
刊
、
勺
Ｄ
可
Ｄ
司
り
勺
Ｄ
司
り
勺
、
可
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
勺
Ｄ
勺
Ｄ
勺
Ｄ
刊
Ｄ
勺
Ｄ
ａ
ｑ
Ｄ
利
Ｄ
ｄ
Ｄ
勺
、
可
０
９
，
勺
Ｄ
⑩
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
勺
１
屯
１

６ノ

/６
口縁部1/２
l／５
１／５
ａ

ａ

ｂ

ｂ

ａ

ａ

ａ
ａ
３
Ｄ
利
Ｄ
利
Ｄ
可
Ｄ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ａ

底部欠失
ａ

ａ

ｂ

ａ

ａ
⑪
Ｄ
⑪
Ｄ
勺
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ

縄文

沈線

縄文
無文

無文

無文

無文

無文

文

無文

無文

無文

沈線・縄文

条痕文
縄文
無文

無文

無文

無文

無文

縄文

沈線

無文

無文

無文

沈線・縄文
無文

隆帯・沈線
沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文
無文

沈線
無文

沈線

文

無文

擬縄文

擬縄文
無文

沈線・条痕、内）条痕
隆帯・沈線、内）条痕
隆帯・沈線
隆帯・沈線、内）条痕
条痕、内）条痕
隆帯
隆帯

隆帯

隆帯
隆帯、内）条痕
隆帯、内）条痕
隆帯
隆帯
隆帯

沈線

沈線
沈線

沈線
沈線

沈線、内）条痕
沈線

沈線
沈線

沈線

沈線

沈線

沈線

沈線

隆帯
茸状突起

沈線

沈線・条痕、内）条痕
条痕・沈線
条痕
条痕
条痕・沈線

条痕
条痕

条痕

ｃ
Ｕ
Ｄ
ｃ
ｃ
ｃ
勺
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
Ｕ
Ｄ
ｇ
Ｄ
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
ａ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
３
Ｄ
⑪
Ｄ
ａ
ｄ
Ｄ
⑪
Ｄ
勺
Ｄ
ａ
副
Ｄ
可
Ｄ
□
Ｄ
Ｓ
Ｄ
可
Ｄ
可
Ｄ
ｇ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
可
Ｄ
ａ
ｃ
ａ
可
Ｄ
⑪
Ｄ
司
り
⑪
Ｄ
ａ
ｄ
Ｄ
ｃ
ｄ
Ｄ
１
Ｄ
Ｕ
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｃ
Ｕ
Ｄ
可
Ｄ
勺
Ｄ
刊
Ｄ
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
勺
Ｄ
刊
Ｄ
ｑ
Ｄ
勺
Ｄ
可
Ｄ
ｑ
Ｄ
利
Ｄ
Ｃ
可
Ｄ
司
り
⑪
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
刊
，
？
Ｄ
Ｕ
Ｄ
可
、
。
ｂ
副
Ｄ
勺
Ｄ
ｄ
Ｄ
勺
，
。
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
‐
Ｄ
司
り

利
、
司
り
利
Ｄ
勺
Ｄ
Ｕ
Ｄ
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
刺
Ｄ
勺
、
副
Ｄ
ａ
勺
Ｄ
９
Ｄ
司
り
勺
Ｄ
ａ
勺
Ｄ
司
り
⑪
Ｄ
ａ
ｄ
Ｄ
⑪
Ｄ
利
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
⑪
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
可
Ｄ
ａ
１
Ｄ
ａ
利
Ｄ
ｑ
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
勺
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
⑪
Ｄ
司
り
⑩
Ｄ
Ｔ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
Ⅵ
Ｄ
１
Ｄ
ｑ
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
、
■
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
ｄ
Ｄ
利
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
可
Ｄ
ｕ
Ｄ
可
Ｄ
司
り
勺
ｂ
可
，
。
、
司
り
刊
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
利
Ｄ
□
Ｄ
１
Ｄ

(ｌ～３mmの砂粒）
(２～４mmの砂粒）
(２～３mmの白色砂粒）

Ｉ 粒砂

(砂粒）
(砂粒）
(１～３mmの砂粒）
(ｌ～２mmの砂粒）
(２～３mmの白色砂粒）

(２～３mmの砂粒）

(ｌ～２mmの白色砂粒）

l0YR5/４にぶい黄褐色
10YR3/ｌ黒褐色
2.5Ｙ６/６明黄褐色
2.5Ｙ６/３にぶい黄色
2.5Ｙ７/４浅黄色
7.5YR6/６燈色
2.5Ｙ７/４浅黄色
2.5Ｙ４/２暗灰黄色
7.5ＹＲ６/６燈色
lOYR6/６明黄褐色
lOYR7/６明黄褐色
lOYR5/４にぶい黄褐色
lOYR7/４にぶい黄榿色
lOYR4/１褐灰色
10YR6/４にぶい黄榿色
5YR4/６赤褐色
7.5YR5/４にぶい褐色
7.5YR6/６燈色
2.5Ｙ４/４オリーブ褐色
7.5ＹＲ６/６榿色
7.5ＹＲ６/６榿色
lOYR4/２灰黄褐色
2.5Ｙ３/１黒褐色
lOYR4/２灰黄褐色
7.5YR6/６燈色
7.5ＹＲ６/６燈色
lOYR4/３にぶい黄褐色
7.5YR6/６燈色
2.5Ｙ５/４黄褐色
5YR5/６明赤褐色
l0YR7/６明黄褐色
lOYR4/３にぶい黄褐色
lOYR5/４にぶい黄榿色
l0YR4/３にぶい黄褐色
7.5YR5/６明褐色
l0YR2/２黒褐色
7.5YR6/６燈色
lOYR7/４にぶい黄榿色
2.5Ｙ６/２灰黄色
2.5Ｙ５/３黄褐色
lOYR5/２灰黄褐色
lOYR5/６黄褐色
lOYR5/３にぶい黄褐色
lOYR2/２黒褐色
lOYR5/４にぶい黄褐色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
5ＹＲ５/４にぶい赤褐色

5YR5/４にぶい赤褐色
5ＹＲ５/４にぶい赤褐色
5YR6/６燈色
l0YR6/４にぶい黄榿色
7.5YR4/３褐色
l0YR3/２黒褐色
l0YR6/４にぶい黄燈色
7.5YR5/４にぶい褐色
7.5YR5/４にぶい褐色
lOYR3/ｌ黒褐色
5ＹＲ４/３にぶい赤褐色
7.5YR5/６明褐色
lOYR5/３にぶい黄褐色
7.5ＹＲ４/６褐色
5YR4/４にぶい赤褐色
l0YR6/４にぶい黄燈色
7.5ＹＲ４/６褐色

lOYR7/３にぶい黄燈色
2.5Ｙ３/３暗褐色
7.5YR2/２黒褐色
7.5YR2/２黒褐色
7.5YR5/３にぶい褐色
lOYR5/２灰黄褐色
l0YR5/８黄褐色
5ＹＲ３/ｌ黒褐色
7.5ＹＲ５/３にぶい褐色
lOYR6/４にぶい黄燈色
l0YR6/４にぶい黄燈色
7.5ＹＲ６/４にぶい燈色

7.5YR6/４にぶい燈色
7.5YR6/６燈色
lOYR6/４にぶい黄燈色
7.5YR6/４にぶい燈色

■



第４節遺物６７

番号 地区 層 器種 残存度 文様・調整 焼成 胎土 色調

０
１
１
１

１
１

２
３
４

１
１
１

１
１
１

５
６

１
１

１
１

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
３
４
５
６
７
８
９

３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１

０４１

１
２

４
４

１
１

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

７
８
９

５
５
５

１
１
１

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
４
５
６
７

７
７
７
７
７

１
１
１
１
１

８７１

９７１

０
１

８
８

１
１

２８１

３
４
５
６
７
８
９

８
８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
３
３
３
４
４
３
３
４
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
４
４
５
４
４
４
４
５
５
３
５
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｆ
Ｈ
Ｆ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｆ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｈ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

１
Ｄ
１
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
司
り
可
Ｄ
勺
Ｄ
刊
Ｄ
可
Ｄ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
刊
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
可
Ｄ
□
Ｄ
可
Ｄ
可
Ｄ
勺
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
ｃ
刊
Ｄ
１
Ｄ
、
Ｄ
１
Ｄ
ｄ
Ｄ
勺
Ｄ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
司
り
可
Ｄ
利
Ｄ
ａ
刊
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
ｄ
Ｄ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
可
０
勺
Ｄ
勺
Ｄ
刊
Ｄ
Ｕ
Ｄ
司
り
勺
、
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
？
Ｄ
⑪
Ｄ
可
Ｄ
３
Ｄ
利
Ｄ
１
０
勺
、
司
り
□
、
司
り
勺
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
ａ
ａ

痕
痕
痕
痕

条
条
条
条

文
１
１
１
１

縄
内
内
内
内

線
、
、
、
、

線
線
線
線

沈
沈
沈
沈

凹ｊ内

線
線
線
線
線
線
線
線
線

線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線

沈
沈
沈
沈
沈
沈
条
条
条

沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
条
条
条
沈
沈

文
文
文
文
文
文

文
・
・
・
・
・
・
・
・
・

痕
痕
痕
痕
痕
痕
痕
痕
痕
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
型
型
型
型
型
型
帯
帯
帯
文
痕
帯
帯
帯
帯
帯
帯
帯
帯
線
帯
線
線
線
線
帯
帯
帯
帯
帯
帯
帯
帯
帯
線
帯
帯
帯
帯
線
帯
帯
帯
帯
帯
帯
線
帯
線
線
帯
帯

条
条
条
条
条
条
条
条
条
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
押
押
押
押
押
押
隆
隆
隆
無
条
隆
隆
隆
隆
隆
隆
隆
隆
沈
隆
条
条
条
条
隆
隆
隆
隆
隆
隆
隆
隆
隆
沈
隆
隆
隆
隆
沈
隆
隆
隆
隆
隆
隆
沈
隆
沈
条
隆
隆

１
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
⑪
Ｄ
可
Ｄ
利
Ｄ
Ｕ
Ｄ
ｃ
ｃ
ｄ
Ｄ
、
Ｄ
刊
Ｄ
⑪
Ｄ
司
り
刊
Ｄ
ａ
⑪
Ｄ
可
Ｄ
Ｃ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
可
Ｄ
ｃ
１
Ｄ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
Ｕ
Ｄ
刊
Ｄ
ｇ
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
可
Ｄ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
利
Ｄ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
司
り
□
Ｄ
Ｕ
Ｄ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
Ｕ
Ｄ
利
Ｄ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
３
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
ａ
刊
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
刊
Ｄ
刊
Ｄ
ａ
１
Ｄ
ａ
１
Ｄ
勺
、
⑪
、
⑪
Ｄ
Ｕ
Ｄ
刊
Ｄ
Ｕ
Ｄ
利
Ｄ
ａ

刺
Ｄ
勺
Ｄ
刊
Ｄ
利
Ｄ
Ｕ
Ｄ
刊
Ｄ
可
Ｄ
司
り
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
勺
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
ａ
１
Ｄ
利
Ｄ
９
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
⑩
Ｄ
司
り
⑪
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
‐
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｇ
Ｄ
司
り
可
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
ｑ
Ｄ
⑪
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
□
Ｄ
１
Ｄ
司
り
可
Ｄ
可
Ｄ
ｎ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
Ｕ
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
副
Ｄ
ａ
⑪
Ｄ
Ｕ
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
勺
Ｄ
⑪
Ｄ
ａ
可
Ｄ
ａ
１
Ｄ
可
、
。
、
副
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
司
り
可
Ｄ
ａ

(ｌ～２mmの砂粒）
(１～２mmの白色砂粒）

(ｌ～２mmの白色砂粒）
(繊維）
(繊維）
(繊維）
(繊維）
(繊維）
(繊維）

(１～２mmの白色砂粒）

１
１
１
く

１～２ｍｍの白色砂粒）
ｌ～２mmの白色砂粒）
１～２mmの白色砂粒）
ｌ～２mmの白色砂粒）

7.5ＹＲ６/４にぶい榿色
lOYR5/８赤色
5YR4/６赤褐色
5YR4/６赤褐色
lOYR5/８赤色
5YR3/４暗赤褐色
2.5ＹＲ４/６赤褐色
7.5YR6/４にぶい榿色
7.5ＹＲ1.7/ｌ黒色
7.5ＹＲ６/６燈色

5YR5/４にぶい赤褐色
7.5ＹＲ４/４褐色
10ＹＲ５/３にぶい黄褐色
7.5YR6/６燈色
lOYR6/４にぶい黄燈色
5YR5/３にぶい赤褐色
2.5YR3/ｌ黒褐色
7.5YR5/４にぶい褐色
7.5ＹＲ３/２黒褐色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
7.5YR5/４にぶい褐色

l0YR5/３‘にぶい黄褐色
2.5Ｙ４/２暗灰黄色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
l0YR4/２灰黄褐色
2.5Ｙ５/２暗灰黄色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色

lOYR6/４にぶい黄燈色
7.5YR6/３にぶい褐色
7.5YR6/４にぶい燈色
2.5Ｙ６/２灰黄色
2.5Ｙ６/３にぶい黄色
2.5Ｙ６/２灰黄色
lOYR6/４にぶい黄榿色
7.5ＹＲ６/４にぶい燈色
lOYR5/４にぶい黄褐色
lOYR6/４にぶい黄榿色
lOYR4/４褐色
7.5ＹＲ３/２黒褐色
lOYR4/３にぶい黄褐色
7.5ＹＲ３/２黒褐色
7.5ＹＲ３/２黒褐色

7.5ＹＲ３/２黒褐色
7.5ＹＲ３/２黒褐色
7.5ＹＲ４/３褐色
lOYR5/３にぶい黄褐色
7.5ＹＲ４/２灰褐色
7.5ＹＲ４/２灰褐色
7.5ＹＲ３/２黒褐色

7.5ＹＲ４/３褐色
7.5YR4/３褐色
7.5YR4/２灰褐色
5ＹＲ４/６赤褐色
5YR3/４明赤褐色
7.5YR4/３褐色
5ＹＲ５/８明赤褐色
5ＹＲ４/８赤褐色
lOYR6/６明黄褐色
7.5YR5/６明褐色
7.5ＹＲ４/２灰褐色
7.5ＹＲ４/２灰褐色
7.5ＹＲ５/６明褐色
7.5ＹＲ５/６明褐色
5ＹＲ５/６明赤褐色
10ＹＲ５/４にぶい黄褐色
7.5ＹＲ４/３褐色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色

2.5YR5/６明赤褐色
lOYR5/３にぶい黄褐色

7.5YR6/６燈色
7.5YR5/４にぶい褐色
lOYR5/４にぶい黄褐色
7.5ＹＲ５/６明褐色
7.5ＹＲ３/ｌ黒褐色
7.5ＹＲ３/ｌ黒褐色
7.5ＹＲ３/２黒褐色
7.5ＹＲ３/ｌ黒褐色

7.5YR6/６榿色
7.5ＹＲ６/４にぶい燈色



6８第３章Ａ地点の調査

番号 地区 層 器種 残存度 文様・調整 焼成 胎土 色調

０
１
２

９
９
９

１
１
１

３
４
５

９
９
９

１
１
１

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４

１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

３
４
５
６
７
８
９

４
４
４
４
４
４
４

２
２
２
２
２
２
２

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

４
５
６
７
８
９

６
６
６
６
６
６

２
２
２
２
２
２

４
４
４
５
４
４
４
５
４
４
４
４
５
４
４
５
４
４
４
５
４
４
５
４
４
４
４
４
４
４
４
４
３
４
６
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
４
４
４
４
４
４
７
４
４
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
２
３
３
４
３
３
３
３
４
３
４

Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｈ
Ｆ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｆ
Ｈ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｅ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

６ノイ
１
⑪
Ｄ
１
Ｄ
ａ
ａ
。
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
ａ
刊
Ｄ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
可
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
司
り
可
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
可
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
ａ
１
Ｄ
ａ
ａ
ｄ
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
ａ
ａ
ａ
可
Ｄ
ａ
刊
Ｄ
司
り
⑪
Ｄ
⑪
Ｄ
冠
０
１
，
勺
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
Ｕ
Ｄ
可
Ｄ
司
り
刊
Ｄ
司
り
⑪
Ｄ
３
Ｄ
ｄ
Ｄ
Ｔ
Ｄ
Ⅵ
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
勺
Ｄ
刊
Ｄ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
⑭
Ｄ
刊
Ｄ
ａ
ａ
ｄ
Ｄ
可
，

隆帯・沈線
隆帯・沈線
沈線

隆帯・沈線
隆帯

隆帯
隆帯
隆帯
隆帯

隆帯
隆帯・条線
隆帯・条線

隆帯・条線
隆帯・縄文

隆帯・縄文
隆帯・縄文
隆帯・縄文

隆帯・縄文
隆帯・縄文
隆帯・縄文

隆帯・縄文
隆帯・縄文

隆帯・縄文

隆帯・縄文
隆帯・縄文
隆帯・縄文

リボン状突帯・条線
リボン状突帯

リボン状突帯
リボン状突帯・条線
隆帯
隆帯

沈線
沈線

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文
沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文
凹線・縄文

凹線・刺突・縄文

凹線・縄文

凹線・縄文

凹線・縄文

凹線・縄文
凹線・縄文

凹線・縄文

凹線・縄文

凹線・縄文

凹線・縄文

凹線・縄文

凹線・縄文

凹線・縄文

凹線・縄文

凹線・縄文

凹線・縄文

凹線・縄文

凹線・縄文
凹線・縄文

凹線・縄文

凹線・縄文
凹線・縄文

凹線・縄文

凹線・縄文

凹線・縄文
凹線・縄文

凹線・縄文
沈線・刺突
沈線・刺突

沈線・刺突

沈線・刺突

沈線・刺突

沈線・刺突

沈線・刺突

沈線・刺突

沈線・刺突

刺突・縄文

刺突・縄文

１
，
□
Ｄ
ａ
Ｕ
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
ａ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
ａ
可
Ｄ
可
Ｄ
Ｕ
Ｄ
刊
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
ａ
ｑ
Ｄ
可
Ｄ
Ｕ
Ｄ
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
Ｔ
Ｄ
１
Ｄ
司
り
１
０
勺
Ｄ
可
Ｄ
可
Ｄ
ａ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
⑰
Ｄ
３
０
勺
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
利
Ｄ
Ｃ
１
０
可
Ｄ
刊
Ｄ
Ｕ
Ｄ
ｄ
Ｄ
勺
Ｄ
⑪
Ｄ
刊
Ｄ
利
Ｄ
勺
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
１
Ｄ
３
Ｄ
１
Ｄ
利
Ｄ
⑪
Ｄ
可
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
刊
、
可
Ｄ
ａ
ｄ
、
司
り
刊
，

⑪
Ｄ
１
Ｄ
ａ
刺
、
可
Ｄ
可
Ｄ
司
り
ａ
⑪
Ｄ
可
Ｄ
ａ
刊
０
１
，
勺
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
ａ
刊
Ｄ
司
り
司
り
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
可
Ｄ
Ｕ
Ｄ
ｎ
Ｄ
⑪
Ｄ
司
り
ａ
可
Ｄ
可
Ｄ
Ｕ
Ｄ
可
Ｄ
司
り
⑪
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
利
Ｄ
刊
Ｄ
Ｕ
Ｄ
ａ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
冠
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
刊
０
勺
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
可
Ｄ
司
り
可
Ｄ
⑪
Ｄ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
ａ
可
Ｄ
可
Ｄ
可
，

(ｌ～２mmの砂粒）

(ｌ～５mmの白色砂粒）

(ｌ～３mmの砂粒）

(ｌ～２mmの砂粒）
(１～５mmの白色砂粒）

(ｌ～２mmの砂粒）

l0YR7/６明黄褐色
5YR3/３暗赤褐色
lOYR4/３にぶい黄褐色
5YR5/４にぶい赤褐色
7.5YR4/４褐色
7.5YR4/３褐色
5YR5/６赤褐色
5YR4/６赤褐色
5YR5/６明赤褐色
2.5YR3/４暗赤褐色
5YR4/１褐灰色
l0YR7/４にぶい黄燈色
7.5YR6/６燈色
7.5YR4/３褐色
7.5YR3/３暗褐色
7.5YR4/４褐色
l0YR6/４にぶい黄燈色
5YR5/６明赤褐色
5YR2/ｌ黒褐色
7.5YR4/４褐色
7.5YR3/３暗褐色
7.5YR3/１黒褐色
7.5ＹＲ６/６榿色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
5YR5/６明赤褐色
7.5YR5/６明褐色
lOYR4/２灰黄褐色
7.5ＹＲ４/３褐色
lOYR4/２灰黄褐色
l0YR4/２灰黄褐色
7.5ＹＲ４/４褐色
lOYR4/２灰黄褐色
7.5ＹＲ３/２黒褐色
5YR5/４にぶい赤褐色
lOYR6/４にぶい黄榿色
5YR3/２暗赤褐色
lOYR6/４にぶい黄燈色
5YR4/２灰褐色
7.5ＹＲ２/ｌ黒色

7.5YR4/３褐色
lOYR5/４にぶい黄褐色
5YR5/４にぶい赤褐色
lOYR6/４にぶい黄燈色
lOYR3/３暗褐色
5ＹＲ４/４にぶい赤褐色
7.5ＹＲ６/６榿色

7.5YR6/４にぶい燈色
5ＹＲ４/６赤褐色
7.5YR5/４にぶい褐色
7.5YR5/６明褐色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
2.5Ｙ６/６明黄褐色
5ＹＲ４/６赤褐色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
5YR3/３暗赤褐色
2.5YR5/６明赤褐色
2.5ＹＲ５/６明赤褐色
5ＹＲ５/６明赤褐色

7.5YR4/４褐色
5YR6/６榿色
5YR5/６明赤褐色
l0YR6/６明黄褐色
5YR5/６明赤褐色
7.5ＹＲ６/６燈色
7.5ＹＲ３/２黒褐色
5YR2/１黒褐色
5YR6/６燈色
7.5ＹＲ６/４にぶい燈色
5YR6/６榿色
lOYR5/２灰黄褐色
lOYR5/４にぶい黄褐色

lOYR5/３にぶい黄褐色
l0YR5/２灰黄褐色
l0YR6/４にぶい黄燈色
lOYR5/３にぶい黄褐色
lOYR6/２灰黄褐色
l0YR7/３にぶい黄燈色
2.5Ｙ３/ｌ黒褐色
lOYR2/ｌ黒色
l0YR5/２灰黄褐色



第４節遺物６９

番号 地区 層 器種 残存度 文様・調整 焼成 胎土 色調

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

０
１
２
３
４
５
６
７
８

０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
３
３
３
３
３
３
３
３

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

３
４

２
２

３
３

５
６
７

２
２
２

３
３
３

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

９３３

０
１
２
３
４
５
６
７
８

４
４
４
４
４
４
４
４
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３

９４３

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
４
６
６
６
７
４
４
７
５
４
６
４
５
４
４
７
４
４
４
４
７
７
５
４
４
７
７
４
７
６
５
４
４
４
４
５
４
４
４
４
４
４
４
４
５
４
５
５
５
４
４
４
３
３
５
４
４
６
４
５
４
５
５
４
７
５
４
７

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｉ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｆ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
｜
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

ａ
ａ
ａ
司
り
勺
Ｄ
司
り
可
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
勺
Ｄ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ｄ
Ｄ
利
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
Ⅵ
Ｄ
⑪
Ｄ
包
り
可
Ｄ
可
、
司
り
司
り
可
Ｄ
司
り
、
、
勺
Ｄ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
可
Ｄ
ａ
ａ
ａ
ａ
ｑ
Ｄ
ａ
ａ
刊
Ｄ
⑪
Ｄ
可
Ｄ
Ｕ
Ｄ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
ｃ
可
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
ｃ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
１
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
⑪
Ｄ
司
り
⑩
Ｄ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
刊
Ｄ
可
Ｄ
刊
、
可
，

文縄
●

突
突
突
突
文
文
文
突
文

文
文
文
文
文

刺
刺
刺
刺
縄
縄
縄
刺
縄

縄
縄
縄
縄
縄

文
文
文
文
文

線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
糸
糸
糸
糸
糸
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
線
線
線
線
線
線
線
線

沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
撚
撚
撚
撚
撚
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈

ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
刊
Ｄ
‐
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
３
Ｄ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
、
⑪
Ｄ
１
Ｄ
可
０
１
，
⑪
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
ｃ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
⑪
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
Ⅵ
Ｄ
‐
Ｄ
⑪
Ｄ
‐
Ｄ
ａ
ａ
Ｕ
Ｄ
利
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
⑪
Ｄ
Ｕ
Ｄ
⑪
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
可
Ｄ
Ｕ
Ｄ
可
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
冠
、
⑪
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
Ｕ
Ｄ
可
Ｄ
司
り
勺
Ｄ
刊
Ｄ
ａ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
Ｕ
Ｄ
刊
、
□
Ｄ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
ｃ
ｄ
Ｄ
可
、

Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
司
り
‐
Ｄ
司
り
可
Ｄ
司
り
可
Ｄ
⑪
Ｄ
刊
Ｄ
ｇ
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
勺
Ｄ
ｄ
Ｄ
⑪
Ｄ
利
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
、
Ｄ
ｄ
Ｄ
司
り
刊
０
勺
Ｄ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
刊
、
勺
Ｄ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
ａ
ａ
１
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
⑪
Ｄ
Ｕ
Ｄ
可
Ｄ
□
Ｄ
１
Ｄ
団
Ｄ
１
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
利
Ｄ
刊
Ｄ
刊
Ｄ
９
Ｄ
ａ
勺
、
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
Ｔ
Ｄ
勺
、
司
り
刊
Ｄ
Ｕ
Ｄ
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
、

(１～２mmの砂粒）
(ｌ～3mmの砂粒）
(１～２mmの砂粒）

(１～２mmの白色砂粒）
(１～２mmの白色砂粒）

(ｌ～５mmの砂粒）
(ｌ～２mmの砂粒）

(ｌ～２mmの白色砂粒）

(ｌ～２mmの白色砂粒）
(ｌ～２mmの砂粒）

(ｌ～２mmの砂粒）

(ｌ～２mmの砂粒）

(ｌ～２mmの砂粒）
(ｌ～２mmの白色砂粒）

(ｌ～３mmの白色砂粒）

(ｌ～３mmの砂粒）

(ｌ～５mmの砂粒）

(１－３mmの砂粒）

2.5Ｙ４/４にぶい赤褐色
5ＹＲ４/４にぶい赤褐色
5ＹＲ４/６赤褐色
2.5Ｙ３/６暗赤褐色
2.5Ｙ４/４にぶい赤褐色
5YR4/４にぶい赤褐色
5ＹＲ４/３にぶい赤褐色
5ＹＲ４/６赤褐色
2.5Ｙ４/４にぶい赤褐色
2.5Ｙ４/４にぶい赤褐色
lOYR5/６黄褐色
l0YR2/２黒褐色
lOYR2/２黒褐色
7.5YR6/４にぶい褐色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
5YR6/６燈色
5ＹＲ５/６明赤褐色
5ＹＲ５/４にぶい赤褐色
lOYR6/４にぶい黄燈色
5ＹＲ５/６明赤褐色
7.5ＹＲ４/３褐色
7.5YR5/４にぶい褐色
5YR6/６榿色
5YR5/６明赤褐色
5ＹＲ５/６明赤褐色
7.5YR6/６燈色
lOYR7/４にぶい黄燈色
5ＹＲ５/６明赤褐色
7.5ＹＲ４/３褐色
5ＹＲ５/４にぶい赤褐色
5ＹＲ５/６明赤褐色
5YR4/８赤褐色
7.5YR5/６明褐色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
lOYR7/４にぶい黄燈色
7.5YR3/３暗褐色
7.5YR5/４にぶい褐色
5ＹＲ５/６明赤褐色

5ＹＲ５/４にぶい赤褐色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
7.5ＹＲ５/６明褐色
7.5ＹＲ６/４にぶい燈色
5ＹＲ４/６赤褐色
5ＹＲ５/６明赤褐色

7.5YR4/６褐色
7.5YR4/１褐灰色
5ＹＲ２/２黒褐色
7.5ＹＲ４/３褐色
l0YR6/３にぶい黄燈色
5YR3/２暗赤褐色
lOYR6/３にぶい黄褐色
l0YR4/２灰黄褐色
lOYR6/４にぶい黄燈色
7.5ＹＲ３/３暗褐色
lOYR6/３にぶい黄褐色
5ＹＲ３/６暗赤褐色
2.5Ｙ７/２灰黄色
5ＹＲ４/３にぶい赤褐色
lOYR6/ｌ褐灰色
7.5YR5/４にぶい褐色
2.5Ｙ７/３浅黄色

l0YR6/３にぶい黄燈色
5ＹＲ５/６明赤褐色
l0YR5/３にぶい黄褐色
lOYR5/４にぶい黄褐色
7.5ＹＲ1.7／黒色
2.5Ｙ３/１黒褐色
5YR4/６明赤褐色
l0YR7/４にぶい黄榿色
5ＹＲ４/４にぶい赤褐色
2.5ＹＲ４/８赤褐色

5YR5/４にぶい赤褐色
7.5ＹＲ５/６明褐色
lOYR6/２灰黄褐色
7.5ＹＲ５/６明褐色

2.5ＹＲ５/６明赤褐色
lOYR8/４浅黄燈色
l0YR4/６赤色
2.5Ｙ７/２灰黄色
10ＹＲ４/２灰黄褐色



7０第３章Ａ地点の調査

番号 地区 層 器種 残存度 文様・調整 焼成 胎土 色調

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１８３

２
３
４
５
６

８
８
８
８
８

３
３
３
３
３

７８３

８
９

８
８
３
３

０９３

１９３

２９３

３
４
５
６
７
８

９
９
９
９
９
９

３
３
３
３
３
３

９
０

９
０

３
４

１
２

０
０

４
４

３
４
５
６

０
０
０
０

４
４
４
４

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

５
６
７
８
９

２
２
２
２
２

４
４
４
４
４

６
４
４
３
５
５
４
７
７
６
３
７
５
５
４
３
４
５
７
７
５
７
４
７
４
７
７
５
４
５
７
５
５
４
５
５
５
４
６
６
５
５
５
４
５
５
４
４
４
５
４
４
４
５
５
５
７
６
５
５
５
４
４
５
５
５
５
４
４
５
４
４
４
４
５
４
７
５
５
４

Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｆ
Ｈ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｈ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｆ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
｜
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

３
５
４

６
５

ノ
ノ
ノ

ノ
ノ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
刊
Ｄ
⑪
Ｄ
ａ
ａ
ａ
ａ
屯
ｌ
ａ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
司
り
ａ
ａ
ａ
勺
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
司
り
ａ
司
り
刊
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
Ｃ
ａ
利
Ｄ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
可
Ｄ
ａ
『
ｌ
１
１
ａ
１
Ｄ
ａ
ａ
ａ
ａ
剤
１
１
１
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
副
Ｄ
Ｕ
Ｄ
ｄ
Ｄ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

痕
痕
痕

条
条
条

文
文
文
文
文
文
文

突
突
文
文
文
突
突
突

突
突

突
文

文
文

痕
１
１
１

縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄

刺
刺
縄
縄
縄
刺
刺
刺

刺
刺

刺
縄

縄
縄

内
内
内

条
、
、
、

線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
突
突
突
突
線
帯
帯
帯
帯
文
線
線
突
突
突
突
突
突
突
線
突
突
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
線
帯
線
線

沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
凹
凹
凹
凹
凹
凹
沈
沈
刺
刺
刺
刺
沈
隆
隆
隆
隆
無
沈
沈
刺
刺
刺
刺
刺
刺
刺
沈
刺
刺
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
沈
隆
沈
沈

⑪
Ｄ
Ｔ
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
１
Ｄ
勺
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
可
Ｄ
ａ
ｃ
１
Ｄ
１
Ｄ
。
、
勺
Ｄ
可
Ｄ
司
り
Ｔ
Ｄ
Ｃ
ａ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
可
Ｄ
Ｃ
勺
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
利
Ｄ
１
Ｄ
ａ
刊
Ｄ
司
り
可
Ｄ
刊
、
可
Ｄ
刊
０
勺
Ｄ
可
Ｄ
ａ
可
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
可
、
冠
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
利
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
Ｕ
Ｄ
可
ｄ
刊
Ｄ
ａ
１
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
可
Ｄ
司
り
利
Ｄ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
可
、
可
、
司
り
⑪
Ｄ
Ｃ
勺
Ｄ
剋
、
利
Ｄ
司
り
？
、
□
，

勺
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
３
Ｄ
⑪
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
刊
Ｄ
ａ
１
Ｄ
Ｕ
Ｄ
⑪
Ｄ
司
り
⑪
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
司
り
刊
Ｄ
ａ
ｄ
Ｄ
勺
Ｄ
司
り
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
３
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
１
Ｄ
勺
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
ｄ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
ｄ
Ｄ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
司
り
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
９
Ｄ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
ａ
ｄ
Ｄ
利
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
刊
Ｄ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
で
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
司
り
⑪
、
⑪
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
Ｕ
Ｄ
可
、
副
Ｄ
可
Ｄ
刊
，
。
、

(ｌ～３mmの白色砂粒）

(ｌ～２mmの白色砂粒）

(ｌ～２mmの砂粒）

(ｌ～５mmの砂粒）

(２～３mmの砂粒）
(１mmの白色砂粒）

(ｌ～３mmの白色砂粒）
(１mmの砂粒）

(ｌ～３mmの砂粒）

7.5YR3/２黒褐色
2.5Ｙ８/２灰白色
7.5YR6/６榿色
2.5Ｙ７/４浅黄色
7.5YR4/２灰褐色
7.5YR5/２灰褐色
7.5YR5/３にぶい褐色
7.5YR4/４褐色
l0YR7/６明黄褐色
2.5Ｙ６/４にぶい黄色
7.5YR6/６榿色
2.5Ｙ４/２暗灰黄色
7.5YR6/６燈色
l0YR7/４にぶい黄燈色
l0YR5/４にぶい黄褐色
5ＹＲ６/６楕色
lOYR8/６黄燈色
lOYR6/４にぶい黄色
7.5YR4/３褐色
lOYR8/４浅黄榿色
lOYR4/６褐色
10YR6/４にぶい黄燈色
lOYR5/２灰黄褐色
2.5YR5/６明赤褐色
2.5Ｙ５/２暗灰黄色
lOYR6/３にぶい黄燈色
10ＹＲ４/３にぶい黄褐色
lOYR5/３にぶい黄褐色
7.5ＹＲ７/４にぶい榿色

l0YR6/３にぶい黄燈色
lOYR5/３にぶい黄褐色
lOYR6/２灰黄褐色
7.5YR5/ｌ褐灰色
7.5YR6/４にぶい燈色
10YR8/３浅黄燈色
7.5YR7/４にぶい榿色
10YR6/２灰黄褐色
10ＹＲ８/２灰白色
5YR5/６明赤褐色
5YR5/６明赤褐色
7.5ＹＲ５/ｌ褐灰色
2.5YR5/６明赤褐色
lOYR7/４にぶい黄褐色
7.5YR6/４にぶい燈色
7.5YR6/１褐灰色
lOYR6/３にぶい黄榿色
2.5YR6/６榿色
7.5YR5/４にぶい褐色

lOYR7/２にぶい黄褐色
lOYR7/４にぶい黄燈色
5YR5/６明赤褐色
7.5YR5/４にぶい褐色
lOYR7/４にぶい黄燈色
lOYR7/４にぶい黄燈色
lOYR7/２にぶい黄榿色
7.5ＹＲ７/６燈色
10ＹＲ６/６明黄褐色
7.5YR5/４にぶい褐色
lOYR5/２灰黄褐色
lOYR6/４にぶい黄燈色
lOYR5/３にぶい黄褐色
l0YR4/３にぶい黄褐色
2.5Ｙ７/２灰黄色
10YR6/２灰黄褐色
lOYR6/４にぶい黄榿色
2.5Ｙ６/３にぶい黄色
lOYR6/３にぶい黄榿色
7.5YR5/４にぶい褐色
2.5Ｙ５/２暗灰黄色
2.5Ｙ６/４にぶい黄色
7.5ＹＲ７/３にぶい榿色
2.5Ｙ７/２灰黄色

lOYR5/４にぶい黄褐色
lOYR3/２暗赤褐色
lOYR8/３浅黄燈色
2.5Ｙ４/１黄灰色
l0YR7/４にぶい黄榿色
lOYR6/３にぶい黄燈色
lOYR7/６明黄褐色
2.5ＹＲ５/６明赤褐色



第４節遺物７１

番号 地区 層 器種 残存度 文様・調整 焼成 胎土 色調

０３４

１３４

２
３
４
５
６

３
３
３
３
３

４
４
４
４
４

７
８
９
０

３
３
３
４

４
４
４
４

１４４

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

７８４

８
９
０

８
８
９

４
４
４

１
２
３
４
５
６
７
８

９
９
９
９
９
９
９
９

４
４
４
４
４
４
４
４

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

４
７
５
５
７
２
５
６
４
７
５
５
５
６
５
５
５
４
５
４
４
５
４
５
４
４
５
５
５
５
４
４
４
５
４
５
４
４
５
５
５
５
４
５
４
５
５
５
４
４
５
６
５
５
３
５
４
５
５
７
６
４
５
５
５
６
６
６
４
３
４
４
７
６
５
５
６
５
７
５

Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｄ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｆ
Ｈ
Ｆ
Ｈ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
｜
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

１
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
刊
Ｄ
可
Ｄ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
刊
Ｄ
ａ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｑ
Ｄ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
利
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
勺
Ｄ
勺
Ｄ
１
Ｄ
利
、
寸
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
ｑ
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
可
Ｄ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

沈線

沈線

沈線

沈線

沈線

沈線

沈線
沈線

沈線

沈線

沈線

沈線

沈線

沈線

沈線

沈線・条痕

沈線

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕
輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

輪積み痕

無文

文

無文

無文

無文

文

無文

無文

無文

無文

無文

無文

無文

無文

無文

文

文

無文

無文

文

無文

無文

文

無文
文

文

無文

無文

文

文

文

無文

司
り
可
Ｄ
勺
Ｄ
可
Ｄ
ａ
１
Ｄ
ａ
可
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
ｃ
３
Ｄ
⑩
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
利
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
利
Ｄ
⑪
Ｄ
刊
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
⑪
Ｄ
⑪
Ｄ
勺
Ｄ
可
Ｄ
３
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
勺
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
利
Ｄ
Ｕ
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
１
Ｄ
勺
Ｄ
司
り
可
、
‐
Ｄ
ａ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
ａ
可
、
可
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
刊
、
‐
Ｄ
刊
Ｄ
Ｕ
Ｄ
⑪
Ｄ
司
り
利
Ｄ
⑪
Ｄ
可
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
ｄ
Ｄ
司
り
利
Ｄ
司
り
刊
、
司
り
可
、
可
、

可
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
ａ
刊
Ｄ
Ｔ
Ｄ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
刊
Ｄ
Ｕ
Ｄ
利
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
刊
Ｄ
⑪
、
□
Ｄ
ｄ
Ｄ
勺
Ｄ
勺
Ｄ
１
Ｄ
Ｔ
Ｄ
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
司
り
可
Ｄ
Ｊ
Ｄ
１
Ｄ
利
Ｄ
Ｕ
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
Ｕ
Ｄ
⑪
Ｄ
ｑ
Ｄ
ａ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
ｑ
Ｄ
刊
Ｄ
ａ
⑪
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
勺
Ｄ
⑩
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｑ
Ｄ
１
Ｄ
司
り
⑪
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
□
ｂ
勺
Ｄ
勺
，
。
、
ｄ
Ｄ
１
Ｄ
包
り

(ｌ～８mmの砂粒）

(ｌ～２mmの砂粒）

(ｌ～２mmの砂粒）

5ＹＲ５/６明赤褐色
2.5Ｙ５/ｌ黄灰色
lOYR6/３にぶい黄榿色
7.5ＹＲ７/４にぶい燈色
2.5YR5/６明赤褐色
2.5Ｙ６/３にぶい黄色
2.5Ｙ７/４浅黄色
lOYR5/３にぶい黄褐色
lOYR7/４にぶい黄燈色
lOYR5/３にぶい黄褐色
2.5Ｙ６/３にぶい黄色
7.5ＹＲ４/６褐色
7.5YR5/４にぶい褐色
lOYR7/６明黄褐色
l0YR5/２灰黄褐色
l0YR6/６明黄褐色
2.5Ｙ５/３黄褐色
7.5ＹＲ５/２灰褐色
7.5YR5/６明褐色
5YR5/４にぶい赤褐色
7.5YR6/６燈色
7.5ＹＲ７/４にぶい燈色
7.5ＹＲ５/３にぶい榿色
7.5ＹＲ６/４にぶい燈色
l0YR6/４にぶい黄榿色
l0YR5/２灰黄褐色
7.5YR5/６明褐色
7.5YR6/６燈色
lOYR5/２灰黄褐色
lOYR7/３にぶい黄褐色
7.5ＹＲ７/６燈色
7.5ＹＲ７/４にぶい燈色
lOYR8/３浅黄燈色
lOYR7/４にぶい黄燈色
7.5ＹＲ６/４にぶい燈色
7.5ＹＲ７/４にぶい燈色
l0YR7/４にぶい黄榿色
7.5ＹＲ６/６榿色
lOYR6/３にぶい黄燈色
lOYR6/２灰黄褐色
lOYR7/４にぶい黄褐色
l0YR7/４にぶい黄褐色

l0YR6/２灰黄褐色
lOYR6/３にぶい黄褐色
lOYR7/４にぶい黄燈色
lOYR7/３にぶい黄燈色
l0YR7/４にぶい黄榿色
7.5YR6/４にぶい榿色
2.5Ｙ６/３にぶい黄色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
l0YR4/３にぶい黄褐色
2.5Ｙ５/２暗灰黄色
lOYR6/２灰黄褐色
7.5YR5/４にぶい褐色
7.5YR5/４にぶい褐色
10YR6/４にぶい黄燈色
7.5YR5/４にぶい褐色
lOYR4/３にぶい黄褐色
lOYR5/３にぶい黄褐色
10YR5/３にぶい黄褐色
2.5Ｙ６/３にぶい黄色
2.5Ｙ６/ｌ黄灰色
2.5ＹＲ２/ｌ赤黒色
7.5YR2/２黒褐色
7.5ＹＲ７/６燈色
7.5ＹＲ５/６明褐色
lOYR6/６明黄褐色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
2.5ＹＲ５/６明赤褐色
l0YR6/４にぶい黄榿色
lOYR5/２灰黄褐色

5Ｙ７/ｌ灰白色
7.5ＹＲ６/６燈色
2.5Ｙ５/ｌ黄灰色
7.5ＹＲ６/６榿色
lOYR6/４にぶい黄燈色
lOYR6/３にぶい黄褐色
5ＹＲ３/４暗赤褐色
7.5ＹＲ５/６明褐色
l0YR4/１褐灰色



7２第３章Ａ地点の調査

番号 地区 層 器種 残存度 文様・調整 焼成 胎土 色調

０１５

１１５

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

１３５

２
３
４
５
６
７
８
９
０

３
３
３
３
３
３
３
３
４

５
５
５
５
５
５
５
５
５

１４５

２４５

３
４
５
６
７
８
９

４
４
４
４
４
４
４

５
５
５
５
５
５
５

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

０６５

１６５

２６５

３
４
５
６
７

６
６
６
６
６

５
５
５
５
５

８６５

９６５

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

４
５
５
４
５
４
５
５
３
４
５
５
４
５
５
４
５
４
５
５
５
４
３
４
４
６
４
４
４
４
４
６
５
４
４
４
５
４
４
６
５
５
４
４
４
６
４
６
５
５
３
５
４
４
５
６
５
５
５
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
４
４
５
４
４
５
４
４
５
４
４

Ｈ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｈ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｈ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｈ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｅ
Ｆ
Ｈ
Ｈ
Ｆ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

５
３

ノ
ノ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
４
４
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
可
，
？
】
１
Ｄ
１
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
可
Ｄ
可
Ｄ
司
り
⑪
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
可
，

線沈ｊ内
、

文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文

無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

可
Ｄ
可
０
勺
Ｄ
可
Ｄ
可
Ｄ
Ｃ
可
Ｄ
３
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
３
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
、
⑪
Ｄ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
、
司
り
勺
、
可
Ｄ
刊
Ｄ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
ａ
司
り
司
り
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
⑪
Ｄ
⑪
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
Ⅵ
Ｄ
可
Ｄ
司
り
⑪
Ｄ
可
Ｄ
９
Ｄ
Ｕ
Ｄ
⑪
Ｄ
刊
Ｄ
可
Ｄ
勺
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
⑪
Ｄ
司
り
Ⅵ
Ｄ
勺
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
⑪
Ｄ
口
Ｄ
ｃ
１
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
司
り
⑪
Ｄ
ｎ
Ｄ
３
Ｄ
利
Ｄ
利
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
Ｕ
Ｄ
、
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｃ
可
Ｄ
、
０

可
Ｄ
ｄ
Ｄ
⑪
Ｄ
利
Ｄ
勺
Ｄ
可
Ｄ
勺
Ｄ
可
Ｄ
ａ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
１
，
１
０
勺
，
？
Ｄ
刊
Ｄ
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
制
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
勺
Ｄ
、
Ｄ
冠
、
ａ
刊
０
勺
Ｄ
勺
Ｄ
可
Ｄ
Ｕ
Ｄ
可
Ｄ
司
り
⑪
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
。
Ｄ
利
Ｄ
１
Ｄ
利
Ｄ
Ｕ
Ｄ
３
Ｄ
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
利
Ｄ
利
Ｄ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
⑪
Ｄ
可
Ｄ
３
Ｄ
ｄ
Ｄ
⑪
Ｄ
□
Ｄ
司
り
□
Ｄ
利
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
、
司
り
勺
、
可
Ｄ
ｄ
Ｄ
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
。
Ｄ
利
Ｄ
１
Ｄ
⑪
，

(１～２mmの白色砂粒）
(１～２mmの白色砂粒）

(１～３mmの白色砂粒）

(ｌ～３mmの白色砂粒）

(１～３mmの白色砂粒）

7.5ＹＲ３/３暗褐色
lOYR6/６明黄褐色
lOYR4/２灰黄褐色
2.5Ｙ６/２灰黄色
5YR5/８明赤褐色
2.5Ｙ８/３淡黄色
7.5ＹＲ２/ｌ黒色
2.5Ｙ８/３淡黄色
7.5ＹＲ４/３褐色
lOYR7/４にぶい黄榿色
lOYR4/４褐色
7.5YR3/ｌ黒褐色
lOYR7/４にぶい黄榿色
lOYR6/３にぶい黄燈色
lOYR6/２灰黄褐色
lOYR6/３にぶい黄燈色
lOYR7/４にぶい黄燈色
lOYR6/６明黄褐色
7.5ＹＲ６/６燈色
7.5YR3/３暗褐色
2.5Ｙ５/２暗灰黄色
lOYR4/６褐色
lOYR7/ｌ灰白色
7.5YR5/４にぶい褐色
7.5YR6/４にぶい燈色
l0YR6/３にぶい黄榿色
7.5YR5/４にぶい褐色
lOYR5/６黄褐色
7.5YR5/４にぶい褐色
2.5Ｙ７/３浅黄色
10YR6/３にぶい黄燈色
10ＹＲ５/３にぶい黄褐色
2.5Ｙ３/ｌ黒褐色
2.5Ｙ４/２暗灰黄色
lOYR3/２黒褐色
lOYR5/２灰黄褐色
lOYR7/３にぶい黄榿色
7.5YR6/６榿色
7.5ＹＲ７/３にぶい燈色
lOYR7/４にぶい黄榿色
l0YR5/４にぶい黄褐色
l0YR4/２灰黄褐色
2.5Ｙ７/３浅黄色
lOYR7/４にぶい黄燈色
2.5Ｙ７/３浅黄色
2.5Ｙ７/３浅黄色
5YR4/８赤褐色
l0YR4/ｌ褐灰色

10YR6/６明黄褐色
7.5YR6/４にぶい榿色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
lOYR6/６明黄褐色
7.5ＹＲ５/６明褐色
2.5ＹＲ５/６明赤褐色
l0YR7/６明黄褐色
7.5YR5/４にぶい褐色
lOYR7/３にぶい黄燈色
2.5Ｙ３/ｌ黒褐色
2.5Ｙ６/２灰黄色
7.5ＹＲ４/４褐色
2.5Ｙ５/３黄褐色
7.5YR5/３にぶい褐色
l0YR6/３にぶい黄褐色
7.5YR6/６榿色
2.5Ｙ７/２灰黄色
lOYR6/４にぶい黄褐色
lOYR6/３にぶい黄燈色
7.5YR6/４にぶい燈色
2.5Ｙ６/ｌ黄灰色
l0YR6/３にぶい黄燈色
7.5ＹＲ６/６榿色
lOYR8/３浅黄榿色
l0YR6/４にぶい黄燈色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
2.5Ｙ３/１黒褐色
2.5Ｙ６/１黄灰色
7.5YR4/６褐色
lOYR8/２灰白色
lOYR6/４にぶい黄榿色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色



第４節遺物７３

9０

Ｗ

)６

う０

うⅢ

ljO4

ijU

j(］

IjO8

う0９

54（

､４４

､４ｔ

548

6４９

５６（

Dｂ４

う６§

番号 地区 層 器種 残存度 文様・調整 焼成 胎土 色調

０
１
２

９
９
９

５
５
５

３９５

４
５

９
９
５
５

６
７
８
９
０
１
２

９
９
９
９
０
０
０

５
５
５
５
６
６
６

３
４

０
０

６
６

５
６
７
８
９

０
０
０
０
０

６
６
６
６
６

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

５５６

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

９６６

４
４
５
５
４
６
４
５
６
５
５
５
４
５
５
４
５
６
４
６
６
４
３
５
６
６
５
５
６
３
５
７
５
４
６
６
６
７
６
４
４
４
５
４
４
４
６
５
４
５
４
５
４
４
４
４
５
４
５
４
４
５
４
４
４
４
４
４
５
４
５
３
４
４
５
５
５
５
５
４

Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｈ
Ｈ
Ｅ
Ｆ
Ｈ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｈ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
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(１～２mmの白色砂粒）
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lOYR6/２灰黄褐色
7.5YR8/３浅黄榿色
7.5ＹＲ８/３浅黄燈色
2.5Ｙ８/３浅黄色
2.5Ｙ７/ｌ灰白色
2.5Ｙ７/３浅黄色
2.5Ｙ６/２灰黄色
10ＹＲ７/４にぶい黄燈色
2.5Ｙ７/３浅黄色
l0YR6/４にぶい黄榿色
2.5Ｙ６/２灰黄色
7.5YR5/３にぶい褐色
5ＹＲ４/６赤褐色
l0YR6/３にぶい黄榿色
7.5ＹＲ７/６燈色
l0YR7/３にぶい黄榿色
lOYR5/２灰黄褐色
10ＹＲ５/２灰黄褐色
l0YR7/４にぶい黄榿色
5YR4/３にぶい赤褐色
l0YR6/４にぶい黄榿色
l0YR5/４にぶい黄褐色

7.5YR5/４にぶい褐色
5ＹＲ４/６赤褐色
10YR5/３にぶい黄褐色
lOYR5/４にぶい黄褐色
7.5YR6/４にぶい燈色
7.5ＹＲ５/４にぶい褐色
2.5Ｙ５/ｌ黄灰色
5Ｙ６/ｌ灰色
7.5ＹＲ３/２黒褐色
2.5Ｙ６/３にぶい黄色
7.5YR5/６明褐色
lOYR5/３にぶい黄褐色
2.5Ｙ４/２暗灰黄色
lOYR6/２灰黄褐色
2.5Ｙ５/３黄褐色
lOYR4/２灰黄褐色
2.5Ｙ６/３にぶい黄色
7.5ＹＲ６/６燈色
2.5Ｙ６/ｌ黄灰色
lOYR5/３にぶい黄褐色
lOYR4/２灰黄褐色
lOYR7/４にぶい黄榿色
7.5ＹＲ６/１灰色
2.5Ｙ７/２灰黄色
l0YR6/４にぶい黄褐色
l0YR7/１灰白色

lOYR6/６明黄褐色
lOYR7/４にぶい黄榿色
lOYR5/２灰黄褐色
2.5Ｙ７/２灰黄色
2.5Ｙ７/２灰黄色
lOYR7/３にぶい黄榿色
2.5Ｙ７/２灰黄色
7.5ＹＲ６/６燈色
lOYR7/３にぶい黄榿色
lOYR6/３にぶい黄榿色
lOYR6/４にぶい黄燈色
2.5Ｙ７/３浅黄色
7.5YR4/６褐色
7.5YR6/６燈色
5YR5/ｌ褐灰色
10YR7/６明黄褐色
lOYR6/６明黄褐色
lOYR6/６明黄褐色
lOYR7/４にぶい黄褐色
lOYR5/３にぶい黄褐色
lOYR6/２灰黄褐色
7.5YR7/４にぶい燈色
lOYR6/２灰黄褐色

2.5Ｙ７/３浅黄色
lOYR7/２にぶい黄燈色
lOYR7/２にぶい黄榿色
l0YR5/４にぶい黄褐色
lOYR7/３にぶい黄燈色
lOYR8/２灰白色
lOYR8/２灰白色
lOYR6/４にぶい黄榿色
2.5Ｙ７/２灰黄色
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３石器類

遺構出土のものとしては、ＳＢｌからのものと、ＳＦ５，Ｐ７，Pll6からのものがある。遺構出土の

ものを記述した後、包含層出士のものを記述する。形態分類に関しては、丹生川ダム水没地区埋蔵文

化財発掘調査の「西田遺跡」の報告書に準ずる。器種ごとの分類に関しては、包含層出士の項目でま

とめて述べる。

遺構出土の石器類（第49.50図）

ＳＢ１より出士したものとしては、石錐１点（１）、削器１点（２）、二次加工のある剥片１点（３）、

使用痕のある剥片４点（４～７)、打製石斧８点（９～13)、磨石・凹石・敲石類４点（１４．１５)、剥片

類９点（黒曜石５点、チャート４点）である。ｌは、２Ｂ類の石錐である。

８は、ＳＦ５出土の二次加工のある剥片で、下呂石製である。16.17はそれぞれＰ７.P116出士の打

製石斧である。
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２
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第49図Ａ地点遺構出土の石器(1)
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第50図Ａ地点遺構出土の石器(2)

包含層出土の石器類

石鍛、石錐、削器、

器種ごとに記述する。

掻器、打製石斧、磨製石斧、磨石・凹石類など約1,000点出士している。以下、

ただし、個数等については、遺構出士のものも含めて記述する。

石鎌（51図ｌ～33、図版15）

２３点出士している。第１I～Ⅲ層出土が19点、第Ｖ層出土が３点、層位不明が１点である。石材は、

下呂石６点、チャート９点、黒曜石８点である。

形態に関しては、尖頭部と基部との組み合わせで分類した。
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尖頭部の分類

１類鋭角な尖頭部を持つもの。

２類1類と同じく鋭角な尖頭部を持つが、全体が細長いもの（全長が全幅の２倍以上)。

３類鈍角な尖頭部を持つもの。

４類先端が小さく尖り、側縁部の肩が張った形状を持つもの。

５類先端が尖らず、丸いカーブ描〈もの。

６類先端が小さく尖り出しているもの。

基部の分類

Ａ類基部の中央部がＵ字型に深くえぐられているもの。

Ｂ類基部の凹状のえぐりが浅く不明瞭なもの。

Ｃ類基部が凹状のもの。

Ｄ類いわゆる平基鍍で、基部が直線状になるもの。

Ｅ類いわゆる円基鑑で、基部が丸みを帯びて突出したもの。

Ｆ類いわゆる有茎鑑で、基部に茎を持つもの。

Ｇ類いわゆる片足鑑で、基部に片方しか脚部を持たないもの。もしくは、一方の脚部が非常に小

さいもの。

、

損
ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
９
ｈ
．
１

破

折損の部位による分類

尖頭部欠損

一方の脚部または基部の一部欠損

脚部のみ残存

尖頭部のみ残存

尖頭部と一方の脚部欠損

基部から胴部の半身欠損

両脚を欠損

基部を欠損（胴部と尖頭部が残存）

胴部のみ（基部と尖頭部を欠く）

以上の分類によると、１Ａ類１点、ｌＢ類１点、ｌＣ類６点、１，類２点、１Ｅ類１点、２Ｆ類１

点、３Ｃ類１点、５Ａ類１点、５Ｆ類１点、不明７点である。

石錐（第51図34～41、図版15）

１３点出土している。下呂石７点、チャート３点、黒曜石２点、頁岩１点である。形態分類は以下の

ようである。
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第51図Ａ地点包含層出土の石器(1)
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1類全体の形状が棒状をなすもの。

１Ａ類両端が尖るもの。

’Ｂ類錐部は￣端のみに作られ、他端は鈍頭をなすもの（全面に調整加工を施されるものを原

則とする)。

2類剥片の一端に長い錐部を作り出し、明瞭なつまみ状の頭部を持つもの。

２Ａ類つまみ状の頭部も全面に調整が施されているもの。

２Ｂ類頭部は素材の剥片の形状を留めるもの。

3類明瞭なつまみ状の頭部を持つもので、錐部が著しく短いもの。

３Ａ類頭部に調整加工が施されるもの。

３Ｂ類頭部は素材の剥片の形状をそのまま残すもの。

4類錐部が次第に広がっていき頭部との区分が不明瞭なもの。

４Ａ類両面もしくは片面の全体が調整加工を施されているもの。

４Ｂ類錐部の両側縁に調整加工の施されるもので、素材の剥片の形状を留めるもの。

5類棒状あるいは長い三角形状の剥片の先端に微弱な調整加工を加え、そのまま錐として用いた

もの。

以上の分類によると、1Ａ類３点、ｌＢ類１点、２Ｂ類１点、３Ｂ類１点、４Ａ類４点、５類２点、

不明１点である。

両極剥離痕のある石器（第52図42～45、図版15）

向かい合った二辺ないし四辺の辺縁部に剥離痕やつぶれが認められる石器。大部分がピエス・エス

キーユと考えられるが、機能的に異なるものが含まれると推定される。次の３つに分類する。
類
類
類

１
２
３

縦長で縦にｌ対の剥離痕が見られるもの。

１類以外でｌ対の剥離痕が見られるもの。

２対以上の複合的な剥離痕が見られるもの。

Ａ地点で出土したものは、１類２点、２類２点、３類１点である。石材は下呂石３点、チャート１

点、黒曜石１点である。

ヘラ形石器（第52図46～49、図版15）

剥片の両側を折り取り、折り取り部分に挟まれた一端に刃部を持つ石器をへう形石器とする。次の

２つに分類する。

１類剥片を剥離した際の鋭利な刃部を利用しているもの。

2類刃部に細かい数回の剥離を加えているもの。
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４点出土しており、いずれも、チャート製で２類である。出土はⅢ層２点、Ｖ層２点である。

削器（第52図50～54、図版15）

剥片の縁辺に連続的な調整によって刃部を作り出した石器を削器とした。刃部の作出方法により次

のように分類する。

1類片面加工により刃部を作出したもの。

2類片面加工により作出された刃部と、両面加工により作出された刃部を合わせ持つもの。

3類両面加工により刃部を作出したもの。

下呂石２点、チャート４点、黒曜石２点の計８点出土している。形態は１類５点、３類３点である。

掻器（第52図55.56、図版15）

急角度に調整された刃部を持つ石器を掻器とした。刃部の位置と数により次のように分類する。

１類素材の全周が刃部となるいわゆるラウンドスクレイパー。

2類素材の一辺縁を除く三辺縁が刃部となるもの。

3類縦長剥片が用いられ、その側縁と末端が刃部となるもの。

4類素材の長軸先端部に刃部を作り出したもの。

２点出土しており、いずれも第Ｖ層からのものでともにチャートで製である。1類１点、２類１点

である。

二次加工のある剥片（第53図57～61、図版15）

剥片の側縁に大小の剥離痕を連続して施したものを二次加工のある剥片とした｡１３点出土している。

下呂石６点、チャート５点、黒曜石２点である。

使用痕のある剥片（第53図62～68、図版15）

剥片の側縁に微細な剥離痕が密接して、あるいは不規則に観察されるものを使用痕のある剥片とし

た。３３点出土している。下呂石11点、チャート１０点、黒曜石１２点である。

石核（第54図、図版15）

９点出土している。石材は、下呂石４点（69.70)、黒曜石４点（71)、チャート１点である。

６９は厚みのある剥片を素材とし、打面転移を行いながら剥片剥離作業を行っている。７０は長大な剥

片を素材としている。７１は、厚手の板状剥片を素材とし、残核がレンズ状を呈する。
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第54図Ａ地点包含層出土の石器(4)

剥片

包含層から出土した剥片類は、309点である。

層位別に点数を数えると、Ｉ層は、下呂石３点、チャート３点の６点出土している。Ⅱ層は、下呂

石１６点、チャート19点、黒曜石３点の38点出土している。Ⅲ層からは、下呂石101点、チャート80点、

黒曜石58点の計239点出土している。Ｖ層からは、下呂石４点、チャート１７点の計21点であるが、他の

層位では出土していない赤色のチャートが８点出士している点が注目される。

石材別では、下呂石が125点、チャートが122点、黒曜石が62点である。

打製石斧（第55～57図、図版１６）

132点出土している。次のように分類する。

類
類
類

１
２
３

頭部がほぼ平行な、いわゆる短冊形。

胴部がくびれる、いわゆる分銅形。

形状が基部に向かって収束する、いわゆる溌形。
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折損部位による分類

ａ刃部を欠く

ｂ基部を欠く

ｃ基部の一部を欠く

．胴部のみ（両端を欠く）

ｅ破片

形態別では、１類50点、２類１点、３類69点、不明12点である。

磨製石斧（第58図113～118、図版16）

９点出土している。次のように分類する。

1類側面が未発達で横断面が方形にならない偏平なもの。

2類定角式磨製石斧。大きさで４つに細分する。

２Ａ類長さが10cm以上のもの。

２Ｂ類長さが４cm以上10cm未満で、幅が２cm以上のもの。

２Ｃ類長さが４cm以上、幅が２cm未満のもの。

２，類長さが４cm未満のもの。

3類乳棒状磨製石斧

折損部位による分類

ａ刃部を欠く

ｂ基部を欠く

ｃ基部の一部を欠く

ｄ胴部のみ（両端を欠く）

ｅ破片

形態別では、２Ａ類４点、２Ｂ類1点、不明４点である。

砥石（第58図119、図版16）

図示した１点は、砂岩製で両面に浅い溝がある。

粗製削器（第58図120、図版16）

名称は適切ではないかもしれない。偏平な石でもとも，

弧状の部分に加工痕がある。中央には両面に窪みがあり、

る。

偏平な石でもともと円盤状を呈するものと予想される。縁の円

両面に窪みがあり、握りやすくなっている。石材は凝灰岩であ
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磨石・凹石・敲石類（第59.60図、図版17）

この類の石器では、磨痕・凹痕・敲打痕など複数の痕跡が重複していることが多く、機能も多様で

あると考えられるが一括して扱うこととする。形態については、まず平面形および断面形によって次

のように分類する。

1類平面形が円形のもの。

2類平面形が楕円形のもの。

3類平面形が方形のもの。

ｌ～３類は、その断面形によりさらに４つに細分した。

Ａ類断面形が円形のもの。

Ｂ類断面形が楕円形のもの。

Ｃ類断面形が凸レンズ状のもの。

Ｄ類断面形が方形のもの。

4類角柱状や円柱状の自然礫を用いたもので、断面は多角形（いわゆる特殊磨石)。

凹痕の数については、いわゆる表面・裏面・その他の面の個数を一覧表に示した。また、凹の形状

について、次のアーウのように分類した。

ア敲打痕がかたまって浅い凹痕をつくっているもの。

イすりばち状のはっきりした凹痕のあるもの。

ウ右上がり状に広がる細長い凹痕を有するもの。
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なお、凹痕のないものについては、磨面や敲打痕の様子を一覧表に記述した。

出土点数は176である。形態別では、１Ｂ類３点、２Ａ類２点、２Ｂ類136点、２Ｃ類７点、２，類

19点、３Ｃ類１点、３Ｄ類３点、４類５点となっている。

２Ｂ類が圧倒的に多い（全体の77％）ということと、４類は５点のうち第Ｖ層出土のものが３点あ

ることが注目される。

石皿（第61図、図版17）

石mは４点出土している。 いずれも凝灰岩である。偏平でやや窪みが見られる。

第４表Ａ地点石器一覧表（単位は、、ｇ）第４表Ａ地点石器一覧表（単位は､m、９，

１基l工■■￣
f顎■」

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 折損 挿図番号 備考

１ Ｃ４ 1１ チャート (17.8） 1０．６ 2.3 (0.5） ｈ 51-18

２ Ｆ４ 1１ チャート 3０．３ 2０．５ ６．１ 4.2 ｌＤ 51-19

３ Ｆ４ 1１ 下呂石 (13.7） 1１．３ ４．２ (0.5） ｌＤ ｅ

４ Ｃ４ 111 黒曜石 2２．３ 11.9 ３．２ 0.7 ｌＣ 51-20

５ Ｄ４ IⅡ 黒曜石 (207） （9.8） 2.9 (0.6） ｈ

６ Ｄ５ 111 黒曜石 (27.9） (13.9） 3.6 (1.1） ｌＣ ９ 51-21

７ Ｅ４ 111 チャート (24.8） (14.6） 4.6 (1.6） ５Ａ ｂ 51-22

８ Ｆ４ 111 チャート 1７．３ 1３．０ 2.4 ０．６ １Ａ 51-23

９ Ｆ４ 111 黒曜石 2１．２ １４．９ 3.2 ０．９ １Ｃ 51-25

１０ Ｆ４ 111 黒曜石 (15.6） 1０．０ ３．１ (0.4） ｈ 51-26

１１ Ｆ４ 111 下呂石 (28.3） 1４．８ ６．３ (18） lＣ ａ 51-24

1２ Ｆ４ 111 曜石 (14.7） 11.6 ３．８ (0.7） ５Ｆ ｂ

1３ Ｆ５ 111 チャート 1７．３ 10.7 ２．６ 0.4 ｌＣ 51-27

１４ Ｆ６ ⅡＩ 下呂石 (15.6） 1９．５ 4.7 (1.6） ｌＢ ｅ

1５ Ｇ４ 111 下呂石 (19.1） (14.3） 3.4 (1.0） ｅ 51-28

1６ Ｇ４ 111 チャート 4０．２ 2２．９ 1０．４ ９．０ lＥ 51-33

１７ Ｇ５ 111 下呂石 (１７．１） （7.8） 3.2 (0.5） ｆ

１８ Ｇ７ 111 曜石 (28.6） 1１．１ 4.6 (1.3） ２Ｆ ｂ 51-29

1９ Ｈ５ 111 チャート (18.4） (11.2） 2.0 (0.4） ３Ｃ ｅ 51-30

2０ １４ Ｖ 下呂石 2９．８ 1９．９ 3.3 1.1 ｌＣ 51-31

2１ １４ Ｖ チャート (15.2） (16.2） 3.8 (0.9）

●
勺
■
ユ

2２ １４ Ｖ チャート (18.6） （7.7） ２．５ (0.4） ｆ

2３ Ｇ７ 曜石 (17.6） (13.4） ３．１ (0.7） １Ａ ｂ 51-32

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 折損 挿図番号 備考

１ Ｄ５ 1１ 下呂石 (38.9） 1０．９ ５．８ (2.6） １Ａ 一端 51-34

２ Ｆ４ 1１ チャート 2４．１ 1５．８ ８．４ ３．４ ４Ａ 51-35

３ Ｇ５ 1１ 曜石 (18.8） 1８．０ ５．１ (1.6） ４Ａ 尖端

４ Ｄ５ 111 下呂石 2９．７ 2３．５ 5.8 3.4 ３Ｂ 51-36

５ Ｄ５ ⅡＩ 下呂石 2７．９ 9.8 5.3 １．３ ４Ａ 51-37

６ Ｅ５ 111 チャート 3４．３ ７．７ 5.2 1.4 １Ａ 51-39

７ Ｅ４ ⅡＩ 頁岩 (19.8） ６．２ 2.7 (0.5） １Ａ 一端

８ Ｅ５ 111 下呂石 3９．２ １３．０ ５．２ ２．４ ｌＢ 51-38

９ Ｄ５ 111 下呂石 (18.6） 1０．４ 4.9 (1.0） 一端

1０ Ｆ７ ⅡＩ 下呂石 3４．０ 1２．１ 6.1 2.3 ５ 51-40

11 Ｇ４ 111 曜石 2４．５ 1０．２ ５．５ 1.0 ５
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三豊一二
両極剥離痕のある石器

へラ形石器

q雪
削器

畿慧
掻器

等～蒜已窯;Ｚ
二次加工のある剥片

L窓
使用痕のある剥片

二FiiiLﾆﾏﾓi三二EFT'三些＝

1２ Ｈ４ 111 チャート 3４．３ 1９．５ ８．５ 5.1 ４Ａ 51-41

1３ SＢｌ 1Ｖ 下呂石 2２．５ 1５．９ 3.1 ０．８ ２Ｂ 49-1

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 挿図番号 備考
１ Ｄ５ 111 下呂石 2３．０ 1２．６ １６．０ 4.6 １ 52-42

２ Ｆ４ ⅡＩ 下呂石 2５．６ 3１．６ ５．９ 4.7 ２ 52-43

３ Ｇ５ 111 チャート 2５．３ 2８．２ ４．７ 3.8 ３ 52-44

４ Ｈ５ 111 下呂石 1９．７ 2８．７ １０．５ ４．２ ２ 52-45

５ Ｇ６ 111 曜石 2１．７ 1８．１ 2.5 1.6 １

番号 出土区 層位 石材 長き 幅 厚き 重さ 分類 挿図番号 備考
１ Ｆ７ 111 チャート 2１．８ 2２．７ ９．９ 6.8 ２ 52-46

２ Ｇ６ 111 チャート 1４．１ 1９．３ ４．６ 1.9 ２ 52-47

３ Ｇ３ Ｖ チャート 2３．８ 2９．２ 4.0 2.5 ２ 52-48

４ １４ Ｖ チャート 4０．２ 1９．６ 5.7 ４．５ ２ 52-49

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 挿図番号 備考
１ Ｆ４ Ｉ チャート 3２．６ 2２．９ 8.6 ５．８ 1 52-50 欠損

２ Ｆ４ 1１ 下呂石 3４．１ １４．４ 4.0 2.3 １

３ Ｇ４ 1１ 曜石 3６．２ 1７．７ ８．９ 6.0 ３ 52-51

４ Ｆ４ 111 下呂石 4３．３ 2９．９ ８．２ 9.6 ３ 52-52

５ Ｇ５ 111 曜石 1８．８ 2７．０ ５．０ 2.5 1 52-53

６ １４ 111 チャート 3３．８ 3１．６ ９．４ 11.1 １

７ １４ Ｖ チャート (18.9） 2２．７ 6.1 3.3 1

８ SＢ１ 1Ｖ チャート 3６．３ 1５．７ １０．４ ６．１ ３ 49-2

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 挿図番号 備考

１ Ｈ４ Ｖ チャート 3７．６ 3８．０ 1４．２ 2８．３ １ 52-56

２ １４ Ｖ チャート 6７．７ 39.1 8.1 2７．０ ２ 52-55

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 挿図番号 備考

１ Ｄ５ 1１ 下呂石 5５．４ 3３．９ ９．９ 1７．１ 53-57

２ Ｆ４ 1１ 下呂石 3４．２ 3２．７ ８．９ 1０．３ 53-58

３ Ｄ５ 111 下呂石 4５．９ 3５．５ ８．７ 1２．９

４ Ｅ６ 111 チャート 2０．０ 2１．１ ６．１ 3.0

５ Ｆ４ 111 下呂石 2２．８ 3５．８ 4.9 3.9 53-59

６ Ｆ５ 111 チャート 1８．４ 2３．１ 4.0 2.2

７ Ｆ６ 111 曜石 1９．９ 2０．８ 8.3 ２．７

８ Ｈ４ 111 チャート 3９．０ 1９．２ 7.9 ３．５ 53-61

９ Ｈ４ 111 下呂石 2８．７ 1７．４ 5.2 ３．０ 53-60

1０ Ｈ５ IⅡ チャート 213 2７．９ 5.5 ２．５

1１ Ｈ３ Ｖ チャート 3９．６ 2４．３ 1０．７ ６．５ 53-54

1２ SＢ１ 1Ｖ 曜石 1７．８ 1９．９ 3.2 １．８ 49-3

1３ ＳＦ５ 下呂石 5６．３ 4０．０ １２．２ 1９．６ 49-8

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 挿図番号 備考

１ Ｄ３ 1１ 下呂石 3７．９ 5４．７ 1０．３ 1８．８

２ Ｅ３ 1１ 下呂石 4９．４ 2７．２ 1３．５ 1６．１
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打製石斧

寵二

３ Ｅ４ 1１ チャート 3９．３ 3３．３ １１．６ 8.5

４ Ｆ４ 1１ 下呂石 1４．３ 2４．７ ４．６ １．７

５ Ｄ５ ⅡＩ 下呂石 2３．２ 2８．４ 5.3 ２．７

６ Ｄ５ 111 下呂石 5０．９ 3４．４ 9.0 1０．５ 53-62

７ Ｄ５ 111 曜石 １４．１ 1８．４ ４．７ １．１

８ Ｄ５ 111 チャート 3０．１ 3７．９ ６．９ 9.9

９ Ｄ５ 111 下呂石 3９．２ 2４．０ ６．７ 6.3

10 Ｈ４ IⅡ チャート 2２．０ 2７．４ ４．９ 2.7

1１ Ｅ５ IⅡ 下呂石 2６．４ 1７．６ 5.0 ２．０

1２ Ｆ５ 111 曜石 2０．２ 2１．６ 3.9 1.5

1３ Ｆ６ 111 曜石 2５．７ 16.1 ７．３ 2.5

１４ Ｆ６ 111 曜石 2０．７ １８．４ ３．６ 1.1

1５ Ｆ７ 111 曜石 1９．４ 1６．１ ４．９ 1.4

1６ Ｇ４ 111 下呂石 3５．８ 1５．３ ７．９ 3.5

1７ Ｇ４ 111 曜石 1５．９ 2５．２ ２．９ １．１

１８ Ｇ４ IⅡ 曜石 2４．４ 2０．４ 5.1 １．８ 53-63

1９ Ｇ４ 111 曜石 2０．２ 2０．３ 7.1 ２．２

2０ Ｇ５ 111 曜石 2１．２ 1５．０ 3.0 1.2

2１ Ｇ６ 111 チャート 3３．４ 1９．２ 2.9 2.2 53-64

2２ Ｇ６ IⅡ チャート １５．１ 2０．９ ２．７ １．３ 53-65

2３ Ｇ６ 111 チャート 3５．５ 1３．７ ２．７ １．３ 53-66

2４ Ｇ６ 111 黒曜石 2３．８ 3４．７ ６．５ ４．０

2５ Ｇ３ Ｖ 下呂石 2６．１ 6０．０ 8.6 1３．７ 53-68

2６ Ｈ３ Ｖ チャート 4４．２ 2１．３ 3.8 ４．４ 53-67

2７ Ｆ４ 曜石 19.0 2０．２ 7.5 ２．３

2８ Ｇ４ 下呂石 38.0 5１．１ 6.7 1２．４

2９ 表採 チャート 3３．５ 2５．５ ８．７ 6.8

3０ SＢ１ 111 曜石 １４．７ 2２．２ ３．１ 1.0 49-4

3１ SＢ１ 111 チャート 4２．９ 2８．９ 1０．８ 1０．２ 49-7

3２ SＢｌ 111 チャート 3０．３ 2６．６ ５．４ ４．８ 49-6

3３ SＢｌ 下呂石 2４．５ 2２．０ 9.2 ４．４ 49-5

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 折損 挿図番号 備考

１ Ｆ４ Ｉ 凝灰岩 128.1 7２．０ 2１．４ 233.5 ３ 55-72

２ Ｆ４ Ｉ 凝灰岩 (72.2） 4２．３ 1７．６ （63.0） １ ａ

３ 表採 凝灰岩 １０７．８ 519 1７．７ 124.4 ３

４ Ｄ５ 1１ 凝灰岩 １０１．９ 5２．７ 2３．９ 169.6 ３ 55-73

５ Ｄ６ 1１ 緑色片岩 (109.6） 102.4 2０．５ (317.1） ３ Ｃ

６ Ｅ４ 1１ 凝灰岩 9７．０ 5０．６ 2５．９ 138.4 １ 55-74

７ Ｅ４ 1１ 凝灰岩 103.4 5５．９ 2０．０ 132.2 ３

８ Ｆ４ 1１ 凝灰岩 （77.0） 5０．２ 1８．０ （83.0） １ ａ

９ Ｆ４ 1１ 凝灰岩 113.9 5１．０ 17.1 121.5 55-75 未製品

1０ Ｇ４ 1１ 凝灰岩 １０８．０ 5６．０ 1９．６ 162.6 ３ 55-76

1１ Ｇ４ 1１ 凝灰岩 （76.0） 6３．８ 1５．４ (113.9） ３ ｂ

1２ Ｇ５ 1１ 凝灰岩 （80.0） 5０．４ 27.0 (１２９２） ３ ａ

1３ Ｈ５ 1１ 緑色片岩 (100.3） 5７．０ １９．９ (1773） １ ｂ

1４ Ｂ６ ⅡＩ 緑色片岩 （79.5） 5８．５ 1４．８ （71.1） ３ ｂ

1５ Ｃ７ IⅡ 凝灰岩 １０６．３ 4６．２ 1６．６ 9０．２ 1

1６ Ｃ７ 111 凝灰岩 (59.2） 7２．９ 2３．８ (150.3） ．

1７ Ｄ３ 111 凝灰岩 lＯＬ５ 4８．０ 2６．０ １８１．０ １

1８ Ｄ４ 111 凝灰岩 6９．６ 3７．７ 1５．４ 5０．４ １

1９ Ｄ５ ⅡＩ 凝灰岩 （95.5） 71.1 3６．２ (284.0） ３ ｂ
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2０ Ｄ５ 111 凝灰岩 （84.6） 5９．５ 2９．３ (150.0） １ ａ

2１ Ｄ５ 111 凝灰岩 （78.8） 5７．０ 2９．０ (129.2） ｂ

2２ Ｄ５ 111 緑色片岩 (103.2） 5５．９ 1４．６ (93.9） ３ ｂ 55-77

2３ Ｄ５ IⅡ 凝灰岩 135.2 6７．２ 3１．８ 329.9 ３ 55-78

2４ Ｄ５ 111 凝灰岩 (112.2） 6５．６ 3３．５ (300.0） ３ ｂ 55-79

2５ Ｄ５ 111 砂岩 1０８．１ 6２．１ 2０．６ 173.8 ３ 55-80

2６ Ｄ５ 111 凝灰岩 1０６．８ 4５．５ 1６．６ 9３．３ ３ 55-81

2７ Ｄ５ 111 凝灰岩 （88.8） 4６．７ 2０．０ (121.3） １ ｂ

2８ Ｄ６ IⅡ 凝灰岩 (101.5） 5２．３ 1７．１ (119.2） １ ｂ

2９ Ｄ６ 111 凝灰岩 (78.5） 4７．５ 2０．９ (80.5） ３ ｂ

3０ Ｄ６ 111 緑色片岩 9１．５ 4３．３ 1７．９ 9６．２ ３ 55-82

3１ Ｄ６ IⅡ 緑色片岩 9８．５ 5０．６ 2０．０ 139.5 ３

3２ Ｄ６ 111 凝灰岩 104.1 5５．０ 1５．９ 124.4 １ 未製品

3３ Ｅ４ ⅡＩ 凝灰岩 157.9 5３．５ 2９．２ 257.5 ３ 55-83 未製品

3４ Ｅ４ 111 凝灰岩 158.0 7７．１ 3５．９ 461.5 ３ 55-84

3５ Ｅ６ 111 凝灰岩 9９．３ 5１．７ 2２．９ 134.3 ３

3６ Ｅ６ 111 緑色片岩 (61.0） 3９．２ 1５．６ (46.1） ａ

3７ Ｆ４ 111 凝灰岩 128.0 6３．７ 2１．９ 289.9 １ 55-85

3８ Ｆ４ 111 凝灰岩 （64.2） （815） 2３．２ (1711） ｂ

3９ Ｆ４ 111 凝灰岩 9５．４ 4８．７ 2２．４ １５３．６ １

4０ Ｆ４ 111 泥岩 （69.3） （52.2） 114 （60.7） ３ ｂ 未製品

4１ Ｆ４ 111 凝灰岩 (112.7） 4３．９ 1９．８ (119.7） １ ａ

4２ Ｆ４ ⅡＩ 凝灰岩 （79.6） 5７．７ 2８．２ (159.9） ａ

4３ Ｆ４ 111 砂岩 （98.5） 5２．５ 1９．９ (138.1） ３ Ｃ 55-86

4４ Ｆ４ 111 緑色片岩 （78.7） 4８．７ 1４．７ (71.5） ３ ｂ

4５ Ｆ４ 111 凝灰岩 (123.7） 8０．８ 3０．２ (288.8） ３ ａ

4６ Ｆ４ 111 凝灰岩 １３８．１ 5９．７ 3４．３ 360.7 未製品

4７ Ｆ４ 111 凝灰岩 １０２．３ 4８．５ 2５．５ 109.5 ３

4８ Ｆ４ 111 凝灰岩 (107.0） （59.5） 1６．７ (150.2） １ ａ

4９ Ｆ４ 111 凝灰岩 (149.6） 7７．１ 3０．３ (426.1） ３ ａ 56-87

5０ Ｆ４ 111 凝灰岩 (130.7） 7３．６ (19.2） (191.7） ３ ａ 56-88 被熱

5１ Ｆ４ 111 砂岩 (118.2） 6６．４ 2５．５ (313.5） １ ｂ

5２ Ｆ４ 111 凝灰岩 142.3 103.0 3９．５ 605.7 ３ 未製品

5３ Ｆ４ 111 凝灰岩 (176.0） 9６．３ 3６．７ (593.7） ３ ｂ 56-89 被熱

5４ Ｆ４ 111 凝灰岩 (98.2） 7６．８ １９．７ (210.7） ３ ｂ 56-90

5５ Ｆ４ IⅡ 凝灰岩 (116.1） 7５．３ 2５．２ (248.4） ３ Ｃ

5６ Ｆ４ 111 凝灰岩 (103.9） 4９．３ 1７．２ (119.6） ３ ａ 56-91

5７ Ｆ４ 111 緑色片岩 (８１．１） （55.7） 1８．８ (109.0） ３ ａ

5８ Ｆ４ 111 凝灰岩 (137.2） 9１．５ 2５．０ (344.4） １ Ｃ

5９ Ｆ４ 111 緑色片岩 9７．４ 4１０ 1４．４ 7７．６ ３ 56-92

6０ Ｆ４ ⅡＩ 緑色片岩 （77.5） 4１．２ (13.0） （45.5） ３ ．

6１ Ｆ４ IⅡ 緑色片岩 8０．６ 4６．４ 1４．２ 6２．６ ３ 未製品

6２ Ｆ５ IⅡ 緑色片岩 8２．３ 5８．９ 1４．６ 9３．７ ２ 56-93

6３ Ｆ５ 111 緑色片岩 （86.4） 4１．５ ７．７ （37.8） ３ ａ

6４ Ｆ５ 111 緑色片岩 （82.3） 4４．２ 1１．１ （59.5） １ ａ

6５ Ｆ６ 111 凝灰岩 （70.7） 4１．３ 1６．３ （58.0） １ ａ

6６ Ｆ６ 111 凝灰岩 9４．９ 3９．２ 1２．５ 4８．７ ３

6７ Ｆ６ 凝灰岩 （56.0） （55.8） 1６．４ (67.8） ｂ

6８ Ｆ７ 111 緑色片岩 （76.7） (61.3） 1４．６ (81.0） ｂ

6９ Ｆ７ 111 凝灰岩 9２．０ 4８．９ 2０．６ １１１．３ ３ 未製品

7０ Ｆ７ 111 緑色片岩 9２．２ 4６．１ 1２．６ 5７．２ ３

7１ Ｆ７ IⅡ 凝灰岩 （78.5） 4２．３ 1６．２ (65.9） １ ａ
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7２ Ｇ４ 111 凝灰岩 104.5 4３．９ 2５．６ 154.0 １ 56-95

7３ Ｇ４ 111 凝灰岩 194.0 115.4 3９．８ (904.1） ３ ａ 56-94

7４ Ｇ４ 111 凝灰岩 （80.3） 5２．３ 2５．６ (117.1） １ ａ

7５ Ｇ４ ⅡＩ 凝灰岩 (103.2） 4６．７ 1３．２ (81.6） １ Ｃ

7６ Ｇ４ 111 凝灰岩 (98.5） 8８．５ 2１．８ (192.7） ３ ａ 未製品

7７ Ｇ５ 111 緑色片岩 9６．７ 4４．９ 1４．２ 8１．６ １

7８ Ｇ５ 111 凝灰岩 126.7 6２．４ 1７．１ 158.0 ３ 57-99

7９ Ｇ５ 111 凝灰岩 106.3 5４．７ 2３．３ 228.1 未製品

8０ Ｇ５ 111 凝灰岩 (98.9） 7３．２ 2８．１ (297.7） １ ｂ

8１ Ｇ５ 111 凝灰岩 １５０．２ 6３．１ 2３．５ 259.0 ３ 56-97

8２ Ｇ５ 111 凝灰岩 (106.9） 5０．３ 2０．４ (116.9） １ ． 56-96

8３ Ｇ５ 111 緑色片岩 （86.1） 4６．３ 1６．４ (78.3） １ ．

8４ Ｇ５ 111 凝灰岩 131.9 5２．２ 2０．２ １７５．３ １ 57-100 未製品

8５ Ｇ５ 111 凝灰岩 (117.7） 4８．１ 1９．１ (136.8） ３ Ｃ 57-101

8６ Ｇ５ 111 凝灰岩 (131.0） 6４．８ 2５．３ (301.3） ３ ｂ 未製品

8７ Ｇ５ 111 凝灰岩 １１３．１ 5０．６ 1７．５ 1１４．２ ３ 5７－１０２ 未製品

8８ Ｇ５ IⅡ 凝灰岩 119.3 4６．６ １９．５ 149.0 １

8９ Ｇ５ 111 凝灰岩 126.8 6２．０ 3２．１ 287.8 １ 57-103

9０ Ｇ５ 111 凝灰岩 115.1 5８．６ 2６．６ 187.8 ３ 56-98 未製品？

9１ Ｇ５ 111 凝灰岩 110.8 4８．１ 1７．６ １００．８ ３ 57-104

9２ Ｇ５ 111 凝灰岩 (85.6） (62.2） 2４．２ (135.5） ３ ｂ

9３ Ｇ５ 111 凝灰岩 (109.3） 6０．７ 2４．７ (226.2） ３ ａ

9４ Ｇ５ 111 凝灰岩 9５．０ 4６．７ 2４．５ １３０．２ １

9５ Ｇ５ 111 凝灰岩 １０６．８ 5６．８ １９．８ 151.5 ３

9６ Ｇ５ 111 凝灰岩 （87.7） 5６．２ 1９．４ (114.4） ３ ａ 未製品

9７ Ｇ５ 111 砂岩 (84.9） 7１．９ 1９．１ (1451） １ ｂ 57-105

9８ Ｇ５ 111 凝灰岩 (83.6） (66.4） 1７．４ (142.5） ３ ｂ

9９ Ｇ５ 111 凝灰岩 (100.3） 7６．０ 2５．２ (209.3） ３ ｂ

100 Ｇ５ 111 凝灰岩 118.3 5７．２ １６．４ 130.1 ３ 5７－１０６ 被熱

101 Ｇ６ 111 凝灰岩 （59.4） 4４．２ 1４．９ (58.3） ．

１０２ Ｇ６ 111 凝灰岩 （71.2） 5５．４ １４．１ (65.4） ３ ｂ

103 Ｇ６ 111 凝灰岩 （６７．１） 5Ｌ５ 1４．２ (57.7） ３ ａ

1０４ Ｇ７ 111 凝灰岩 7０．２ 4８．８ 2３．１ 9６．４ １

1０５ Ｇ７ 111 緑色片岩 9８．７ 5２．６ 2０．９ １２４．８ ３

1０６ Ｇ７ 111 凝灰岩 （99.0） 4７．４ １６．９ (112.8） １ ａ

１０７ Ｇ７ 111 緑色片岩 （７６．１） (54.6） 1２．４ （63.6） ３ ｂ 57-107

1０８ Ｈ４ 111 凝灰岩 （99.6） 5９．８ 2４．１ (150.1） ３ Ｃ

1０９ Ｈ４ IⅡ 凝灰岩 8４．３ 4２．５ １２．１ 4７．６ 1 57-108

1１０ Ｈ４ 111 凝灰岩 （65.4） 4３．６ 1５．９ (54.1） １ ｂ

111 Ｈ４ 111 凝灰岩 １６０．９ 8０．０ 3１．８ 380.5 ３ 57-109

112 Ｈ４ 111 凝灰岩 7６．３ 4７．０ 1７．７ 8４．７ ３

1１３ Ｈ５ Ⅲ 凝灰岩 106.4 4６．８ 2５．２ １２０．３ ３

1１４ Ｈ５ 111 凝灰岩 139.9 6７．１ 3０．０ 346.8 ３

115 Ｈ５ 111 凝灰岩 （88.3） 7２．２ 2３．６ (185.5） ａ

1１６ Ｈ５ 111 凝灰岩 103.3 5５．５ 2２．３ 155.3 １

117 Ｈ５ IⅡ 凝灰岩 （76.4） （54.1） 1８．１ (86.5） ３ ａ

1１８ Ｈ５ 111 凝灰岩 （７５．１） 5３．９ 2４．７ (115.5） １ ｂ

119 Ｈ５ 111 凝灰岩 9４．０ 4１．８ 1４．５ 8１．３ １ 被熱

120 １４ 111 緑色片岩 106.5 4９．２ 1８．８ 153.1 １ 57-110 被熱

121 １５ 111 凝灰岩 (98.0） 4２．５ 15.1 （68.7） １ ｂ 57-111

１２２ １５ 111 凝灰岩 110.9 5４．６ 2１．２ 134.2 ３ 5７－１１２

123 SＢｌ 1Ｖ 凝灰岩 101.0 4５．６ 1５．５ 1１８．１ １ 50-13
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磨製石斧

磨石・凹石・敲石類

124 SＢｌ 1Ｖ 凝灰岩 1０４．４ 4３．３ 1５．６ 8７．７ １ 50-9

125 ＳＢｌ 1Ｖ 凝灰岩 107.1 5０．８ 1４．３ 113.6 １ 50-10

126 SＢｌ 1Ｖ 凝灰岩 １０５．５ 4７．１ 21.0 139.2 １ 50-12

127 SＢ１ 1Ｖ 凝灰岩 (79.3） 5２．５ 1３．８ (73.1） １ ａ

128 SＢｌ 1Ｖ 凝灰岩 125.4 5０．８ 2６．１ 192.4 1

129 ＳＢ１ 1Ｖ 凝灰岩 1０８．６ 5１．７ 2４．３ 158.7 1 50-11

130 SＢｌ 1Ｖ 凝灰岩 （98.2） 5５．０ 1１．６ （84.7） １ ａ

131 Ｐ７ 凝灰岩 142.5 6５．３ 2５．４ 282.5 ３ 50-16

132 Ｐｌｌ６ 凝灰岩 101.1 4６．７ 2３．３ １４０．４ 1 50-17

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 折損 挿図番号 備考
１ Ｅ４ 1１ 蛇紋岩 （37.6） 2８．０ 9.1 （16.2） ２Ｂ ｂ 58-113

２ Ｆ４ 1１ 蛇紋岩 (４２．１） （17.0） （4.6） （4.1） ｅ

３ Ｆ４ 1１ 蛇紋岩 5０．０ （21.2） （7.0） （7.0） ｅ

４ Ｇ５ 1１ 班れい岩 (100.5） （51.2） (26.8） (185.7） ２Ａ ａ 58-114

５ Ｄ５ 111 蛇紋岩 (107.7） 5１．４ 2７．２ (232.4） ２Ａ ａ 58-115

６ Ｅ４ 111 班れい岩 （85.5） 5３．５ 1９．９ (1543） ２Ａ ｂ 58-116

７ Ｇ５ 111 凝灰岩 132.2 5５．７ 3４．７ 366.8 ２Ａ 58-117

８ Ｇ５ IⅡ 蛇紋岩 (28.9） (31.0） 9.9 (13.5） ｅ 58-118

９ SＢｌ 111 蛇紋岩 (62.2） （26.1） （6.5） （14.7） ｅ

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 挿図番号 備考
１ Ｆ４ Ｉ 花崗岩 120.1 9７．３ 6０．４ 1,067.1 ２Ｂ 59-121 滑らかな磨痕
２ Ｄ５ 1１ 凝灰岩 1１０．３ 7８．９ 5０．７ 519.1 ２Ｂ 3.2.0ア

３ Ｄ５ 1１ 凝灰岩 １０７．０ 8３．４ 3７．３ 394.9 ２Ｂ ２．２．０ア

４ Ｅ３ 1１ 凝灰岩 (108.4） （86.5） 4８．９ （600.4） ２Ｂ 滑らかな磨痕
５ Ｆ４ 1１ 凝灰岩 (100.0） （81.6） (34.5） （359.7） ２Ｂ ３．１．０アウ

６ Ｆ４ 1１ 凝灰岩 130.0 109.5 5４．３ 991.3 ２Ｂ ザラつく磨痕
７ Ｆ４ 1１ 凝灰岩 121.0 8７．８ 4０．５ 587.1 ２， ザラつく磨痕
８ Ｇ５ 1１ 凝灰岩 １０９．７ 7８．３ 4５．０ 464.3 ２Ｂ １．１．０ア

９ Ｇ５ 1１ 凝灰岩 (113.4） (49.7） (47.6） （482.3） ２Ｂ ザラつく磨痕
１０ Ｄ４ 111 凝灰岩 (98.1） (98.1） (52.7） （492.2） ｌＢ ザラつく磨痕
1１ Ｄ４ 111 凝灰岩 136.2 120.0 6７．６ 1,400.0 ２Ｂ ザラつく磨痕
1２ Ｄ４ 111 凝灰岩 8３．６ 7７．３ 6０．４ 442.2 ２Ｂ ザラつく磨痕
１３ Ｄ５ 111 凝灰岩 9０．５ 7８．４ 3８．６ 281.5 ２Ｂ １．１．０ウ

１４ Ｄ６ 111 凝灰岩 103.2 7８．９ 5５．３ 531.6 ２Ｂ ２．２．０ア

１５ Ｄ６ 111 凝灰岩 129.8 7５．８ 4６．８ 483.9 ２， ２．－．０ア

1６ Ｄ６ 111 凝灰岩 9３．７ 8９．７ 4４．３ 514.3 ２Ｂ 1.1.0ア

1７ Ｄ６ 111 凝灰岩 9６．１ 4７．９ 4６．６ 277.2 ２， ザラつく磨痕
1８ Ｄ６ 111 凝灰岩 1０４．４ 9５．６ 5２．９ 693.4 ２Ｂ ザラつく磨痕
1９ Ｄ６ 111 凝灰岩 97.0 7１．３ 4３．４ 396.3 ２Ｂ １．１．０ア

2０ Ｅ３ 111 凝灰岩 109.7 4４．９ 5２．５ 300.3 ２， ２．２．２ア

2１ Ｅ４ 111 凝灰岩 (138.4） (115.0） 4４．８ （960.8） ２Ｂ １．１．０ア

2２ Ｅ４ 111 凝灰岩 119.7 7７．６ 5５．４ 677.9 ２， ２．２．０ア

2３ Ｅ４ 111 凝灰岩 8４．４ 7３．１ 4９．２ 354.2 ２Ｂ ザラつく磨痕
2４ Ｅ４ 111 凝灰岩 101.2 7４．２ 5４．２ 444.1 ２Ｂ ２．１．０ウ

2５ Ｅ４ 111 凝灰岩 9０．５ 8２．５ 3４．８ 364.9 ２Ｂ １．１．０ア

2６ Ｆ３ 111 凝灰岩 9９．６ 8１．１ 4８．６ 504.0 ２Ｂ １．１．０ア

2７ Ｆ３ ⅡＩ 凝灰岩 7８．６ 5３．０ 4１．３ 215.5 ２Ｂ ２．１．０ア

2８ Ｆ４ 111 凝灰岩 （78.9） 6２．０ 4１．４ （189.6） ２Ｂ １．１．０イ

2９ Ｆ４ 111 凝灰岩 9３．７ 4３．９ 3８．８ １７５．６ ２Ｂ ザラつく磨痕
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3０ Ｆ４ 111 凝灰岩 8０．５ 6９．６ 3０．７ 193.1 ２Ｂ １．１．０ア

3１ Ｆ４ 111 花崗岩 1116 7８．３ 4８．２ 636.5 ２Ｂ ザラつく磨痕

3２ Ｆ４ 111 凝灰岩 120.9 7１．６ 4２．１ 456.8 ２Ｂ ザラつく磨痕

3３ Ｆ４ 111 凝灰岩 87.1 6４．０ 3３．４ 218.1 ２Ｂ 59-123 ２．２．０ウ

3４ Ｆ４ 111 凝灰岩 82.0 7７．７ 4７．６ 408.7 ２Ｂ ２．１．０ア

3５ Ｅ４ 111 凝灰岩 9２．６ 8９．８ 4５．２ 459.6 ｌＢ 59-124 ２．１．０ウ

3６ Ｆ４ 111 凝灰岩 113.1 6９．１ 5２．１ 503.7 ２Ｃ ２．２．２ア

3７ Ｆ４ 111 凝灰岩 9９．４ 7７．１ 4１．６ 391.4 ２Ｂ ザラつく磨痕

3８ Ｆ４ 111 凝灰岩 104.3 7４．２ 3７．７ 433.3 ２， 59-125 0．３．０ア

3９ Ｆ４ 111 凝灰岩 7３．４ 6３．６ 4９．８ 284.4 ２Ｂ ザラつく磨痕

4０ Ｆ４ 111 凝灰岩 lＯＬ６ 4４．１ 4２．０ 209.5 ２Ａ 59-126 ザラつく磨痕

4１ Ｆ４ IⅡ 凝灰岩 １２６．１ 8８．２ 4９．９ 686.7 ３Ｄ ザラつく磨痕

4２ Ｆ４ 111 凝灰岩 9５．３ 7１．４ 4３．６ 419.4 ２Ｂ ２．２．０ア

4３ Ｆ４ 111 凝灰岩 (101.5） （87.8） (43.8） （458.0） ２Ｂ ザラつく磨痕

4４ Ｆ４ 111 凝灰岩 (１１１５） （68.5） 3３．４ （349.2） ２Ｂ １．０．０ア

4５ Ｆ４ 111 凝灰岩 9３．９ 7７．０ 4１．４ 386.5 ２Ｂ ザラつく磨痕

4６ Ｆ４ IⅡ 凝灰岩 １４９．６ 7８．６ 5１．４ 886.2 ２Ｂ 59-127 滑らかな磨痕

4７ Ｆ４ IⅡ 凝灰岩 111.9 101.4 5３．３ 739.2 ２Ｂ ２．０．０ア

4８ Ｆ４ 111 凝灰岩 9４．１ (86.0） 5２．５ （514.5） ２Ｂ ザラつく磨痕

4９ Ｆ４ 111 凝灰岩 （83.0） 7０．３ 3６．５ （266.5） ２Ｂ 1.1.0ア

5０ Ｆ４ 111 凝灰岩 5８．８ 5６．１ 3８．９ 155.9 ｌＢ 59-130 ザラつく磨痕

5１ Ｆ４ 111 凝灰岩 9７．７ 7１．４ 6１．５ 536.0 ２Ｂ ザラつく磨痕

5２ Ｆ４ 111 凝灰岩 (105.3） （71.7） 3７．０ （452.0） ２Ｂ ２．２．０ア

5３ Ｆ４ 111 凝灰岩 138.8 8５．８ 5０．１ 968.5 ３Ｄ 59-128 2.2.0ア

5４ Ｆ４ 111 凝灰岩 1０１．３ 8８．３ 5０．８ 490.7 ３Ｃ 59-129 １．０．０ア

5５ Ｆ４ 111 凝灰岩 １１５．４ 7５．８ 4７．０ 496.7 ２Ｂ ２．２．０ア

5６ Ｆ４ IⅡ 凝灰岩 9３．６ 8４．０ 3５．３ 367.2 ２Ｂ １．１．０イ

5７ Ｆ４ 111 凝灰岩 111.7 8９．０ 6０．６ 780.5 ２， ２．２．０ア

5８ Ｆ４ 111 凝灰岩 6４．２ 5７．４ 2３．９ 1０６．０ ２Ｂ ザラつく磨痕

5９ Ｆ４ IⅡ 凝灰岩 １０３．２ （72.5） 5６．４ （540.9） ２Ｂ ザラつく磨痕

6０ Ｆ４ 111 凝灰岩 １０３．３ 9５．２ 6６．９ 825.7 ２Ｂ ザラつく磨痕

6１ Ｆ４ 111 凝灰岩 110.3 9９．６ 6２．２ 854.0 ２Ｂ ザラつく磨痕

6２ Ｆ４ 111 凝灰岩 (100.8） （88.2） (49.8） （500.7） ２Ｂ ザラつく磨痕

6３ Ｆ４ 111 凝灰岩 (108.1） （99.2） (73.9） （882.6） ２Ｂ ザラつく磨痕

6４ Ｆ４ 111 凝灰岩 118.4 9７．４ 5４．８ 727.1 ２Ｂ ０．２．０ア

6５ Ｆ４ 111 凝灰岩 122.1 102.5 5２．８ 902.8 ２Ｂ ザラつく磨痕

6６ Ｆ４ 111 凝灰岩 132.8 1０３．４ 5２．６ 957.2 ２， １．２．０ア

6７ Ｆ４ 111 凝灰岩 9４．７ 8３．５ 5８．５ 553.2 ２Ｂ ザラつく磨痕

6８ Ｆ５ 111 凝灰岩 7８．２ 6４．９ 4２．０ 241.9 ２Ｂ 59-131 １．１．０イ

6９ Ｆ６ ⅡＩ 凝灰岩 123.6 8９．４ 4７．６ 669.9 ２Ｂ ザラつく磨痕

7０ Ｆ７ 111 凝灰岩 111.4 9８．２ 4７．５ 651.0 ２Ｂ ザラつく磨痕

7１ Ｆ７ 111 凝灰岩 106.1 7０．９ 5６．３ 532.4 ３Ｄ ザラつく磨痕

7２ Ｆ７ IⅡ 凝灰岩 1０８．８ 8９．９ 5１．０ 603.4 ２Ｂ ザラつく磨痕

7３ Ｆ７ 111 凝灰岩 1０５．４ 7４７ 4８．３ 487.7 ２， ザラつく磨痕

7４ Ｇ３ 111 凝灰岩 105.9 9２．４ 6０．２ 654.9 ２Ｂ ザラつく磨痕

7５ Ｇ４ Ⅲ 凝灰岩 9３．１ 8１．５ 5４．７ 499.5 ２Ｂ １．１．０ア

7６ Ｇ４ 111 凝灰岩 9９．３ 8４．５ 5７．２ 612.8 ２Ｂ ２．１．０ウ

7７ Ｇ４ 111 凝灰岩 149.6 7７．７ 6２．２ 1，１１２．４ ４ 5９－１３３ 長軸一端に敲打痕

7８ Ｇ４ 111 凝灰岩 132.3 １１５．０ 5２．５ 998.0 ２Ｂ ザラつく磨痕

7９ Ｇ４ 111 凝灰岩 8６．４ 7７．４ 5８．４ 466.7 ２Ｂ １．１．０ア

8０ Ｇ４ 111 凝灰岩 9９．３ 5９．２ 4３．４ 342.9 ２Ｂ １．１．０ウ

8１ Ｇ４ 111 凝灰岩 113.6 １０４．４ 4２．８ 554.3 ２， 59-132 ２．２．０ア
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8２ Ｇ４ 111 凝灰岩 100.5 6４．５ 4４．１ 381.9 ２Ｂ ２．２．０ア

8３ Ｇ４ 111 凝灰岩 119.1 1０６．４ 6２．０ 1,041.8 ２Ｂ ザラつく磨痕
8４ Ｇ４ 111 凝灰岩 111.5 7９．２ 5４．２ 574.2 ２Ｂ ２．０．０ア

8５ Ｇ４ 111 凝灰岩 9５．８ 67.1 3９．４ 340.6 ２Ｂ 1.1.0ウ

8６ Ｇ４ 111 凝灰岩 7６．１ 5９．６ 4３．７ 205.4 ２Ｂ 1.1.0アイ
8７ Ｇ５ 111 凝灰岩 119.7 5３．６ 3６．２ 312.0 ２Ｂ 60-134 ２．３．４アイ
8８ Ｇ４ 111 凝灰岩 8０．３ 58.1 4５．７ 265.1 ２Ｂ 1.0.0ウ

8９ Ｇ５ 111 凝灰岩 122.6 115.7 5４．４ １，０７７．１ ２Ｂ ザラつく磨痕
9０ Ｇ５ 111 凝灰岩 111.4 9９．６ 7７．８ 1,280.0 ３Ｂ 60-135 ザラつく磨痕
9１ Ｇ５ 111 凝灰岩 8５．４ 5８．３ 4１．４ 259.1 ２Ｂ １．１．０ア

9２ Ｇ５ 111 凝灰岩 (132.9） 108.3 6７．２ (1,036.1） ２Ｂ ザラつく磨痕
9３ Ｇ５ 111 凝灰岩 9６．８ 7５．８ 4７．８ 404.5 ２Ｂ ３．１．０ア

9４ Ｇ５ 111 凝灰岩 140.8 １０６．５ 8８．４ 1,500.0 ２Ｂ ３．１．０ア

9５ Ｇ５ 111 凝灰岩 7６．６ 6１．８ 4５．７ 233.7 ２Ｂ １．１．０アイ

9６ Ｇ５ 111 凝灰岩 (74.3） 7９．５ 5２．６ （329.8） ２Ｂ ２．２．０アウ

9７ Ｇ５ 111 凝灰岩 (134.6） 8２．７ 4２．２ （595.0） ２， ２．２．０アイ

9８ Ｇ５ 111 凝灰岩 129.4 8０．６ 4７．２ 554.5 ２Ｂ 60-136 ２．２．２イ

9９ Ｇ５ 111 凝灰岩 （87.3） 8１．２ 4６．２ （４０Ｌ６） ２Ｂ 1.1.0ア

100 Ｇ５ 111 凝灰岩 104.1 7９．２ 6１．７ 605.7 ２Ｂ １．０．０ア

101 Ｇ５ 111 凝灰岩 115.9 8０．３ 4０．５ 460.9 ２Ｃ １．１．０ア

102 Ｇ５ 111 凝灰岩 107.7 9６．５ 6７．５ 907.5 ２Ｂ ２．２．０ウ

1０３ Ｇ５ 111 凝灰岩 9７．８ 6６．９ 5４．４ 371.1 ２Ｂ ２．２．０ア

1０４ Ｇ５ 111 凝灰岩 9６．５ 8９．２ 7３．６ 765.8 ２Ｂ 滑らかな磨痕

１０５ Ｇ５ 111 凝灰岩 1０６．７ 7１．９ 5２．５ 501.8 ２Ｂ ２．２．０ア

106 Ｇ５ 111 凝灰岩 131.9 8０．７ 5１．３ 779.8 ２Ｂ ２．２．０ア

107 Ｇ５ ⅡＩ 凝灰岩 134.0 105.8 6２．１ 1,099.7 ２Ｂ ザラつく磨痕

108 Ｇ５ IⅡ 凝灰岩 128.1 9４．６ 5５．７ 827.8 ２Ｂ ザラつく磨痕

109 Ｇ５ 111 凝灰岩 8７．４ 6８．６ 4８．２ 345.2 ２Ｂ 1.1.0ア

1１０ Ｇ５ 111 凝灰岩 8３．５ 6８．９ 4３．３ 259.8 ２Ｂ ２．２．２アイ

111 Ｇ５ 111 凝灰岩 （97.3） (61.0） (60.3） （323.7） ２Ｂ ザラつく磨痕

112 Ｇ５ IⅡ 凝灰岩 (69.2） 8３．５ 3３．８ （243.4） ２Ｃ ザラつく磨痕

1１３ Ｇ５ 111 凝灰岩 141.2 8０．２ 5３．３ 698.2 ２， 60-137 ２．３．０アウ

114 Ｇ５ 111 凝灰岩 １７４．０ 150.6 8６．０ ２，９４０．０ ２Ｂ ザラつく磨痕

115 Ｇ５ 111 凝灰岩 124.0 102.2 7６．１ 1,250.0 ２Ｂ １．０．０ア

116 Ｇ５ 111 凝灰岩 101.1 8１．６ 6３．７ 666.9 ２， １．１．０ア

117 Ｇ５ IⅡ 凝灰岩 111.3 9７．０ 6９．９ １，０１１．４ ２Ｂ ザラつく磨痕

118 Ｇ５ 111 凝灰岩 1０４．５２ 9４．０ 5９．３ 749.7 ２Ｂ ２．１．０ウ

119 Ｇ５ IⅡ 凝灰岩 110.3 9４．７ 5３．３ 666.6 ２Ｂ ザラつく磨痕

120 Ｇ５ 111 凝灰岩 150.4 8７．３ 5３．５ １，０１７．７ ２， 60-138 ２．１．０ア

121 Ｇ６ ⅡＩ 凝灰岩 1０８．６ 9５．０ 5４．７ 598.6 ２Ｂ １．２．２ア

１２２ Ｇ６ 111 凝灰岩 118.9 9６．４ 5４．６ 814.3 ２， 1.0.0ア

123 Ｇ７ IⅡ 凝灰岩 127.3 8９．５ 4４．１ 696.4 ２Ｃ ザラつく磨痕

124 Ｈ３ 111 凝灰岩 108.6 8９．２ 5５．９ 741.3 ２Ｂ ２．２．０ア

125 Ｈ４ 111 凝灰岩 120.7 9２．８ 716 996.6 ２Ｂ ザラつく磨痕

１２６ Ｈ４ 111 凝灰岩 9４．５ 6９．３ 3０．５ 218.4 ２， ザラつく磨痕

127 Ｈ４ 111 凝灰岩 112.9 （82.7） 5２．５ （541.0） ２， ザラつく磨痕

128 Ｈ４ 111 凝灰岩 6９．６ 5１．８ 3３．２ 154.5 ２Ｂ 60-142 ザラつく磨痕

129 Ｈ４ 111 凝灰岩 9９．８ 7７．４ 4４．５ 368.8 ２Ｂ ザラつく磨痕

130 Ｈ４ 111 凝灰岩 １１５．８ 8０．５ 5０．８ 603.2 ２Ｂ ザラつく磨痕

131 Ｈ４ ⅡＩ 凝灰岩 174.0 100.9 5７．４ 1,550.0 ２Ｂ 60-141 ザラつく磨痕

132 Ｈ４ 111 凝灰岩 117.2 7７．５ 5１．１ 585.2 ２Ｂ ザラつく磨痕ウ

133 Ｈ４ IⅡ 凝灰岩 119.5 7８．９ 3６．９ 412.5 ２Ｂ 60-139 ３．２．０アウ
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石皿

[輯需慧iｌ

１３４ Ｈ４ ⅡＩ 凝灰岩 135.2 8６．４ 6４．２ １，１９３．２ ２， ２．２．０ウ

１３５ Ｈ４ 111 凝灰岩 105.8 6１．０ 4３．８ 299.7 ２Ｂ ザラつく磨痕

１３６ Ｈ４ ⅡＩ 凝灰岩 9９．３ 7０．８ 2６．１ 232.4 ２Ｃ １．１．０イ

137 Ｈ４ 111 凝灰岩 １０２．６ 7７．９ 5７．６ 616.2 ２Ｂ １．０．０ウ

138 Ｈ４ 111 凝灰岩 123.0 （66.8） 4９．６ （501.4） ２Ｂ 2.1.0ウ

１３９ Ｈ４ 111 凝灰岩 8６．２ 5９．９ 5４．５ 274.2 ２Ｂ 1.1.2ア

140 Ｈ４ ⅡＩ 凝灰岩 8１．９ 5９．２ 3４．３ 210.1 ２Ｂ １．０．０ア

141 Ｈ４ 111 凝灰岩 9６．３ 7９．５ 4６．３ 459.0 ２Ｂ ２．２．０アイ

142 Ｈ４ ⅡＩ 凝灰岩 186.0 １６３．０ 7１．８ ２，４５０．０ ２Ｂ 60-140 ザラつく磨痕

143 Ｈ５ 111 凝灰岩 (123.3） （68.9） (37.7） （358.4） ２Ｂ ２．２．０ア

144 Ｈ５ 111 凝灰岩 8８．４ 7３．３ 3７．６ 314.3 ２Ｂ ザラつく磨痕

145 Ｈ５ 111 凝灰岩 9５．８ 6５．７ 2９．６ 235.8 ２Ｂ 1.2.0イ

146 Ｈ５ 111 凝灰岩 60.1 7５．８ 3９．３ 207.3 ２Ｂ １．０．０ア

147 Ｈ５ 111 凝灰岩 169.0 8９．１ 5５．６ １，１００．８ ２， ２．１．０ウ

148 Ｈ５ 111 凝灰岩 9７．７ 8６．５ 5６．０ 499.1 ２Ｂ ザラつく磨痕

149 Ｈ５ 111 凝灰岩 （88.8） 7２．５ 4６．６ （357.5） ２Ｂ １．１．０ア

150 Ｈ５ 111 凝灰岩 7９．８ 6２．６ 4５．６ 260.3 ２Ｂ 1.2.0ア

151 Ｈ５ 111 凝灰岩 (133.5） 7４．７ 4５．１ （533.3） ２Ｂ ザラつく磨痕

152 Ｈ５ 111 凝灰岩 104.5 (67.2） 6５．８ （588.6） ２Ｂ ザラつく磨痕

153 Ｈ５ IⅡ 凝灰岩 (62.5） 47.1 3７．８ （123.1） ２Ｂ ザラつく磨痕

154 Ｈ５ 111 凝灰岩 (99.7） 7４．４ 5２．５ （513.1） ２Ｂ ２．２．０アウ

155 Ｈ５ 111 凝灰岩 9３．６ 7２．８ 3１．６ 225.5 ２Ｃ 60-143 1．２．０イ

156 Ｈ５ 111 凝灰岩 1０３．５ 7２．４ 3７．２ 314.9 ２Ｂ ザラつく磨痕

157 Ｈ５ 111 凝灰岩 (110.2） 62.1 5４．６ （377.2） ２Ｂ ３．２．０ア

158 Ｈ５ 1１ 凝灰岩 １１１．５ 7８．０ 5７．９ 598.8 ２Ｂ ２．２．０ウ

159 Ｈ５ 111 凝灰岩 １２２．３ 9６．２ 6４．８ 892.3 ２Ｂ ザラつく磨痕

160 Ｈ５ 111 凝灰岩 122.5 110.9 5６．３ 939.6 ２Ｂ ザラつく磨痕

１６１ １４ IⅡ 凝灰岩 9７．７ 8５．５ 5１．７ 489.9 ２Ｂ ザラつく磨痕

１６２ １４ 111 凝灰岩 6７．８ 5５．３ 3４．９ 152.8 ２Ｂ ザラつく磨痕

163 Ｄ４ ⅡＩ 凝灰岩 112.8 6１．５ 4０．３ 375.4 ４ 59-122 長軸一端に敲打痕

164 Ｇ３ Ｖ 凝灰岩 9８．５ 8７．１ 4５．２ 486.7 ２Ｂ 60-144 ザラつく磨痕

165 Ｇ３ Ｖ 凝灰岩 130.3 (108.4） 7５．８ (1,250.0） ２Ｂ ザラつく磨痕

166 Ｇ３ Ｖ 凝灰岩 124.5 6０．２ 4６．７ 487.4 ４ 長軸一端に敲打痕

167 Ｇ３ Ｖ 流紋岩 (92.7） 7５．２ 5４．５ （568.7） ４ 長軸一端に敲打痕

168 Ｇ３ Ｖ 凝灰岩 134.5 6７．１ 5７．７ 571.8 ４ 長軸一端に敲打痕

169 Ｇ４ Ｖ 凝灰岩 9９．６ （74.8） 4５．５ （431.7） ２Ｂ 60-145 １．１．０ア

１７０ １４ Ｖ 凝灰岩 (118.6） 7４．２ 6４．４ （649.2） ２Ｂ ザラつく磨痕

１７１ Ｆ４ 凝灰岩 8４．８ 6８．４ 5５．６ 354.3 ２Ｂ ザラつく磨痕

172 表採 凝灰岩 (105.8） 8７．０ 5１．１ （616.0） ２Ｂ ザラつく磨痕

173 ＳＢ１ 111 凝灰岩 1０１．５ 6３．１ 6１．６ 519.9 ２Ａ 50-14 ザラつく磨痕

174 SＢｌ 111 凝灰岩 （70.8） 9７．９ 5０．３ （415.0） ２Ｂ ザラつく磨痕

175 SＢ１ 111 凝灰岩 208.0 128.0 7９．０ 2,400.0 ２Ｂ 50-15 ザラつく磨痕

176 SＢｌ 1Ｖ 凝灰岩 9１．２ 6６．８ 4０．３ 321.1 ２Ｃ 長軸一端に敲打痕

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 挿図番号 備考

１ Ｇ５ 1１ 凝灰岩 206.0 181.0 6６．０ ３，３５０．０ 61-146

２ Ｈ４ 111 凝灰岩 (238.0） 215.0 8３．０ (4,550.0） 61-147

３ Ｈ５ 111 凝灰岩 228.0 191.0 9０．０ 5,000.0 61-148

４ Ｇ３ Ｖ 凝灰岩 395.0 26ＬＯ 122.0 (15,300.0） 61-149
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４石製品

石製品としては、石剣１点、独鈷石１点、玉４点である。

石剣は、Ｄ５区で出土した。縄文晩期後半の土器がまとまって出士した地点で、土器の出土層より

やや下層である。身は真直で先が欠損している。長さは14.4cmである。柄頭部は幅3.7cm、厚さ1.8ｃｍ

で、柄部は幅2.8cm、厚さ1.4cmである。擦痕が全面に見られる。石材は粘板岩製である。

独鈷石は凝灰岩製で、形態は、中央部に隆起がなく、両頭部が半球状をなす１－３型である（鈴木
1981)。

玉はＦ６．Ｆ７区で４個出土しているが、１個は欠損していて３分の１ほどである。いずれも滑石

製で、外径13mm、厚さ４～６mmで、直径５mmから３mmの孔が片面穿孔されている。出土状況、形態等
から見て、４個は関連性の高いものであろう。

２

○［

②■懸一⑬弍葱
CID,ロココ‘ロコ，

国画 ⑬
０５ｃｍ

曰

０２ｃｍ

芒－ヨー

第62図Ａ地点出土の石製品
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５士製品

縄文時代の土製品は、土偶および土製円盤が出土している。いずれも時期の明確な遺構にともなう

ものはない。形態からみてそれぞれ晩期、中期の時期が考えられる。

土偶（第63図１～３、図版１８）

１はピット（Pl9）を掘削中に、ピットの壁面よりやや奥に入り込んだ状態で出土しており、もと

もとは包含層に含まれていた可能性がある。ピットからは時期を確定できる資料は出土していない。

また同一グリッド（Ｆ７）内で、胎士等の観察からこれと同一個体とみられる土偶腕部片（２）が出

土している。にぶい黄燈色を呈し、胎土にごく細かい植物繊維を含む。頭部は逆三角に近い横長の楕

円形である。口は浅い凹で表される。目は当初一文字に貼付されていたらしい横位の隆帯を切る形で、

Ｌ字状の沈線で表されている。横位の隆帯は眉を強調したものと思われるが、眉間の粘土の盛り上が

りは、沈線をはさんで両側のそれに比べて低くなっている。製作上ひとつづきの粘土紐を貼付しては

いるが、意図的に左右の眉を独立して表出せしめんとしている。鼻はさほど高さがなく、稜も暖昧で

のっぺりしている。この部分の粘土は、眉の部分のそれに先んじて貼付されている様子が観察できる。

後頭部の左右の端よりに指で軽く押さえたようなへこみが認められる他、その部分を通って楕円形に

浅くヒビが一周している。頚部の破損面では観察できないが、頭部の製作方法を示すものかもしれな

い。

２は士偶の左肩から胸の部分に相当する破片である。１の士|禺と同一個体と考えられるが、接合は

しない。やや突出した感のある肩部が特徴的であり、これを巡るように沈線がひかれている。背面の

沈線は表のものに比べて浅い傾向にあり、厳格な規則性を欠くが表裏の相関性を意識した構成を有す

る。

３は体内に貫通孔を有する土偶の胴部以下の部分であり、２つの破片からなる。これらはぼぼ同じ

高さで約３～４cm離れた地点から出土している。脚部の先端を欠くが、ｌ～２ｃｍくらいの短い足がつ

くと推測される。黄灰色を呈し、無文である。焼成は良好。全体に丁寧な整形がなきれているが、左

右側面および股間の溝状の浅い凹には、ヘラ状の工具を用いて成形がなされた痕が認められる。貫通

孔は直径0.5cm程の円形で､孔内の擦痕の観察より股間から上にむかって穿孔されたことが判る。孔内

には赤色顔料が付着しており、元は孔全面に塗朱されていたのではないかと思われる。現時点ではこ

れ以外に赤色顔料の残留は確認できなかった。孔はちょうど胴が括れるあたりで横につぶれた形に

なっている。前後を軽く押すなどした最終的な整形によるものかとも考えられる。このことは少なく

とも焼成時に於いて、土偶の体内に棒状工具あるいは木芯は残っていなかったことを示し、孔内に赤

色顔料が付着していることと合わせて、この貫通孔はより精神的、象徴的な意味を持つと思われる。

土製円盤（第63図４，図版１８）

１点出土している。直径３cm程で、周辺に研磨された箇所が認められるが、全体に不整形である。

利用されている土器片は中期のものと考えられる。隆帯が貼付され、ＲＬの縄文が施文されている。
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第５節自然科学的分析

Ａ地点においては、自然科学的分析として、水さらし場遺構の底部により出土したクルミによる年

代測定と、水さらし場遺構内の堆積物および周辺の４か所の花粉分析と、同じく遺構内の大型植物遺

体の同定、さらに昆虫遺体の検出を行った。以下、㈱パレオ・ラボに委託した年代測定と自然科学的

分析の結果および昆虫遺体について記述する。

放射'性炭素年代測定

１．放射性炭素年代測定について

試料は、酸・アルカリ処理を施して不純物を取り除き、炭化リチウム（カーバイド）の生成後、加

水分解によりアセチレンを生成した。

測定は、約一ケ月放置した後、精製したアセチレンを比例計数管(400cc）を用いて、β一線を計数し

て年代値を算出した。その結果は下記に示す。

なお、年代値の算出にはl4Cの半減期としてLibbyの半減期5570年を使用した。また、付記した年

代誤差は、計数値の標準偏差ぴに基づいて算出し、標準偏差（Onesigma）に相当する年代である。

暦年代の補正は、ＣＡＬＩB3.0(StuiverandReimer，1993:IBM-PC用:Reference(Pearsonand

Stuiver,1993)）を使用した６

2．放射性炭素年代測定結果

：メENO．

〈引用文献〉

Stuiver,Ｍ・andReimer,ＰＪ．（1993）Extendedl4CdatabaseandrevisedCALIB3､014CAgeCalibration

Program．

山形秀樹（パレオ・ラボ）

測定NＣ 試料 '4Ｃ年代ｲ直（1950年よりの年数） 暦年代（１ぴ）

ＰＬＤ－ｌＯ８ オニグルミ殼片

(Ａ地点水さらし場）

2,730±９０ｙｒＢＰ（BC780年） BC840年BC980-970

BC940-810
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カクシクレ遺跡（Ａ地点）の自然科学分析

新山雅広（パレオ・ラボ）

１．はじめに

カクシクレ遺跡は丹生川村折敷地に所在し、荒城川左岸の段丘上に立地する。本遺跡は、Ａ、Ｂ、

Ｃの３地点で発掘調査が行われ、Ａ地点では縄文時代中期の竪穴住居跡や出土遺物から縄文時代晩期

と推定される（放射性炭素年代測定では2,730±90yrBPの年代が得られている）水さらし場遺構が検

出されている。今回は、水さらし場遣構内の堆積物などを用いて花粉化石群集および大型植物化石群
集の検討を行い、遺跡周辺の古植生復元を試みた。

２．花粉化石

ａ・試料と方法

花粉化石群集の検討を行った試料は、試料１～４の計４試料である。各試料を採取した地点は次の

通りである。試料ｌは水さらし場遣構内堆積物、試料２はオニグルミが集中して多量に出土した地点

（クルミ集中地点、Ｆ４区）の覆土、試料３は水さらし場遺構下流部（Ｆ４区）の木材遺体直上の覆

土、試料４はその木材遺体の直下の堆積物。

花粉化石の抽出は、試料約２９を１０％水酸化カリウム処理（湯煎約15分）による粒子分離、傾斜法

による粗粒砂除去、フシ化水素酸処理(約30分)による珪酸塩鉱物などの溶解、アセトリシス処理(氷

酢酸による脱水、濃硫酸１に対して無水酢酸９の混液で湯煎約５分）の順に物理・化学的処理を施す

ことにより行った。なお、フシ化水素酸処理後、重液分離（臭化亜鉛を比重2.15に調整）による有機

物の儂集を行った。プレパラート作成は、残澄を蒸留水で適量に希釈し、十分に攪拝した後マイクロ

ピペットで取り、グリセリンで封入した。検鏡は、プレパラート全面を走査し、花粉化石の産出個数

が十分な試料については樹木花粉総数が200個以上になるまで同定･計数した（試料１，２については

プレパラート２枚分について同定・計数した)。その計数結果をもとにして樹木花粉総数が100個以上

の試料については、各分類群の出現率を樹木花粉は樹木花粉総数を基数とし、草本花粉・シダ植物胞

子は花粉・胞子総数を基数として百分率で算出した。ただし、クワ科は草本と樹木のいずれをも含む

分類群であるが、区別が困難なため、ここでは便宜的に草本花粉に含めた。なお、複数の分類群をハ

イフンで結んだものは分類群間の区別が困難なものである。

ｂ、結果

［水さらし場遣構内堆積物（試料１）の花粉化石群集］

同定された分類群数は樹木花粉22、草本花粉６，形態分類で示したシダ植物胞子２である。樹木花

粉の占める割合は約76％と高率である。その中でクリ属が約27％で最も高率を占め、次いでコナラ属

コナラ亜属、トチノキ属が約16％で出現する。他に、マツ属複維管束亜属(約７％)、イチイ科一イヌ

ガヤ科一ヒノキ科(約５％)、ニレ属一ケヤキ属(約４％）などが比較的目立った出現をし、カツラ属、

キハダ属、マタタビ属、ウコギ科、ガマズミ属などが低率で出現する。草本花粉ではイネ科、カヤツ

リグサ科、タデ属、ツリフネソウ属、セリ科、ヨモギ属が低率で出現する。単条型胞子は約13％とや

や目立った出現をする。
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第５表花粉化石一覧表

学名和名
１２３４

樹木

モミ属 Ａｂｉｅｓ ｌｌ

ツガ属 Ｔｓｕｇａ ｌｌ２１

１０１マツ属複維管束亜属PinussubgenDjp1oxylon
マツ属（不明）Pjnus（Unknown）７１２１

８２コウヤマキ属Sciadopjtys
スギ属 Ｃｚｙｐｔｏｍｅｒｊａ ２３５

イチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科Ｔ－Ｃ．－１４２０８

ヤナギ属 Ｓａｌｎ ｌ

２サワグルミ属Pterocarya
４１１１クルミ属Juglans
４４６４サワグルミ属一クルミ属Pterocarya-JugIans
４１１１１７クマシデ属一アサダ属Cazpjnus-0strya

カバノキ属BetuZa ３４９

１９５３ハンノキ属Ａ１ｎｕｓ
２２６１４ブナ属ＦａｇｕＳ

コナラ属コナラ亜属QuercussubgenLepidobalanus ２４１７４６９３

１１４コナラ属アカガシ亜属QuercussubgenQycIobalanopsjs
クリ属Castanea ３９４７７７

シイノキ属Castanopsjs ２１２８

ニレ属一ケヤキ属ＵＺｍｕｓ－ＺｅＩｋｏｖａ ６１６８３

カツラ属Cercidiphyl1um l

サクラ属近似種ｃｆＰｒｕｎｕｓ ｌ

キハダ属Phe1Jodendron ll

ウルシ属Ｂｈｕｓ ２

モチノキ属ｎｅｘ ｌ

カエデ属Ａｃｅｒ ４２７１８

トチノキ属AescuIus ２３９３７４３

マタタビ属Ａｃｔｊｎｊｄｊａ ２

ウコギ科Araliaceae l８

ミズキ属Ｃｏｍｕｓ ｌ

ガマズミ属Ｖ１ｂｕｍｕｍ ｌ

－－－－－－－--－－－－-－－－－－-－－－－－－－－-－￣￣-－－－－－－－-－--－－－－－－－－－－－－－－－－－－－￣￣－－－－－－-－－－－－￣￣－－－－－－￣￣－－￣

草本

イネ科Gramineae l3３０１１４

カヤツリグサ科Cyperaceae５１６１
ユリ科Ｌｉｌｉａｃｅａｅ ｌ

クワ科Moraceae l

タデ属イタドリ節Po1ygonumsect、Reynoutrial
アカザ科一ヒユ科Chenopodiaceae-Amaranthaceae ll

アブラナ科Ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ ｌ

ツリフネソウ属Zmpatjens４３
セリ科Ｕｍｂｅｌｌｉｆｅｒａｅ ２１

ヨモギ届Artemisia ３２４３２

他のキク亜科otherTubuliflorae ８１０

タンポポ亜科Liguliflorae－１６
－－－－－－-－－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

シダ植物

単条型胞子Monoletespore２７５７１５
三条型胞子Triletespore ２１２８１

－－－－－－－－－－－－-－－￣￣－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－---－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－

樹木花粉Ａｒｂｏｒｅａｌｐｏｌｌｅｎｌ４７１１７２０３２５６
草本花粉Nonarborealpollen２８８５３２８
シダ植物胞子Spores２９６９９６
花粉・胞子総数TotalPollen＆Spores２０４２０８３３４２７０

1３１２２１５Uｎｋｎｏｗｎｐｏｌｌｅｎ不明花粉
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樹木花粉 草本花粉・シダ植物胞子
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（樹木花粉は樹木花粉総数，草本花粉・胞子は総花粉・胞子数を基数として百分率で算出した）

第64図花粉化石分布図

１：水さらし場遣構内堆積物２：オニグルミ集中出土地点覆土

３：下流部木材遺体直上覆土４：下流部木材遺体直下堆積物

［オニグルミ集中出土地点覆土（試料２）の花粉化石群集］

同定された分類群数は樹木花粉17、草本花粉９である。樹木花粉の占める割合は約56％である。そ

の中でクリ属が約40％と最も高率を占め、次いでコナラ属コナラ亜属が約１５％、ニレ属一ケヤキ属が

約１４％で出現する。他に、ハンノキ属、トチノキ属が約８％と比較的目立った出現をし、サクラ属近

似種、ミズキ属などが１％未満の低率で出現する。草本花粉では、イネ科(約１５％)、ヨモギ属(約１２％)、

タンポポ亜科（約８％）がやや目立った出現をし、ユリ科、アブラナ科などが１％未満の低率で出現

する。

［下流部木材遺体直上覆土（試料３）の花粉化石群集］

同定された分類群数は樹木花粉23、草本花粉６，形態分類で示したシダ植物胞子２である。樹木花

粉の占める割合は約61％である。その中でコナラ属コナラ亜属が約27％と最も高率を占め、次いでト

チノキ属(約１８％)、カエデ属(約１３％)が出現する。他に、イチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科(約７％)、

クマシデ属一アサダ属（約５％）が比較的目立った出現をする。草本花粉ではイネ科、カヤツリグサ

科、クワ科、アカザ科一ヒユ科、ヨモギ属、他のキク亜科が低率で出現する。シダ植物胞子は約30％

と比較的高率である。

［下流部木材遺体直下堆積物（試料４）の花粉化石群集］

同定された分類群数は樹木花粉20、草本花粉４，形態分類で示したシダ植物胞子２である。樹木花

粉の占める割合は、約95％と高率である。その中でコナラ属コナラ亜属が約36％で最も高率を占める。

次いでトチノキ属が約17％で出現する。他に、スギ属(約８％)、カエデ属(約７％)、クマシデ属一ア

サダ属（約７％)、ブナ属（約５％）などが目立った出現をする。草本花粉では、イネ科、カヤツリグ

サ科、セリ科、ヨモギ属が低率で出現する。
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Ｃ・考察

縄文時代晩期の遺跡周辺には、落葉広葉樹のコナラ属コナラ亜属、クリ属を主とした森林が成立し

ていたものと思われる。他に、クマシデ属一アサダ属(大型植物化石ではサワシバが出土)、カバノキ

属、ニレ属一ケヤキ属などの落葉広葉樹や針葉樹のイチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科なども混じって

いた。サワグルミ属一クルミ属、ハンノキ属（大型植物化石ではハンノキ属ヤシャブシ亜属が出士)、

カエデ属、トチノキ属などは主として谷底から谷筋といった所に生育していたものと思われる。遺跡

付近には、幾分湿った所にイネ科、カヤツリグサ科、ツリフネソウ属（大型植物化石ではツリフネソ

ウが出土)、セリ科などが生育しており、幾分乾き気味の所にはタデ属イタドリ節､アカザ科一ヒユ科、

ヨモギ属などが生育していたものと思われる。

３．大型植物化石

ａ・試料と方法

大型植物化石の検討に用いた試料は、水さらし場内堆積物試料である。大型植物化石の採集は堆積

物試料約300ccを0.25mm目の筋を用いて水洗筋分けをすることにより行った。

ｂ・結果

出士した大型植物化石は、木本４分類群、草本７分類群であった。木本ではサワシバ、ハンノキ属

ヤシャブシ亜属、タラノキ、ニワトコが出士し、タラノキ、ニワトコは比較的多産した。草本ではス

ゲ属Ａ、スゲ属Ｂ、タデ属、ヘビイチゴ属、オランダイチゴ属、またはキジムシロ属、ツリフネソウ、

シロネ属、シソ科が出土し、スゲ属Ｂ、タデ属は比較的多産した。これら出土した大型植物化石の一

覧を第６表に示す。

Ｃ、考察

縄文時代晩期の遺跡周辺には、サワシバ、ハンノキ属ヤシャブシ亜属（ヒメヤシャブシ、ヤシャブ

シなど)、タラノキ、ニワトコが生育していた。サワシバは谷沿いなどに、タラノキ、ニワトコは遺跡

付近の開かれた場所に生育していたものと思われる。水さらし場遺構付近の湿った所には、ツリフネ

ソウ、シロネ属などが生育していた。

ｄ・大型植物化石の形態記載

サワシバＱｚゅ/""SCOγzlhzmBlume果実

果実は淡褐色、やや扁平な卵形から楕円形で１０～１２本の縦線がある。

ハンノキ属ヤシャブシ亜属Ａ/""ssubgen.Ａ/"czs〃果実

果実は扁平な両凸レンズ形で縁片は翼状となり、柱頭は２本ある。

タラノキルzz/ｍｅ/[z/zz（Ｍｉｑ)Seemann核

核は褐色ないし茶褐色､側面観は半月状で上面観は扁平。背軸側にはやや明瞭な溝が２～３本ある。

ニワトコＳｔｚ伽"c"ｓｓｊｃ６ｏ/伽"ａ（Ｍｉｑ）BlumeexGraebn・種子

種子は黄褐色、側面観、上面観とも楕円形、表面には波状の凹凸が密にある。

スゲ属ＡＱｚγＥｊｒＡ果実

果実は黒色で２面形、表面には網目模様がある。

スゲ属ＢＱｚγｍＢ果実
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果実は褐色で３稜形。

タデ属Ｐｂ！【ygmz""ｚ果実

第６表水さらし場遺構内堆積物から出土した大型植物化石

数字は300cc当りの個数、（）内は破片の数

分類群 部位個数

木本

サワシバCarpinuscordataBlume 果実１

ハンノキ属ヤシャブシ亜属AlnussubgenAlnaster 果実２

タラノキAraliaelata（Ｍｉｑ）Seemann 核７(3)

ニワトコSambucussieboldiana（Ｍｉｑ）BlumeexGraebn、 種子４(1)
＝－－-－--－－－－－－-－－－－－-－－－-－－－－－－－－－－－－－－－--－－￣￣－－-－－－-－￣￣－－－－－－--－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

草本

スゲ属ＡＣａｒｅｘＡ 果実１

スゲ属ＢＣａｒｅｘＢ 果実１０

タデ属Polygonum 果実６

ヘビイチゴ属、オランダDuchesnea,Fragaria,and/orPotentilla核１

イチゴ属、またはキジムシロ属

ツリフネソウImpatienstextoriMiq・ 種子２

シロネ属Lycopus 果実１

シソ科Labiatae 果実２

果実は光沢のある褐色で２面の倒卵形。

ヘビイチゴ属、オランダイチゴ属、またはキジムシロ属ヘビイチゴ属､オランダイチゴ属、またはキジムシロ属Ｄ"c"s,Ｚｅａ,ＦγzZgzz伽,and/orＰｂ伽ﾉﾉﾉﾉﾋｚ核

核は淡褐色、側面観は歪んだ狭倒卵形、上面観は狭楕円形。

ツリフネソウＩ>'２，α//e"ｓ〃わ〃Miq・種子

種子は黒色で光沢がある。側面観は長倒卵形、上面観は楕円形。表面には不規則な不連続な網目模

様がある。

シロネ属１JﾉCO，"ｓ果実

果実は淡褐色、側面観は長倒卵形、上面観は三角状広倒卵形。向軸面には三角形の大きなへそがあ

る。果実の周囲はコルク質の最外層で覆われる。

シソ科Labiatae果実

果実は茶褐色でやや扁平な球形。下端はやや尖り、小さなへそがある。

４．おわりに

縄文時代晩期の遺跡周辺には、落葉広葉樹のコナラ属コナラ亜属、クリ属を主とした森林が成立し

ていたものと考えられ、ニレ属一ケヤキ属や針葉樹のイチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科なども混じっ

ていた。また、谷底から谷筋などにはサワグルミ属一クルミ属、サワシバ、ハンノキ属、カエデ属、

トチノキ属なども生育しており、開かれた場所には、タラノキ、ニワトコなどが生育していた。水さ

らし場遺構付近の湿った所には、ツリフネソウ、セリ科、シロネ属などが生育していた。
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水さらし場遺構から出土した昆虫遺体群集について

千藤克彦

１．はじめに

昆虫は、生物の中で最も多い種類数を誇り、多様な環境に棲み分けている。昆虫の大部分は年l化

ないし２化性で、世代交代が早く移動能力が高いために、環境に対する適応性が早く、環境の変化に

敏感である。そのため遺跡周辺の狭い地域の古環境の復元に有効である。

カクシクレ遺跡の水さらし場遺構（縄文時代晩期）の泥炭質シルトからは、大量の植物遺体ととも

に、昆虫遺体が発見された。本報告では産出した昆虫化石と、それから推定される古環境について考

察する。

２．分析方法

分析試料は、水さらし場遣構内に堆積していた泥炭質シルトを採取し、室内においてブロック割り

法によって昆虫を抽出した。抽出に用いた試料の量はおよそ６０リットルである。

抽出した昆虫は実体顕微鏡下でクリーニングの後、現生標本と比較しながら同定を行った。

標本は、岐阜県文化財保護センターで保管している。

３．分析結果

カクシクレ遺跡、水さらし場遺構より発見された昆虫の抽出・分析作業は未完であるが、これまで

に同定した昆虫遺体（節片ないしは破片数）や筒巣は計208点であった。

産出した昆虫遺体のうち、種まで同定された昆虫や、古環境を考える上で指標となると思われる昆

虫について、同定理由や生態、指標性について簡単に述べたい。なお生態や指標性は、林ほか(1984)、

日浦ほか（1984)、黒沢ほか（1984)、森（1994)、谷田（1985)、上野ほか（1985）によった。

ハグロトンボＱｚγO加川α伽、：緑色の金属光沢があり、表面に特徴的な細かなしわがあることか

ら本種の腹部と同定した。幼虫は渓流の抽水植物の根の部分などに棲息し、成虫は渓流の周辺で見ら

れる。

携巣型トビケラ：２種検出された。１種は全体が砂粒で作られており、円筒形で、少し曲がってお

り、内張りらしきものがないことからヨツメトビラケ属〃γ/SSO"C"γzzsp．と同定した。もう１種は、

全長10mmほどで小型の翼部石を持ち、筒巣は後方に向かつ狭くなっていることからコエグリトビケラ

属ＡＰα伽jtzsp.と同定した。どちらも渓流や細流に棲息するトビケラである。他にもトビケラ目と思

われる頭部の破片が１点出土している。

クロマルエンマコガネＯ"ﾉﾉzOPhZgwscztcγ：胸部と前翅がくっついた状態で検出された。前胸背板の

隆起の形状や点刻の形状から本種と同定された。獣人糞、腐肉、腐敗した野菜、キノコなどにくる。

クロアシナガコガネHOpﾉﾉｍ〃zoe”"ｓ：前胸背板が特徴的な多角形をしており、点刻の形状が現生

標本と同一であることから本種と同定した。昼間活動性で山地の花に集まる。

ヒメコガネＡ"o”αﾉﾋｚγz(/bc〃”α：金属光沢を帯びた緑色をしており、前胸背板の幅は７mm弱とあ

まり大きくなく、点刻の形状等から本種と同定した。畑作害虫の指標性昆虫の一つである。

クシコメツキ／MCﾉﾋz"０t"ｓ/Ggzz伽：翅鞘の間室や翅端部の形状から本種と同定した。
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ホソネクイムシＤＣ"αcjtzzﾉ"lIgZz痂：緑色の金属光沢を持ち、間室や点刻の形状から本種と同定した。

水辺のガマやミクリを食草とする．

ドウガネツヤハムシ００"zoゆ"o/ｃｌｌＣｓｃ〃γＭｚ‘ｓ：青灰色で金属光沢のある翅鞘で､全長２ｍｍと小型で

点刻の形状から本種と同定された。タラノキを食草とする。

クワハムシＦ/C"〃”〃αγﾌﾉzcZjZz：翅鞘の全長が４mmほどで、翅鞘の表面が細かな網状の構造の中に

大きな点刻が散在することから、本種と同定した。クワ・ヤマノイモ・コウゾなどを食草とする。

キクビアオハムシAgU/Zzszz〃Zig"cePs：翅鞘の全長が６mmほどで、その形状や粗い点刻が全体にある

ことなどから本種と同定した。サルナシを食草とする。

ユスリカ科Chironomidaegensp.：幼虫の頭部が検出されており、頭部や口唇部の形状から本種

と同定した。全長が0.4mmと小さく、１点しか検出されていないが、水洗選別や浮遊選別法をしていた

らもっと検出点数が増えるものと思われる。ユスリカ科の幼虫は、ありとあらゆる水域に棲息してる。

クロオオアリＱz"2PC"o〃sjtZPo"ｊｃ"ｓ：３２点頭部が検出された。全体が黒く、頭部の幅が３～４mmと

大きいことや、頭部の形態からクロオオアリと同定された。クロオオアリは、開放的な草地に棲む。

しかも草の密度が高いと棲息できない（山内氏教示）ことから人為度の高い環境を好む昆虫と考えら

れる。

そのほか、種レベルまで同定できなかったものも、第７表に示した。ただし、カワトンボ科と同定

したものについては再検討が必要である。

発見された昆虫は、そのほとんどが鞘翅目（COLEOPTERA）よりなり、それ以外では、トンボ目

（ＯＤＯＮＡＴＡ５点、トビケラ目（TRICHOPTERA）１０点、膜翅目（ＨＹＭＥＮＯＰＴＥＲＡ）３５点、双

翅目（DIIPTERA）３点であった。不明昆虫（INSECTA）としたものは、そのほとんどが薄いキチ

ン板で、毛を有しているものもある。これらのことからトビケラ等の水生昆虫の幼虫の胸部の背板や

腹部の一部と思われるが、はっきりと確定できず、不明とした。

出現した昆虫のうち、科レベルまで同定できたものは、１１科42点（20.2％)、１族５点（2.4％)。属

レベルまで同定できたものは、５属10点（4.8％)、種レベル１０種54点（26.0％）であった。

生息環境及び生態による分類では、生息環境･生態がわかっている試料計１１２点のうち、水生のもの

が６点（5.4％）水際に棲息するもの９点（7.6％）地表性53点（44.5％)、陸生のもの41点（37.0％）

であった。

また､汚物集積の指標性昆虫である、コガネムシ科食糞群､双翅目囲蛎､エンマムシ科は４点(3.4％）

であった。

４．推定される古環境

検出された水生昆虫のうち、ヨツメトビケラ属やコエグリトビケラ属は、渓流や細流といった流水

に棲息する種である。これらの種は、流水環境が存在したことを表していることから、水さらし場遺

構が実際に機能していた当時に水さらし場遣構内か、その上流で棲息していたものと思われる。他の

トビケラ目やユスリカ科の幼虫も、その当時のものである可能性が高い。

地表'性昆虫は、クロオオアリを多産したことが特筆される。アリはしばしば地中深くまで巣を造る

ので、地中深くから現生個体が出土することもある。しかし今回昆虫遺体を検出した水さらし場遺構
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は、理積してから現在まで絶えず水にかん養されていたと考えられることから、現生個体の混ざりこ

みとは考えにくい。水さらし場遺構から検出されたクロオオアリは、体節がバラバラの状態であった。

そのため、水さらし場遺構が埋没する過程で流れ込んできたものであろう。

クロオオアリや汚物集積の指標J性昆虫であるエンマムシの仲間やクロマルエンマコガネ、畑作害虫

の指標性昆虫であるヒメコガネが検出されていることから、水さらし場遺構周辺は、開けた人為的環

境が広がったいたものと考えられる。

陸生の食植性の昆虫は、地表性昆虫に次いで多く検出された。特にハムシ科に多様な種類が出現し

ており、周辺にそれらが餌とするタラノキ・クワ・ヤマノイモ・コウゾ・サルナシなどの樹木や草本

が存在していたと考えられる。また、クロアシナガコガネやコメツキムシ科が検出きれたことから、

付近に落葉広葉樹林が存在したと考えられる。

この水さらし場遺構の底の試料で行われた花粉分析では、樹木花粉が70％近くと圧倒的に多く、草

本類の花粉は少ないという結果が出ている(新山1997)。しかし、昆虫遺体の分析では人為的に開けた

環境を好む昆虫が出士している。両者の結果を併せて考えると、当時カクシクレ遺跡の周辺には、ブ

ナ、ミズナラ、トチなど自然度の高い落葉広葉樹林が広がっており、そして水さらし場遺構のある周

辺のあまり広くない部分に、人為度の高い開けた空間が広がっていたものと推定される。
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第４章Ｂ地点の調査

第１節調査の概要

Ｂ地点は、小さな)11が荒城川に合流する地点に位置する。川の東西に平坦地がわずかにあり、東側

は南東から北西にかけてゆるく傾斜している。西側は、かつて畑地として利用されており造成されて

いる。調査地点の付近は、南側の背後の山からの崩落により地形が形成されている。北側に荒城川が

あり、切り立った崖になっている。荒城川が曲流している所であり、旧地形は大きく削られている。

遺物包含層がまだ北へ続くようであったが、危険防止のため掘削地点はやや南側に控えた所にした。

発掘調査にあたっての地区の設定は、国土座標に合わせて第66図のように、４×４ｍの区画を設け

た。Ａ列は、国土座標第VH系のＸ＝23674,1列は、同じくＹ＝19064となっている。表土は重機を利

用して除去した。

遺物包含層は大きく２層からなる。遺構としては、上層より、ピット１基、石組み遺構１基、下層

よりピット群、黒曜石集中出土地点が検出された。遺物は縄文土器・石器など約1,600点である。
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第65図Ｂ地点周辺地形図
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第２節基本的層序

）'1の東西で士層の状況がやや異なり複雑な堆積をしている。全体には､北側の荒城川方面に向かっ

て傾斜しており、東側では、中央の谷に向かって傾斜した地形になっている。基本的には次の第１層

から第Ⅵ層に分けられる。第1V層と第Ｖ層は谷の東西で様相が異なる。

第１層表土は、にぶい黄褐色（l0YR4/3）の砂質士でしまりがない。

第１I層第１層につづくこの層は地点によっては薄い所もある。

ＩＩａ暗灰黄色（2.5Ｙ４/2）の砂質士で拳大の礫を含む。縄文土器やクルミの炭化物を含む。約

１０～30cmの厚さで、北の方へ行くほど厚くなっている。

ＩＩｂ明黄褐色(l0YR7/6）の砂質土でしまりがある。Ｂ５～Ｃ５区にレンズ状に貫入している。

ＩＩｃ崖錐で撹乱された層である。川の東側で中央の谷に向かって流れ込んでいる。
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Ｅ１３

１
－－８４５．７０ｍ

Ｄ１３

846.60ｍ

Ｃ列北壁

Ｃ３
Ｃ４

－８４３．００ｍ

ここ五二＞ ＝二

Ｃ５ Ｃ６

Ｉ －８４３．６０ｍ

口鈩､

２ｍ

￣－コ－－－J

第67図Ｂ地点土屋図(1)
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Ｆ列北壁

Ｆ１０
Ｆ１１ Ｆ１２

－８４６．００ｍ

そこう□E二二三

Ｆ１２
Ｆ１３

Ｆ１４

Ｉ

-846.40ｍ

０ ２ｍ

Ｅ了一一一告一=

第68図Ｂ地点土層図(2)
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Ｉ

Ａ
Ａ′

－８４２．６０cｍ

Ｃ４

十
第69図Ｂ地点石組み遺構
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厚さは約１０～20cmである。遺物はほ第１Ⅱ層黒色士（lOYR2/1）で、砂質であるが粘性がややある。）旱言は約１０～２０cmであ６．沮柳''1'１１

とんどない。

第1V層谷の西側は、オリーブ褐色（2.5Ｙ４/2）の砂質士で礫を多く含む。厚い所では約30cmあるが、
西の方は薄くなっている。谷より東側では、明黄褐色(2.5Ｙ７/6)の砂質士で礫を多く含んでい
る。約40cmの厚言の所もあるが、谷に向かうほど薄くなっている。

第Ｖ層谷の西側は、黒褐色(lOYR2/2）の砂質土でややしまりがある。厚さ約20cm前後の層である。
遺物をわずかに含む。谷より東側では、灰黄褐色（10ＹＲ４/2）の砂質士で小礫を含む。縄文早

期の遺物がわずかであるが出土する。

黄褐色（2.5Ｙ５/4）の砂質士で拳大の礫を多く含んでいる。地山である。第Ⅵ層

構第３節遣

遺構としては、第Ⅱ層を掘削中にピッ

トおよび石組み遺構を検出し、さらに第

Ｖ層を掘削中にピット群および黒曜石

チップ集中出土地点を検出した。前者を

上層の遺構、後者を下層の遺構として記

述する。

Ｂ５

＋

Ｉ
１上層の遺構

遺物包含層である第１I層を掘削中に、

ピットと石組み遺構を各１基検出した。

ピット（第70図）

Ｂ５区の西寄りの地点で検出された。

楕円形のプランで大きさは65×40cm、深

さは約40cmである。覆土中に、長さ約３０△

c､、幅約20cm、厚さ約10cmの平らな台状

の石が埋まっていた。遺物としては、第

72図のような土器が出土した。縄文後期

中葉から後葉にかけてのものであろう。

Ａ,

Ａ，Ａ

石組み遺構（第69図、図版25）

Ｂ３区で検出された｡角礫を径約１１０ｃｍ

の範囲に円形に据えるように並べてあっ

た｡石の大きさは１０cm位の小さいものと、

20～40cm程の大きいものの２種類からな

る。炉の可能性も検討したが、焼土など

灰黄色砂質土（2.5Ｙ４/2）

オリーブ褐色砂質土（2．(ｚ５Ｙ３/3）

50cｍ

－－＝＝=ヨ

第70図Ｂ地点ピット
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亨半。Ｃ５

＋ 黒曜石集中出土地点
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シ
、
１
ｍ
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Ｐ
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ョ

＞

Ｂ
Ｂ′
－

．５０ｍ

〃

、

第71図Ｂ地点ピット群
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はなく否定された。用途など遺構の'性格は不明である。

２下層の遺構

遺物包含層である第Ｖ層を掘削中に、ピット群と黒曜石集中出土地点を検出した。

ピット群（第71図）

Ｂ４区にピットが９基集中して分布していた。小さいものは、径が約25cmのもので、大きいものは、
80×55cmである。深さは15cmから30cm前後のものまで多様である。特に配列されているものはなく、

遺構の性格は不明である。

黒曜石集中出土地点（第71図）

前述のピット群の東側Ｂ５区の西寄りの地点で、黒曜石のチップ97点が90×80cmの範囲に集中して

出土した。製品は特に見当たらなかった。黒曜石製の石器類としては、Ｄ３区第１I層より石核が１点、
Ｃ２区第Ｖ層より石鍛が１点、Ｂ３区第Ｖ層より、使用痕のある剥片が1点出土している。出土地点

等から見て関連性が薄く、また、見た目からも同質ではないようである。

物第４節遺

遺物点数は約1,600点でそのうち士器が約1,400点、石器類などが約200点である。また、Ｂ５区の第

１I層中より炭化したクルミがまとって出土した｡遺物のほとんどは谷の西側から出土したものである。

第Ⅱ層出土の遺物は、Ｂ２～Ｂ６区、Ｃ３～Ｃ５区、Ｄ２区に多く、遺物点数では約半数がＢ５・Ｂ

６区で出土している。Ｄ２区では、第76図105のような縄文晩期の土器が出土している。第1Ｖ～Ｖ層出
土の遺物は、Ｂ２～Ｂ３区に多く見られた。北の荒城川方面に遺跡の広がりが想定されるが､川によっ

て大きく削り取られていると考えられる。

１縄文土器

ほとんどが第１I層の遺物包含層から出土したものであ

る。第1V層から第Ｖ層にかけては約190点で､谷より西側

では、中期初頭のものが比較的まとまって出土している

が、中期後葉のものも一部ある。谷より東側はほとんど

遺物がないが、早期末のものが出土している。遺構出土

の土器と第1V～Ｖ層出土の土器を記述した後、第１I～Ⅲ

層出土の土器については分類して記述する。

‘ず』!:蕊

錦111:雲篝５

`,霞ﾉｰ‘Ａ灘XW患i9M
１

錠ｌ鍵仰Iiiii筐、４遺構出土の縄文土器（第72図、図版26）

図示したのはすべてＢ５区の上層で検出したピットか

ら出土したものである。ｌは頚部でやや括れてやや外反

する。沈線が３本横走し、胴部に縦縄文が施される。２

0cｍ

第72図Ｂ地点遺構出土の縄文土器
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第73図Ｂ地点包含層出土の縄文土器(1)第1V～Ｖ層
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'よＲＬの縄文が施されている。３．４はいずれも無文の土器である。１の土器から見て縄文後期中葉

から後葉にかけてのものであろう。

第1V～Ｖ層出土の縄文土器（第73.74図、図版26）

第Ｖ層出士の士器はＢ２～５区に集中している。縄文中期初頭のものと考えられる。第1V層出士の

土器は時期不明ながらほぼ中期前葉までのものであろう。ただし、Ｄ６区では中期後葉の土器が出土

し、谷より東側のFll区では早期末の土器が出士している。

５～１７はキャリパー形の器形で波状口縁を呈する。口唇部に連続爪形文が施されている。器厚は約

５mmと薄手で、粗い縄文を地文とし、低い隆帯に連続爪形文が施されている。文様は、口縁に沿って

２本波状に展開し、頚部にも横走する。胴部には上向きに波状に施文されている。西日本系のもので

船元Ｉ式に類似する（倉敷考古館1971)。

１８～24は同一個体である。口縁部は外傾し上部が立ち上がる。波状口縁を呈すると思われる。口縁

部には、斜格子目の文様が施きれ、口唇部と括れ部には連続刺突が施されている。括れ部の下には縄

文地に半裁竹管による区画文が施されている。胴部は不明である。北陸の新保式に類縁性が求められ

る土器であろう（加藤1988)。

２５～28は同一個体である。器形および口縁部は不明である。ＲＬの縄文を地文とし、半裁竹管で区画

された中に下向きの弧線状の文様が施されている。

２９～36はいずれも砂粒を多く含む粗い胎土で、磨耗が激しい。かすかに縄文が観察される。

第1V層から出士した土器は磨耗が激しいものが多く、時期の判定がむつかしい。３７～45はＢ３区の

1V層下部から出土した。磨耗が激しく施文の状況など判断しにくいが、外傾する口縁で内面に隆帯が

施され、外面には刺突文が交互に施されおり、把手状に隆起する

部位が見られる。４２および45の把手部には短沈線状の文様が施さ

れている。

４６はＢ５区の1V層下部から出土した。沈線が施されているが文

様の展開は不明である。

５２はＤ６区のⅣ層出土のものである。口縁部は不明であるが、

ややくびれている。地文として縄文を縦に施し、胴部上部に２本

の沈線が横走し、下部は縦に長楕円状の文様と蛇行沈線文が交互

に施されている。底部の網代圧痕は１本越え１本潜り1本送りで

ある。中期後葉のものであろう。

以上はいずれも谷より西側の地点から出土したものである。そ

れに対して、谷より東側では、４７～51がFll区で出土した。繊維

を含み無文である。口縁端部に指押さえが見られる。胎士などか

ら見て縄文早期の末葉のものであろう。

5２

０ ５ｃｍ
ヒーーーー

Ｂ地点包含層出土の縄文土器(2)
第1V層

第１I～IⅡ層出土の縄文土器（第75～78図、図版27.28）

第１I層から第１Ⅱ層にかけての遺物包含層出土の縄文土器は、
第74図
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括して記述する。全体的には、後期中葉から後葉にかけてのものが多く、わずかに晩期のものを含む。

以下、有文土器をＩ群（後期の土器)、ＩＩ群（晩期の土器）に分け、無文土器をIII群として、分類ごと

に記述する。

Ｉ群後期の土器（第75図、第76図92～１０４、図版27）

後期中葉から後葉にかけてのものが主体である。以下、時期および施文方法により分類して記述す

る。

1類後期前葉士器（第75図54、図版27）

１点のみである。口縁部が肥厚し沈線が２本施されている。縁帯文的な土器である。

２類後期中葉の土器（第75図54～62、図版27）

ａ類（54～57）

外反する口縁が内屈する器形で、口縁部に短い隆帯が並び、それに縄目がつくもの（54.55）と、

口縁部に円筒状の刺突が二段にわたって連続して施されるもの（57）がある。５６と57は同一個体で、

頚部の無文部に横位ものと区画するような組み合わせの沈線が施されている。

ｂ類（58～62）

羽状沈線を施すものである。５８は口縁に沿って２本の沈線が施される。６２は縄文施文の土器である。

加曽利BII式段階のものであろう。

ｃ類（63）

頚部がやや括れやや外反する鉢形土器である。頚部に沈線が３本横走し、胴部には入り組み弧線文

が施され、中を羽状縄文が埋めている。北陸の酒見式に類似する要素も見られる。加曽利BIII式併行

と考えられる。

ｄ類（64.65）

曲線的な沈線文が施されている。６５には、浅い円形の刺突状の文様がある。

ｅ類（66～75）

直線的な沈線文が施されている。いずれも横位に展開する。６６～73には縄文が施きれている。６６の

口唇部には刺突が施されている。７３は屈曲して内湾する器形で胴部下半は無文である。７４は真っ直ぐ

立ち上がる器形で口縁に沿って沈線が施され、下は無文である。

ｆ類（76～78）

比較的細い沈線で施文されたものである。７８には円筒状の刺突が施きれている。

９類（79）

内湾する波状口縁で無文であるが、屈曲部に小突起が見られる。

ｈ類（80～82）

同一個体である。細い沈線が数本組み合わせたように曲線的に展開する。

ｉ類（83～85）

口縁部に縄文が施され、そこに刺突が連続する。口縁端部は内面が面取りされている。
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ｊ類（86～91）

隆帯状の文様が施文されているものを本類とした。８６は縄文地に弧線状に隆帯が施きれている。８７

は波状口縁で刺突と沈線を組み合わせ、隆帯上に縄文が施される。８８は貼り付けた隆帯があり、沈線

が横走する。

９０．９１は、波状口縁で、刺突と沈線が組み合わきっている。

３類後期後葉の土器（第76図92～104、図版27）

幅の広い沈線が横走する。凹線と表現してよいかもしれない。９２～99は平口縁で直立する器形であ

る。地文は縄文で口縁部に沿って幅の広い沈線が３本程横走する。103.104は指でなでたような浅い

沈線であるが、本類に含めた。

II群晩期の土器（第76図105）

Ｄ２区でまとって出土した。底部は欠失しているが、３分の1程度復元できた。ゆるく括れて外反

する器形の鉢形土器で、頚部に方形の刺突が連続する。口縁に突起が見られる。図では４単位にして

あるがあくまでも推定である。胴部には、ＲＬの縄文が施されている。北陸の中屋式段階のものである

フ。
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III群無文土器（第77.78図、図版28）

有文以外の士器を本群とした。出士状況から見て、縄文後期中葉から後葉にかけてのものが多いと

思われる。

１類縄文施文の土器（第77図、図版28）

口縁部はやや内湾あるいは直立するもの（106～114）とやや開き気味のもの（115～118）がある。

139～l49のように縄目の細かいものがある。149は底部の直径が約４cmで小型のものである。

時期は、後期から晩期にかけてのものであろう。

２類無文の土器（第78図、図版28）

150はゆるく内湾する器形で器厚が約５mmと薄手である。151～156は直立する平口縁の土器である。

157～160は〈の字状に折れて外反する器形で、159には口唇部に連続刺突が施され、160には、いわゆ

るＢ突起が見られる。105と同時期と考えられる。

底部

２５点出土している。分類に関してはＡ地点に準ずる。器形については、Ａが４点、Ｂが５点、Ｃが

12点、Ｄが１点、不明３点となっている。網代圧痕は、Ａ１が１点、Ａ３が１点、網代の不明圧痕が

５点、不明であるが、葉脈痕と組み合わせたものが１点である。葉脈痕は網状脈が1点、平行脈が２

点である。その他、丁寧なナデ仕上げが８点、不明６点である。

第８表Ｂ地点縄文土器観察表

番号 地区 層 器種 残存度 文様・調整 焼成 胎土 色調

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
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８
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０
１
２

１
１
１
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１
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１
１
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１
２
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３
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２
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２
２
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Ｂ
Ｂ
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｜
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Ａ
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司
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可
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爪
爪
爪
爪
爪
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爪
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爪
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沈
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ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ
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ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ
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－
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ｌ～５mmの砂粒）

ｌ～５mmの砂粒）

ｌ～３mmの砂粒）

ｌ～２mmの砂粒）

ｌ～５mmの砂粒）

ｂ（ｌ～２mmの砂粒）
ｂ

ｂ（ｌ～５mmの砂粒）
ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

2.5Ｙ７/４浅黄色

2.5Ｙ６/４にぶい黄色

2.5Ｙ５/２暗灰黄色

lOYR7/４にぶい黄榿色

5ＹＲ４/４にぶい赤褐色

7.5ＹＲ４/４褐色

7.5ＹＲ２/２黒褐色

5ＹＲ３/３暗赤褐色

7.5ＹＲ４/３褐色

7.5ＹＲ４/３褐色

7.5ＹＲ４/４褐色

7.5ＹＲ４/４褐色

7.5ＹＲ４/４褐色

7.5ＹＲ４/２灰褐色

lOYR5/４にぶい黄褐色

7.5YR4/３褐色

7.5YR4/３褐色

5ＹＲ３/４暗赤褐色

5ＹＲ５/８明赤褐色

5YR4/８赤褐色

5ＹＲ４/６赤褐色

5ＹＲ４/６赤褐色

5ＹＲ５/６明赤褐色

5ＹＲ６/８燈色

7.5Ｙ４/１灰色

2.5Ｙ３/１黒褐色

5ＹＲ６/２灰オリーブ色

5ＹＲ４/２灰オリーブ色

7.5ＹＲ６/４にぶい榿色

5ＹＲ５/６明赤褐色

7.5ＹＲ５/６明褐色

7.5ＹＲ５/６明褐色
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番号 地区 層 器種 残存度 文様・調整 焼成 胎士 色調

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
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９
０
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９
０
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９
０
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９
０
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３
３
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３
３
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４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
１

０
０

１
１

２０１

３
４
０
０

１
１

５
６
７

０
０
０

１
１
１

４
４
４
４
３
３
３
３
３
３
３
３
３
５
ｕ
ｕ
ｎ
ｕ
ｕ
６
５
３
５
５
５
６
５
５
５
６
５
３
５
６
４
４
５
６
６
５
６
２
５
５
５
５
５
５
５
５
採
採
５
５
４
６
５
２
６
５
５
６
６
５
６
５
６
５
４
４
５
５
２
６
５

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｄ
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
表
表
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｂ
Ｅ

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅱ
Ⅱ
｜
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
｜
｜
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
｜
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

口縁部無
ａ

ａ

ａ

ｂ

ａ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

1／５
ｂ

ａ

ａ

ａ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

l／３
ａ

ａ

縄文

縄文

刺突

無文

隆帯

刺突

刺突

隆帯

隆帯

刺突

刺突

刺突

隆帯

沈線

口縁端部に指おさえ

無文

無文

無文

無文

沈線・縄文

沈線

隆帯

隆帯・沈線

沈線

沈線・刺突

沈線

沈線

沈線

沈線

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線

沈線

沈線

沈線

沈線

隆帯

沈線

沈線

沈線

刺突・縄文

刺突・縄文

刺突・縄文

隆帯・縄文

沈線・隆帯

隆帯

隆帯

沈線・刺突

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

沈線・縄文

刺突・縄文

縄文

縄文

ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
可
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
⑪
Ｄ
可
Ｄ
可
Ｄ
Ｕ
Ｄ
勺
Ｄ
司
り
⑩
Ｄ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
利
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
勺
Ｄ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
Ｕ
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
ａ
可
Ｄ
可
Ｄ
勺
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
Ⅵ
Ｄ
ｄ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
可
Ｄ
可
Ｄ
冠
、
３
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
⑪
、
口
Ｄ
ｑ
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
利
Ｄ
刊
Ｄ
刊
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
司
り
⑪
、
３
Ｄ
可
Ｄ
⑪
Ｄ
刊
Ｄ
刊
、
⑪
Ｄ
１
Ｄ
可
，
ｃ
ｇ
Ｄ

ｂ

ｂ

ｂ（１－５mmの白色砂粒）
ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

く
く
ｌ
く
く
く
Ｉ
く
く

l～３mmの砂粒）

ｌ～３mmの砂粒）

l～３mmの砂粒）

l～３mmの砂粒）

ｌ～３mmの砂粒）

１～３mmの砂粒）

１～３mmの砂粒）

ｌ～３mmの砂粒）

ｌ～３mmの砂粒）

ｂ（繊維）

ｂ（繊維）

ｂ（繊維）

ｂ（繊維）

ｂ（繊維）

ｂ（ｌ～２mmの砂粒）
ｂ

ｂ

ｂ

ｂ（ｌ～２mmの白色砂粒）
ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ（ｌ～２mmの白色砂粒）
ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ（白色砂粒）
ｂ

ｂ

ｂ

ｂ（１～５mmの砂粒）

ｂ（ｌ～３mmの砂粒）
ｂ

7.5YR5/６明褐色

5YR5/６明赤褐色

7.5ＹＲ５/６明褐色

7.5ＹＲ５/６明褐色

7.5YR3/４暗褐色

７．５ＹＲ４

7.5ＹＲ４/４褐色

7.5ＹＲ３/３暗褐色

7.5ＹＲ４/４褐色

7.5YR3/４暗褐色

7.5ＹＲ５/４にぶい褐色

7.5YR3/４暗褐色

7.5ＹＲ３/４暗褐色

lOYR7/４にぶい黄榿色

2.5Ｙ４/ｌ黄灰色

lOYR7/３にぶい黄燈色

10YR6/４にぶい黄燈色

lOYR5/２灰黄褐色

lOYR5/４にぶい黄褐色

7.5YR5/６明褐色

2.5Ｙ６/４にぶい黄色

lOYR5/３にぶい黄榿色

2.5Ｙ６/２灰黄色

lOYR2/２黒褐色

2.5Ｙ５/３黄色褐色

7.5ＹＲ５/４にぶい褐色

5YR5/４にぶい赤褐色

5YR4/１褐灰色

5YR4/３にぶい赤褐色

5YR4/３にぶい赤褐色

lOYR6/４にぶい黄燈色

2.5Ｙ３/３暗オリーブ褐色

5YR6/４にぶい燈色

2.5Ｙ６/３にぶい黄色

7.5YR6/４にぶい褐色

7.5ＹＲ６/３にぶい褐色

2.5Ｙ６/４にぶい黄色

7.5YR6/６燈色

7.5YR6/３にぶい褐色

7.5ＹＲ６/３にぶい褐色

7.5ＹＲ６/３にぶい褐色

l0YR7/４にぶい黄燈色

10ＹＲ６/４にぶい黄榿色

7.5ＹＲ５/３にぶい褐色

7.5ＹＲ５/４にぶい褐色

2.5Ｙ４/ｌ黄灰色

7.5ＹＲ５/２灰褐色

lOYR2/ｌ黒色

ｌＯＹＲＬ７/ｌ黒色

l0YR3/ｌ黒褐色

2.5Ｙ２/ｌ黒色

2.5Ｙ２/ｌ黒色

2.5Ｙ３/３暗オリーブ褐色

7.5ＹＲ７/２明褐色

l0YR5/４にぶい黄褐色

7.5ＹＲ７/３にぶい燈色

l0YR2/１黒色

l0YR5/４にぶい黄褐色

2.5Ｙ６/ｌ黄灰色

lOYR7/２にぶい黄燈色

lOYR7/４にぶい黄燈色

l0YR7/３にぶい黄榿色

2.5Ｙ６/ｌ黄灰色

lOYR6/２灰黄褐色

7.5ＹＲ５/ｌ褐灰色

lOYR6/４にぶい黄燈色

7.5ＹＲ６/４にぶい燈色

10ＹＲ５/３にぶい黄褐色

lOYR7/４にぶい黄燈色

7.5ＹＲ４/２灰褐色

2.5Ｙ３/２黒褐色

l0YR7/４にぶい黄燈色

l0YR6/３にぶい黄燈色

2.5Ｙ７/４浅黄色

2.5Ｙ６/３にぶい黄色



第４節遺物１２９

番号 地区 層 器種 残存度 文様・調整 焼成 胎土 色調

８０１

９
０
１
２
３
４
５
６

０
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
１

８
８

１
１

５
４
３
５
５
採
３
３
４
５
５
５
５
５
５
６
６
５
５
５
５
３
５
５
５
５
５
２
５
６
５
５
５
２
４
３
５
５
５
５
６
６
４
５
４
６
５
２
５
３
５
２
２
３
４
５
５
４
５
５
６
６
５
５
６
５
５
５
６
５
５
５
５
３

Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
表
Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
｜
｜
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
｜
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
’

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
利
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
⑪
Ｄ
司
り
司
り
可
Ｄ
可
Ｄ
ｑ
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
可
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
可
Ｄ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
勺
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
利
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
司
り
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
１
Ｄ
勺
Ｄ
ｄ
Ｄ
⑪
Ｄ
⑪
Ｄ
ｄ
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
⑪
Ｄ
刊
Ｄ
３
Ｄ
１
Ｄ
刊
、
、
、
⑪
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
⑪
Ｄ
⑩
Ｄ
可
，

文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文

縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
縄
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

⑪
Ｄ
Ｕ
Ｄ
１
Ｄ
勺
Ｄ
勺
Ｄ
ｄ
Ｄ
ｃ
ｄ
Ｄ
可
、
勺
Ｄ
１
Ｄ
刊
，
ｃ
司
り
⑪
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
口
Ｄ
刊
Ｄ
司
り
可
，
ｃ
１
Ｄ
刊
Ｄ
⑩
Ｄ
ｄ
Ｄ
刊
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
、
Ｄ
勺
Ｄ
⑩
Ｄ
可
Ｄ
利
Ｄ
可
Ｄ
刊
Ｄ
可
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
刊
Ｄ
⑩
Ｄ
刊
，
Ｃ
ａ
刊
Ｄ
□
Ｄ
Ｕ
Ｄ
ｃ
１
Ｄ
ｃ
ｄ
Ｄ
ｃ
可
，
ｃ
可
Ｄ
１
Ｄ
ａ
Ｕ
Ｄ
可
Ｄ
可
Ｄ
利
Ｄ
刊
Ｄ
刊
Ｄ
刊
Ｄ
Ｕ
Ｄ
利
、
‐
Ｄ
副
ｂ
ａ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
刈
り
可
、
可
、

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ（ｌ～５mmの白色砂粒）
ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ（ｌ～２mmの砂粒）
ｂ

ｂ（ｌ～５mmの砂粒）
ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ（l～３mmの砂粒）

ｂ（１～６mmの砂粒）

ｂ（ｌ～２mmの砂粒）
ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ（ｌ～２mmの砂粒）
ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ（ｌ～３mmの砂粒）
ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ（ｌ～２mmの砂粒）
ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ（ｌ～３mmの砂粒）

ｂ（１mmの灰色砂粒）
ｂ

ｂ

ｂ（ｌ～２mmの砂粒）
ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

2.5Ｙ４/４褐色

l0YR5/３にぶい褐色

lOYR5/３にぶい黄燈色

2.5Ｙ４/６オリーブ褐色

lOYR6/３にぶい黄榿色

2.5Ｙ４/ｌ黄灰色

lOYR6/４にぶい黄榿色

lOYR5/３にぶい褐色

l0YR5/４にぶい黄褐色

5Ｙ３/ｌオリーブ黒色

lOYR6/２灰黄褐色

7.5ＹＲ７/８黄燈色

2.5Ｙ７/３浅黄色

l0YR6/６明黄褐色

l0YR8/３浅黄燈色

2.5Ｙ７/４浅黄色

2.5Ｙ４/３オリーブ褐色

2.5Ｙ６/４にぶい黄色

lOYR4/２灰黄褐色

2.5Ｙ６/４にぶい黄色

l0YR7/４にぶい黄燈色

5ＹＲ６/８榿色

2.5Ｙ６/４にぶい黄色

2.5Ｙ７/３浅黄色

lOYR7/２にぶい黄燈色

lOYR5/３にぶい黄榿色

2.5Ｙ６/３にぶい黄色

7.5YR6/６榿色

2.5Ｙ６/４にぶい黄色

lOYR5/８黄褐色

lOYR4/２灰黄褐色

lOYR7/４にぶい黄燈色

2.5Ｙ５/３黄褐色

7.5ＹＲ７/３にぶい燈色

lOYR6/４にぶい黄燈色

7.5ＹＲ５/２灰褐色

lOYR5/２灰黄色

lOYR7/３にぶい黄燈色

5ＹＲ５/８明褐色

lOYR8/３浅黄色

l0YR7/６明黄褐色

7.5Ｙ６/４にぶい燈色

2.5Ｙ６/２灰黄色

lOYR4/２灰黄褐色

7.5ＹＲ５/３にぶい褐色

l0YR4/２灰黄褐色

l0YR5/４にぶい黄褐色

l0YR5/４にぶい黄褐色

lOYR7/６明黄褐色

7.5YR4/２灰褐色

2.5Ｙ７/４浅黄色

7.5ＹＲ７/５にぶい燈色

7.5ＹＲ４/２灰褐色

lOYR7/３にぶい黄榿色

lOYR7/４にぶい黄燈色

lOYR6/４にぶい黄榿色

lOYR4/４褐色

l0YR8/４浅黄燈色

5ＹＲ６/２灰褐色

lOYR7/３にぶい黄榿色

lOYR5/３にぶい黄褐色

l0YR4/４褐色

l0YR6/４にぶい黄燈色

l0YR7/４にぶい黄燈色

7.5ＹＲ７/３にぶい榿色

5ＹＲ５/３にぶい赤褐色

lOYR4/２灰黄褐色

lOYR6/４にぶい黄榿色

lOYR4/２灰黄褐色

5ＹＲ２/２オリーブ黒色

7.5ＹＲ５/３にぶい褐色

2.5ＹＲ５/６明赤褐色

7.5YR6/４にぶい燈色

lOYR5/３にぶい黄褐色
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２石器類

石器類は、約200点出土している。ほとんどが調査区中央の谷より西側からの出土である。

以下、器種別に記述する。器種ごとの分類はＡ地点の項に準ずる。

石鍍（第79図1.2、図版29）

石鍼は第１I層から１点、第Ｖ層から２点の計３点出土している。石材は下呂石・チャート・黒曜石

が各1点である。形態は、いずれも１Ｃ類で、鋭角な尖頭部を持ち基部の中央部がＵ字型に深くえぐ

られているものである。

石錐（第79図３，図版29）

石錐は２点出土している。第１Ⅱ層出土のものは下呂石製の２Ｂ類、第Ｖ層出土のものはチャート製

の４Ｂ類である。

偽.|農 幾0鍵驚臓＜二二＞

２ ３
＜＞ ○

鰯①鰯
４ ⑪ ５

隅

塾

鯵
０ ５ｃｍ

８

第79図Ｂ地点出土の石器(1)
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両極剥離痕のある石器（第79図４，図版29）

第Ⅱ層から１点、第Ｖ層から２点の計３点が出土している。いずれもチャート製である。第Ⅱ層出

土のものは1類で、第Ｖ層出土のものは、1類と２類が各1点である。

使用痕のある剥片（第79図５～７，図版29）

８点出土している。層位別に見ると、第１I層２点、第1V層１点、第Ｖ層５点であり、石材別では、

下呂石２点、チャート４点、黒曜石１点、凝灰岩１点である。

石核（第79図８，図版29）

黒曜石のものが１点出土している。出土地点・層位から見て黒曜石チップ集中出士地点のものとは

関連`性がないと判断する。

剥片

第１I層からは、下呂石１７点、チャート２点、黒曜石４点、その他４点の計27点あり、第１Ⅱ層からは

黒曜石が1点出土している。第Ｖ層からはチャート４点、黒曜石１点、その他４点の計９点が出土し

ている。黒曜石集中出土地点出土の97点を含めると計134点である。剥片石器で見られる傾向と同じで

あるが、第Ｖ層からはチャートが多く、下呂石がないのに対して、第Ⅱ層では、下呂石が多い点が注

目される。

石錘（第80図９，図版29）

Ｂ５区第Ｖ層より礫石錘が１点出土している。砂岩製で、重さ38.89とややこぶりである。同じ五

味原遺跡群の西田遺跡でも1点しか出土していない。

磨製石斧（第80図１０、図版29）

Ｂ３区第Ｖ層よりいわゆる擦切石斧が1個出土している。蛇紋岩製で、片方の側縁に切り込みの溝

の痕跡が残っている。刃部が－部欠失している。

打製石斧（第80図１１、図版29）

１９９３（平成５）年の試掘調査の際に、Ell区から出土している。凝灰岩製で、いわゆる短冊形であ

るが、刃部が－部欠失している。

磨石・凹石・敲石類（第80図12～16、図版30）

いずれも谷より西側の地点から22点出土している。第１I層15点、第Ⅲ層1点、第1V層２点、第Ｖ層

４点である。石材はすべて凝灰岩がある。形態による分類では、ｌＢ類が１点、２Ｂ類が18点、２Ｃ

類が２点、２，類が１点である15には、短軸の一端に敲打痕が見られる。
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第80図Ｂ地点出土の石器(2)

３士製品

縄文時代の土製品は、土偶および不明士製品が出士している。

土偶（第81図１．２、図版30）

ｌは土偶頭部片である。撹乱層から出土している。ｌは土偶頭部片である。撹乱層から出土している。時期の正確な比定はできない。形態からは後期

末～晩期の時期が考えられる。頭部は二等辺三角形に近い山形である。灰黄褐色を呈し、焼成やや良

好で、全体になで調整痕が認められる。目と口の表現は不明であるが、頭頂部付近にひかれた３本の

沈線は眉および目の、また頚部付近にひかれた不規則な３本の沈線は顎を抽象的に表すものかもしれ

ない。鼻頭と両頬と思われるあたりになる円は竹管状の工具を右回りに回しながら刺突して表出され

ている。頚部に隆帯が貼付されている他、沈線により耳朶が円く作出されている。後頭部にはＲＬの

縄文が施文されている。この縄文は条や節が暖昧であり、比較的粘土が軟らかい状態で回転押捺され

たと考えられる。縄文施文の後３本の沈線をひき、最下位の沈線以下の縄文をなでて消失させている。
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２は土偶の右腕部と思われる破片であるが、脚部の可能性も否定できない。灰黄褐色を呈する。整

形、調整ともにあまり丁寧でない。沈線が実測図上の右側から左側にむかって先細りにひかれている。

後期の土器に伴出。

不明土製品（第81図３，図版30）

植物圧痕を有する焼成粘土塊とでもいうべきものであり、この場合の植物圧痕は意図的な行為の結

果生じたものをさす。士製品という名称では語弊があるようにも思われるが、現段階では用途等につ

いて不明な点が多く、適切な語彙をあてることが難しいため敢えて不明士製品として記載することに

した。もともとの大きさは現存する部分の２倍程度と考えられる。内側に３か所浅い凹があり、この

うち真ん中と右側の凹に植物圧痕が認められる。真ん中の凹は堅果類の圧痕のようであり。トチの実

程の大きさのくぼみである。外面にはちょうど紐で巻いた時にできるような圧痕が残る。紐状のもの

で巻いたとすれば、それは均一な太さのものではなく、個々の圧痕を観察すると最大幅約８mm～最小

幅約1ｍｍまでの太さが認められることから、蔓状の植物を利用しているのかもしれない。この他に外

面には葉の圧痕も認められる。後期の土器に伴出。
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第81図Ｂ地点出土の土製品
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第９表Ｂ地点石器一覧表

石鎌

ﾑイ〃ロｉ＝壺図備

ｌＢ４１１￣卜１１０8１２０１１Ｃｅ

２Ｂ９Ｖチ１７６１４lＣ７９１

３Ｃ２Ｖ里HｨＭＩＯ６１Ｃ９

石錐

..ｊ出一メ層位田冒ｉ~図.：備
ｌＢ４１１下呂イ１０１７６１０３２Ｂ尖．．

２Ｂ３Ｖｌ７６７４Ｂ基L，

両極剥離痕のある石器

ｕメ百tしイ】材 分頬挿メＦ

ｍｎロ■四一＝願■■町百一面Ⅱ■■■■■■
、￣団一同密一一帝一～「－

m円－回■西■鷹■－－皿■■■■■■

使用痕のある剥片

LlFl］

ｌＢ３１１下呂イＩ２３６２８１７７

２Ｂ４１１儀尺｛３８５８１５１３０３４０７９６

３Ｂ３Ｖ」聡石０４５２６０８

４Ｂ３Ｖチ~ト１７６２５２３５l８

ＤＢ４Ｖチャート１９１１７５１２１

６Ｂ４Ｖチ_ト２８０２０６３９１９

７Ｌ４Ｖチ－１３０１４４２１０１１３０７９５

８ＥｌｌｌＶチート１９９２７１６５３４

石錘

磨製石斧

と 挿図番Ｉ」

Ｂ３秒．：0１１３０４６．８８０１０

打製石斧

‐メ ．:図聖

Ｅｌｌｉ疑灰才丁、１０８８・８９１３４８０１１

…

類
Ⅲ
２
３
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
５
３
３
４
４
５
５

叩
出
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
ｌ

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 折損 挿図番号 備考
１ Ｂ４ 1１ 下呂石 (11.0） (8.7） (1.2） (0.1） lＣ ｅ

２ Ｂ３ Ｖ チャート 1７．６ １２．７ ２．２ 0.4 ｌＣ 79-1

３ Ｃ２ Ｖ 曜石 2３．０ 1２．４ ２．７ 0.6 ｌＣ 79-2

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 折損 挿図番号 備考
１ Ｂ４ 1１ 下呂石 (29.0） 1７．６ 1０．３ (４２） ２Ｂ 尖端 未製品

２ Ｂ３ Ｖ チャート (17.6） 1２．７ 2.2 (0.4） ４Ｂ 基部 79-3

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 挿図番号 備考

１ Ｂ４ 1１ チャート 2２．６ 1６．１ 7.7 3.9 １

２ Ｃ４ Ｖ チャート 2６．７ 1９．０ 7.7 ５．６ ２ 79-4

３ Ｃ５ Ｖ チャート 2８．５ 1９．３ 7.6 ５．５ 1

番号 出土区 層位 石材 長き 幅 厚き 重さ 挿図番号 備考
１ Ｂ３ 1１ 下呂石 2３．６ 2８．１ 7.7 ３．５

２ Ｂ４ 1１ 凝灰岩 3８．５ 8１．５ １３．０ 3４．０ 79-6

３ Ｂ３ Ｖ 曜石 2０．０ 1４．５ 2.6 ０．８

４ Ｂ３ Ｖ チャート 1７．６ 2５．２ 3.5 1８

５ Ｂ４ Ｖ チャート 1９．１ １．７ 5.1 2.1

６ Ｂ４ Ｖ チャート 2８．０ 2０．６ 3.9 １．９ 79-7

７ Ｃ４ Ｖ チャート 30.1 4４．２ 1０．１ 1３．０ 79-5

８ Ｅｌｌ 1Ｖ チャート 1９．９ 2７．１ 6.5 ３．４

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 挿図番号 備考
1 Ｂ５ Ｖ 砂岩 4１．２ 3６．２ 1７．４ 3８．８ 80-9

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 挿図番号 備考
1 Ｂ３ Ｖ 蛇紋岩 8２．９ 3０．０ 1３．０ 4６．８ 80-10 擦切石斧

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 挿図番号 備考
1 Ｅ１１ 凝灰岩 １０８．８ 5５．８ 1８．９ 134.5 80-11 平成５年試掘時に出土

番号 出土区 層位 石材 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 挿図番号 備考
１ Ｂ２ 1１ 凝灰岩 5７．５ 5７．１ 3４．２ 138.4 ｌＢ ザラつく磨痕
２ Ｂ３ 1１ 擬I 尺岩 136.6 122.9 6４．１ １，４５０．０ ２Ｂ ザラつく磨痕
３ Ｂ４ 1１ 擬） 尺岩 9４．０ 7５．１ 4２．３ 382.8 ２Ｂ ３．３．０ウ

４ Ｂ５ 1１ 擬） 疋岩 111.9 6３．０ 4６．４ 969.0 ２Ｂ ３．４．１ウ

５ Ｂ５ 1１ 擬） 厄岩 116.8 9０．８ 4３．１ 555.3 ２Ｂ ザラつく磨痕

６ Ｂ５ 1１ 擬） 尺岩 (133.3） 6９．３ 4４．４ （582.9） ２， 80-12 ３．３．０ウ

７ Ｂ５ 1１ 擬Ｉ 尺岩 9７．７ 5５．９ 3８．３ 219.8 ２Ｂ 1.2.0ア・イ

８ Ｂ５ Ⅱ 擬］ 尼岩 112.2 １００．７ 5１．６ 700.8 ２Ｂ ２．０．０ア・ウ

９ Ｂ５ 1１ 凝灰岩 8４．７ 6９．７ 4６．２ 348.4 ２Ｂ ２．１．０ウ

1０ Ｂ５ 1１ 凝灰岩 115.4 9３．９ 5８．６ 846.7 ２Ｂ ザラつく磨痕
1１ Ｂ５ 1１ 凝灰岩 120.5 7２．１ 4４．７ 488.8 ２Ｂ 80-13 ザラつく磨痕
1２ Ｃ５ 1１ 凝灰岩 １０３．５ 9０．６ 5２．５ 581.7 ２Ｂ ２．２．０ウ

1３ Ｃ５ 1１ 凝） 疋岩 1０１．５ 7５．９ 4９．２ 469.4 ２Ｂ ２．３．０ア・ウ

1４ Ｃ５ 1１ 擬Ｉ 尺岩 113.7 7８．１ 5０．６ 375.8 ２Ｃ 80-14 １．１．０イ

1５ Ｂ６ 1１ 凝） 尺岩 138.9 96.1 5７．２ 974.2 ２Ｂ ザラつく磨痕
1６ Ｂ５ 111 擬） 疋岩 7７．８ 5４．９ 3３．４ 155.3 ２Ｂ ザラつく磨痕
1７ Ｂ３ 1Ｖ 擬） 尼岩 119.6 7２．４ 5８．６ 563.0 ２Ｂ ２．２．０ア

1８ Ｂ３ 1Ｖ 擬) 尺岩 3９．２ 3ＬＯ １３．２ 1９．３ ２Ｃ ザラつく磨痕
1９ Ｂ４ Ｖ 凝）尺岩 125.9 111.5 8４．０ 1,310.0 ２Ｂ 80-15 短軸一端に敲打痕
2０ Ｂ４ Ｖ 凝）尺岩 9５．９ 8４．６ 5２．０ 504.9 ２Ｂ ２．１．０イ・ウ

2１ Ｂ５ Ｖ 凝Ｉ尺岩 106.7 9６．４ 5５．９ 670.6 ２Ｂ 80-16 １．０．０ウ

2２ Ｂ５ Ｖ 凝灰岩 8３．６ 7３．３ 4２．７ 331.8 ２Ｂ １．１．０ア
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４植物遺体

Ｂ５区の第１I層中より炭化したクルミがまとまって出土した。年代測定を㈱パレオ

た。以下はその報告であるが。暦年代でBC900年代の数字が出ている。

ラボに委託し

放射性炭素年代測定

山形秀樹（パレオ・ラボ）

1．放射'性炭素年代測定について

試料は、アルカリ・酸処理を施して不純物を取り除き、炭化リチウム（カーバイド）の生成後、加

水分解によりアセチレンを生成した。

測定は、約１ケ月放置した後、精製したアセチレンを比例計数管(400cc）を用いて、β一線を計数し

て年代値を算出した。その結果は下記に示す。

なお、年代値の算出にはl4Cの半減期としてLibbyの半減期5570年を使用した。また、付記した年

代誤差は、計数値の標準偏差ぴに基づいて算出し、標準偏差（Ｏｎｅｓｉｇｍａ）に相当する年代である。

暦年代の補正は、CALIB30(StuiverandReimer，1993:IBM-PC用:Reference(Pearsonand

Stuiver,1993)）を使用した。

2．放射性炭素年代測定結果

く引用文献〉

Stuiver,Ｍ・andReimer,ＰＪ（1993）Extendedl4CdatabaseandrevisedCALIB30l4CAgeCalibration

Program、

以上

測定NＣ 試料 '4Ｃ年代ｲ直（1950年よりの年数） 暦年代（１ぴ）

ＰＬＤ-100 炭化オニグルミ殻片

(Ｂ地点）

2,820±l70yrBP（BC870年） ＢＣ９８０年ＢＣｌ

ＢＣ９７０年ＢＣ１

ＢＣ９４０年

，

，

250-1,240

210-810
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第５章Ｃ地点の調査

第１節調査の概要

Ｃ地点は、北向きの扇状地に立地する。南東から北西方向に緩く傾斜している。調査区の北東部は

荒城川に面して崖になっており、北西部には低位の段丘がある。現況は荒れ地で､北側は牧草地になっ

ていた。全体的には、後世の開墾により削平きれた部分が目立ち遺構の検出は困難であった。

発掘調査にあたっての地区の設定は、国士座標に合わせて第83図のように、８×８ｍの区画を設け

た。Ａ列は、国土座標第VH系のＸ＝23708,1列は、同じくＹ＝18918となっている。発掘前に想定し

ていた遺跡の広がりが西方へ移ったので、新たに０列を設けた。表土は重機を利用して除去した。

遺構としては、士坑５基、巨大炭化木と炭化材集中出士地点がある。遺物は、縄文土器約3,400点、

石器類約200点であり、縄文時代以外のものとしては、須恵器・陶磁器類が約100点出土している。

ｇ４ｐ

…
蘂

【
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ｑ２８ｃ
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第82図Ｃ地点周辺地形図
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１３８第５章Ｃ地点の調査

第２節基本的層序

南から北へ傾斜した地形である。層位はＩ～Ｖ層に分けられるが、表土である第１層は重機を利用

して除去したので、第Ⅱ層から記述する。

第１I層縄文時代の遺物を出土するが、後世の物の混入も目立ち、不安定な遺物包含層である。

ＩＩａ黒褐色土(l0YR3/1）で礫など非常に少ない。調査区の中央部の厚い所で約60cm程である。

縄文後晩期の遺物を含む。

ＩＩｂ黒褐色土(l0YR3/l）でIIa層に比べて炭化物を多く含んでいる。厚さは約20cmであるが、

調査区の中央部でのみ観察できる。

第１Ⅱ層黒色士（lOYR2/1）で、亜角礫混入が見られる。厚い所では約60cmあるが、調査区の高い地

点では見られない。低い地点に厚く堆積している。縄文後晩期の遺物を含んでいる。

第1V層砂質士の層である。厚さは約１０cm程で、調査区の北側に－部見られる。

１Ｖａにぶい黄燈色（lOYR6/4）を呈する砂層である。

ＩＶｂ黒褐色（l0YR3/2）の砂質士で、亜角礫が混じっている。

第Ｖ層調査区の一部であるが、第1V層の下に粘土質の層が見られる所がある。

Ｖａ灰白色士（lOYR8/2）で粘土質である。堅くしまっている。

Ｖｂ明黄褐色士（l0YR7/6）で粘土質である。亜角礫が混入している。

Ｖｃ灰黄褐色士（l0YR6/2）で粘土質である。地山の漸移層とも考えられる。

構第３節道

遺構としては、土坑（ＳＫ）５基と巨大炭化木（ＳＸ４）、炭化材集中出土地点（ＳＸ６）がある。掘り

込みがあった場所など'性格不明の遺構として、発掘調査当初、遺構記号ＳＸを付けたものが１～６ま

であったが、その後の調査で遺構として認定したものが、上記のＳＸ４とＳＸ６のみである。

SＫ１（第88図）

Ｈ６区で検出された。３．０×1.7ｍの大きさで、深さは約70cmである。最下部の黒色土の層から土器、

石器類が出土した。第92図ｌ～９に見られるように無文の土器が多いが、時期は縄文後期であろう。

SＫ２（第88図）

Ｈ８区で検出された。２．３×1.0ｍの大きさで､深さは約60cmである。長さ約30cmの石が覆土中にあっ

た。無文の土器が出土している（第92図10)。
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第84図Ｃ地点土層図(1)
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第87図Ｃ地点遺構配置図

SＫ３（第88図）

Ｄｌ区からＥ

いる。長さ約3（

区からＥｌ区にかけて位置する。３．３×1.2ｍの大きさで、深さは約35cmである。ＳＫ４と接して

長さ約30cmの石が覆土中にあった。縄文後期中葉の土器片（第92図１１～22）が出土している。

SＫ４（第88図）

Ｅ１区にあり、ＳＫ３と接している。２．０×1.2ｍの大きさであるが、プランは一部推定を含む。第９２

図23～25のような土器が出土している。時期は縄文後期であろう。

SＫ５（第88図）

Ｄ１区で検出された。２．３×１．１ｍの大きさで、深さは約40cmである。第92図26の土器などから見て、

時期は縄文後期中葉であろう。
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第88図Ｃ地点土坑
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巨大炭化木（ＳＸ４）（第89図、図版32）

Ｄ４区のⅡ層掘削中に炭化木を検出した。長さ6.72ｍ、幅0.8ｍの板状を呈しており、厚さは２mmか

ら10mm程度で取り上げは困難であった。加工痕が観察されたが、工具は不明である。樹種はヒノキ科

で、年代測定の結果は後述するように暦年代でAD1200年代の数字が出ている。

ＩＩ
Ｌ，

'

鰯
諺１mⅧ`3①皿十胤癖蝋臘…

０１ｍ

■一己

第89図Ｃ地点巨大炭化木
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炭化材集中出土地点（ＳＸ６）（第90図、図版32）

ＣＯ区の常時湧水する地点から炭化木片や小丸太、板状木片さらに加工痕のある竹片が集中的に出

土した。周辺から縄文土器片も出土しているが、いずれも磨耗が激しい。取り上げた材の樹種同定と

年代測定の結果は後述するが、暦年代はＡＤ1,290年という数字が出ている。
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第90図Ｃ地点炭化材集中出土地点
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物第４節遺

遺物は、全体には散漫な状況で出土したが、上記の炭化材集中地点付近で、多くの土器、石器が出

士した。ただし、土器片は磨耗が激しく流れ込みのものであろう。

遺物点数は、縄文土器片約3,400点、石器類約200点、須恵器・陶磁器類約100点の計約3,700点出土

している。須恵器は図示し得ないが、甕の破片が数点出土している。ＳＸ４・ＳＸ６など歴史時代の遺構

もあるので、その関連性が予想される。

ｌ縄文土器

ほとんどが第１I層から第Ⅲ層にかけての遺物包含層から出土したものである。第1V層から第Ｖ層に

かけては、部分的にわずかに出土しているにすぎない。

遺構出土の縄文土器（第92図、図版33）

図示したのは、いずれも土坑(ＳＫ)出土のものである。無文の土器片が多いが、一部の有文土器や、
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第91図Ｃ地点遺物出土状況
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第92図Ｃ地点遺構出土の縄文土器

まわりの土器の出土状況から見て、縄文後期中葉から後葉にかけてのものであろう。

ｌ～９はＳＫ１出士のものである。１はＬＲの縄文が施されている。他は無文である。１０はＳＫ２

出士である。にぶい赤褐色を呈する無文の土器である。１１～22はＳＫ３出士のものである。１１は縄文地

に沈線が横走する。１２は２本の沈線間に矢羽根状沈線が施されている。その下のややふくらんだ所に

連続刺突文かある。１３は沈線が１本横走する。１４．１５は口縁部である。磨耗が激しい。１５には表面と

口唇部に縄文が施されている。１６～22は無文である。２３～25はＳＫ４出土である。２３はゆるやかに内湾

する口縁部で、面取りされた口縁端部と表面に縄文が施されている。２４．２５は無文である。２６～30は

ＳＫ５出土のものである。２６は、直立する口縁部で、口縁に沿って沈線が３本横位に施されている。27.

28はいずれもＬＲの縄文が施されている。２９．３０は無文である。

第Ｖ層出土の縄文土器（第93図31～41、図版33）

発掘当初、Ｄ４区の北西杭の周辺に落ち込みがあり、ＳＸ５として調査を進めた地点で、最下層の第

Ｖ層より出土したものである。いずれも、水がつき磨耗が激しい。３１には羽状縄文が認められる。32.

33は口縁部である。前者は肥厚した口縁が直立しており、後者はやや外反している。３２～39はいずれ

も無文である。

第1V層出土の縄文土器（第93図42～52、図版33）

第Ｖ層と同様に磨耗が激しい。上記のＳＸ５の地点とＤｌＤ４区出土のものが図示してある。４２は
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沈線が５本横位に施されている。４３はＬＲの縄文が施文されている。４４～52はいずれも無文の土器で

ある。

第１I～Ⅲ層出土の縄文土器（第94～99図、図版34～36）

第１I層から第Ⅲ層にかけての遺物包含層出土の縄文土器は、一括して記述する。全体的には、後期

中葉から後葉にかけてのものが多く、わずかに晩期のものを含む。以下、有文士器をＩ群（後期の土

器)、ＩＩ群（晩期の土器）とし、無文の土器をIII群として、分類ごとに記述する。

I群後期の土器（第94.95図、図版34）

後期中葉から後葉にかけてのものが主である。以下、時期および施文により分類して記述する。

1類後期前葉の土器（第94図53、図版34）

口縁端部に沈線が２本施されている。縁帯文系土器と考えられる。

２類後期中葉から後葉の士器（第94図54～83、第95図84～137、図版34）

ａ類（54～56）

同一個体である。内湾する口縁部に縦に短くて細い隆帯が連続的に施きれ、隆帯間に２列対になっ

た刺突が４個ずつ施されている。

ｂ類（５７．５８）

短沈線が斜位に施されている。５８は浅鉢である。加曽利ＢＩ式段階であろう。

ｃ類（59～65）
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矢羽根状沈線が施されているものである。６０はやや開きながら立ち上がる器形で、口縁部に縄文が

施され、２本の横位の沈線の下に矢羽根状沈線がある。５９．６１～63にも縄文が施文されている。

ｄ類（66）

船形を呈する浅鉢形土器である。磨消縄文が施され、沈線は、大小の渦巻きが対をなし、数本単位

の弧線文で結ばれている。

ｅ類（68）

〈の字に折れて内湾する鉢形士器である。口辺部には、上下に沈線が２本ずつ横走し、その間には

沈線が曲線的に展開する。基本的には横に長い日の字状の文様が単位になっており、３段にわたって

施文されている。その単位の間に円筒状の刺突が２個ずつ施されている。口縁部と胴部には、無節の

縄文が施されている。補修孔も見られる。

ｆ類（70～83）

縄文地に沈線が施されている。７０～82は沈線が横位に施される。７０～76は口縁部である。真っ直ぐ

あるいはやや内湾しながら立ち上がる平口縁である。口縁に沿ってｌ～４本の沈線が施されている。

83は沈線が縦位に施されている。

９類（84～89）

磨消縄文が施されるものである。８４はやや内湾する平口縁で、沈線が３粗本ずつ２段にわたって施

されている。８５．８７はやや外反する。

ｈ類（90～123）

沈線文の土器である。９０～108は沈線が横位に施される。９４は浅鉢である。109～123は沈線が曲線的

に施される。109～112は同一個体である。

ｉ類（124～127）

幅が広くて浅い沈線が施されている。124.125は口縁部でやや外反している。127は幅広の沈線の下

部に細い沈線が斜位に３本単位で施されている。

ｊ類（128～133）

隆帯が施されている。128.129は口縁部で真っ直ぐ立ち上がる。133には隆帯上には刺突が連続的に

施されている。

ｋ類（134～137）

刺突が施されるものである。134はやや肥厚した小波状口縁の土器で、沈線が横走し、小さい刺突が

連続する。135.137は沈線間に刺突が施されている。136は２列の刺突列と、縄文の組み合わせである。

II群晩期の土器（第95図138～144、図版34）

北陸の御経塚式から中屋式にかけてものである。

１類御経塚式段階に相当するもの（第95図138～143、図版34）

138は、波状口縁で２本１組の隆帯が口縁部に沿って展開し、刺突が施されている。139～141は同一

固体で、外反しながら直立する口縁で、口辺部に平行沈線と縦位の沈線が施され、頚部に斜位に沈線

が施されている。142は口縁部に区切りの沈線と横位の沈線が施されている。
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第96図Ｃ地点包含層出土の縄文土器(4)III群１類
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2類中屋式段階に相当するもの（第95図144、図版34）

１個体のみである。Ｂ３区に集中的に出土した。非常にもろく接合・復元が困難であった。頚部の

くびれは弱い。〈ぴれ部に方形の刺突が連続的に施文されている。地文は条痕である。

III群無文土器（第96～99図、図版３５．３６）

１類縄文施文の土器（第96図、図版35）

145.146は同一個体である。やや外反しながら立ち上がる。平口縁で口縁端部にも縄文が施される。

147は口縁端部は丸く148は細くなっている。149は内側に面取りされ、そこに縄文が施文される。

151～174は胴部片である。151～154は短い単位の縄文が浅く施文される。

２類条線文施文の土器（第97図、図版35）

かすかに条線が観察されるものである｡185の底部の網代圧痕は、１本越え１本潜り１本送りである。

３類無文の土器（第98.99図、図版36）

鉢形土器の口縁部の形態から見ると、直立あるいはやや内湾するもの（186～195）と外反するもの

（196～206.208）がある。後者のうち、203～206.208は〈の字状に折れて、口縁端部に指押さえや

連続刺突が見られるものがある。207も器形的に見て同じ類になる。

209～214は浅鉢であり、215～236は器形不明の胴部片である。
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第97図Ｃ地点包含層出土の縄文土器(5)III群２類
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